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「とーっ！」

　剣が宙に高く飛んだ。

　光を放って石の床の上に落ちる。

　カランと乾いた音が響ひびいた。

「参りました、ファントムさま」

　ファントムの前に、ジェームズがひざまずいた。ファントムに対して軽く頭を下げる。自分が勝っても負けても、ジェームズはファントムの前にひざまずいて頭を下げた。

　仮面をつけたふたりの男たちが、牢ろう獄ごくのような薄暗い地下の部屋で、剣の稽けい古こをしている。かつて修しゆう道どう院いんとして使われていた石いし造づくりの建物に、地下室があることは知られていない。

　男たちはふたりとも、白い上等な絹シルクのシャツを着て、黒い膝ひざ丈たけのパンツをはいている。

　黒い仮面をつけているのがファントム、この崩くずれかけた建物の主あるじである。灰はい色いろの仮面をつけているのがジェームズ、ファントムの従じゆう者しやである。

「ずいぶんと、腕うでをお上げになりましたね」

　転がっている剣を拾い上げると、ジェームズはおもむろに立ち上がった。

　声の調子でジェームズから評価されていることは感じるが、ファントムは素直に喜ぶ気にはなれない。長年のひねくれた性格が身についているのだろう。

「今のはまぐれだ。私がおまえに勝てるはずがない」

　ファントムは剣を置くと、ジェームズを残して地下室から外へでた。

　鐘しよう楼ろうへ続く螺ら旋せん階かい段だんを登り始める。

　登っていく途中で、シャツを脱ぬいだ。

　剣の稽古が終わると、シャツの背中は絞しぼれるくらい汗で濡ぬれている。

　ファントムは汗だくになるのに、ジェームズはまるで汗をかかない。いつも涼すずしい顔をしていて、汗もかかずにファントムの剣を難なんなくかわすのだから癪しやくにさわる。

　螺旋階段を上り詰つめたところにあるのは、割れた鐘かねがぶら下がっている鐘楼だった。これは、鳴ることのない鐘だ。ファントム自身、あの鐘が鳴るのを聞いたことはない。どんな音色なのか、知らないままに年月が流れていった。

　アーチ型の窓からは、はるか遠くまで連なるヒースの丘が見えている。

　イングランドの荒こう涼りようとした風景は、毎日眼にしているのに、好きなのか嫌いなのか、自分でもよくわからない。ここでは、ヒースの丘以外、見えるものといったら空だけなのだ。その空も、抜けるような青になることは少なく、ことさら冬になると、今日のように雲が低く垂たれ込めている日が続くのだ。

　ファントムの生まれたところに比べたら、なんという違いだろう。

　一面が黄色い花で埋うまった故こ国こくの春が無性に恋しくなるときがある。

　いつになったら戻ることができるのだろうか。

　はるか下から、子供たちの声が聞こえてくる。

　鐘楼がある塔の東側に、身寄りのない子供たちを収容する救きゆう貧ひん院いんがあるのだ。

　かつては修道院の一部だったものだが、いつのころからか、修道士に代わって子供たちの姿が見られるようになった。

｢ファントムさま、ここにいらっしゃいましたか｣

　ジェームズが鐘楼に現われた。ここまでジェームズが上がってくることは滅めつ多たにない。

　すぐにファントムの足もとにひざまずく。

　ジェームズの顔が、今まで見たことがないほどに緊きん張ちようしていた。
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「ねえ、魔ま物ものの話、してよ」

　年少の子供たちが、救きゆう貧ひん院いんで一番年長のトムのまわりに集まっている。

「魔物の話」というのは、このマクレーン救貧院で何年も語り継つがれてきた話だ。ただのおとぎ話なのに、ここにいる子供たちの半分以上が、本当の話だと思っている。

　ここはイングランドの北東部にある、マクレーン救貧院。

　夕食の後片付けが終わって、就しゆう寝しん時間までの三十分間、みんな、トムの話を聞くのが日課になっていた。毎日、朝から晩まで働きづめの子供たちにとって、唯ゆい一いつの楽しみが、トムの話してくれる「魔物の話」なのだ。トムの話が終わると、みんなベッドに入る、という決まりができあがっていた。

　風の音で、外は吹ふ雪ぶきになっているのがわかる。

　トムは魔物を実際に見たかのように、生き生きと語る。

　たしかに、トムは物語を語るのが上手だとは思うけど、よっちは、この話を今までに何回聞いたかわからない。トムの代わりに話すこともできると思う。トムがここにくる前は、トムより年長の少年が話し手だった。その少年が退所していって、トムが話し手を引き継いだのだ。

「隣に建っている壊こわれかけた修道院。あそこに魔物が棲すんでいるんだ」

「魔物の名前は？」

　黄色い声で、だれかが質問する。

「それは、わからない。彼は変装の名人だという話だからね。あるときはジム、またあるときはヘンリー、と、どんどん名前を変えるんだ」

「魔物は男なの？」

「そう、男だ。それは確かだ」

「なんでわかるの？」

「可か愛わいい女の子が大好きだからさ」

「きゃー」

「いやー」

　女の子たちが、怖いのかうれしいのかわからないような悲鳴をあげる。

　このあたりの、物語の導入部は毎晩繰くり返して話されているから、みんな何度も聞いて知っているのに、初めて聞いたような顔をして質問をする。

　よっちは自分のベッドに腰こし掛かけて、しもやけで赤く膨ふくらんだ両手をこすりながらトムの話を聞くとはなしに聞いていた。

　しもやけが痛い。見ると、手の全部の指先から血がにじんでいた。炊すい事じや洗せん濯たく、掃そう除じなどの水仕事をやると、冬はすぐにしもやけになる。水仕事だけなら、ここまでひどくなることはないのに、これは数日前に始まった荒あら縄なわ解ときの作業のせいだ。よっちは、一度使った荒縄を解いて細くほぐす仕事をやっている。固く縛しばってある結び目を解くのがひと苦労なのだ。やっているうちに指先から血がでてきて、縄が赤くなってしまう。

「魔物は人間なの？」

　また別な子供が質問する。

「人間じゃない。年齢は五百歳以上らしい。そんな長生きができるんだから、もちろん、魔物だよ。背せ丈たけは二メートルは優ゆうに超える大男で、瞳ひとみは金色、耳はロバみたいにとんがっていて、真っ赤な口は耳まで裂さけている。奴やつの口が赤いのは、どうしてか知ってるか？」

「知ってるよ。子供をつかまえて食べるからだよ」

「そのとおり。奴が五百年も生き永らえてきたのは、子供の生なま肉にくを食べ、生き血を飲み続けてきたからだ」

「怖いー」

「特に、金きん髪ぱつの女の子が好きだといわれている」

「気に入った金髪の女の子を、魔物は食べるの？」

「いいや、奴は気に入った女の子は食べない。ドレスを着せて、人形のように飾っておくんだよ。だから、奴の地下室には、五百年かかって集めた女の子の人形がずらーっと並んでいるらしい」

　トムの声が怪あやしげに響くと、子供たちは、肩を寄せて一カ所に集まった。ひそひそ声で、囁ささやき合っている。

「うわー、怖いねー」

「人間の人形なんて、不ぶ気き味みだよ」

　人間の女の子を人形のように飾るというのは、話としては面白いかもしれないけど、だいたい、トムのいう地下室があるような建物自体が、このあたりにはないではないか。

　トムの話にでてくる「魔物が棲んでいる壊れかけた修道院」は、たしかに救貧院の隣にある。あるけれど、だれかが棲むことができるような代しろ物ものではない。廃はい墟きよといっていい。かろうじて形が残っているのは礼れい拝はい堂どうの尖せん塔とうだけで、それも、いつ崩れるかわからないくらい石の壁が剝はがれ落ちている。

　よっちは、語り継がれてきた魔物の話を信じたことは一度もない。救貧院の子供たちが作りだした夢物語だと思っている。

　よっちたちが暮らすマクレーン救貧院は、ヒースの丘に昔から建っている修道院を利用して作られたものだ。

　救貧院のまわりは、見渡す限り、なだらかな丘が連なっている。荒れた土地には、作物はできないし、放ほう牧ぼくもできない。ヒースが生えているだけ、という殺さつ風ぷう景けいな土地だった。

「救貧院」というのは、親から捨てられた子供や、親に先立たれた身寄りのない子供や、親はいても経済的に子供を育てる余裕がない家庭の子供などが集められている施し設せつだ。

　中には、一時的に預けられたはずなのに、親が引き取りにこなかったために、ここの住人にならざるをえなかった子供もいる。

　現在、この救貧院に在ざい籍せきしているのは、男女合わせて二十六人。乳にゆう幼よう児じは乳児院に収容されるため、ここにいるのは六歳以上、十二歳以下の子供だけだ。十二歳の誕生日を迎えると、ここからでて、仕事に就ついて自分の食べ物は自分で稼かせがなければならない。

　男の子は、たいてい農家の手伝いに入り、女の子は、ほとんどがどこかの家庭の住み込みの使用人になるために送りだされていく。

　よっちは今、十一歳。もうじき十二歳になる。十二歳になったら、ここからでられる。早く十二歳になりたいと、ずっと思ってきた。

　救貧院の食事ときたら薄いスープとパンがふたかけらだけ。これだけで食欲を満たせるわけはなく、よっちを含め子供たちは、いつもひもじかった。考えていることといったら、食べ物のことばかり。眠りについてからもパンの夢を見た。

　毎日、手が千切れそうになるような仕事が課せられ、ノルマを達成できないと監かん督とくの職員に殴なぐられた。

　明日も今日と同じ日が続くことを、ここの子供たちはみんな知っている。

　冬は寒さで凍こごえながらベッドに入り、外では雪が降っているようなときも、履はき古して穴があいた靴くつ下したしか与えられていなかった。

　服は年長者のお下がりだし、みんな大部屋に集まって寝る。一応、男女の区分けはされているけれど、カーテン一枚で仕切られているだけだから、男女間のトラブルや喧けん嘩かは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。女の子が着替えているところを、男の子がカーテンの隙すき間まから見ているのはしょっちゅうだし、仲間だといっても油断はできないのだ。

　住み込みの使用人になれば、服も食事も寝る場所も提供されて、給きゆう金きんまでもらえると聞いている。どこへ就しゆう職しよくすることになるのか、決めるのは救貧院だけど、よっちとしては、ロンドンのお屋や敷しきのメイドになりたい、と何年も前から切せつ望ぼうしていた。救貧院にも、よっちの希望を伝えてある。希望通りに就職できるか、そのあたりのことは、『運うん』だ、といわれていた。

　よっちこと、ヨシュア・マクレーンの場合、親に捨てられたのか、それとも預けられたのか、親は生きているのか、などはわからない。ヨシュアという名前は、救貧院でつけてもらったもので、マクレーンというのは、この救貧院の名前だ。

　よっちは親の顔も覚えていないし、どこかの町や家庭の記き憶おくなどもないから、ほんとに小さなときにここの住人になったのだろう。よっちが、いつごろからここの住人になったか、救貧院には記録が残っていないし、その当時を知る職員もいなかった。

　両親も兄弟姉妹もいないけれど、寂さびしいと思ったことはない。まわりの子供たちは、みんな似たような境きよう遇ぐうだったから。

「魔物は悪者なの？　それとも、いい人なの？」

　だれかの質問に、トムが一いつ瞬しゆんたじろぐ。

　トムが先代から引き継いだ話では、悪者か善ぜん人にんか、には触ふれていなかったのだろう。よっち自身、今まで聞いたことがなかった。

　トムがどんな返事をするのか、よっちは耳を傾かたむけている。今夜、初めて聞き耳を立てたいような話が聞けるぞ、とよっちは少し期待した。

「いい人だと思う」

「うそだよー。女の子を食べるんだよ。悪者だよ」

「実はね、こういう話があるんだ」

　トムが、秘密めかした口調になって、声をひそめる。

　みんなが、トムに注目する。

「どんな話？」

「真夜中の十二時に、隣の鐘しよう楼ろうの鐘かねを鳴らしたら、魔物が願い事をひとつ叶かなえてくれるって」

　これは、よっちも聞いて知っている。救貧院では、伝説のように語り継がれてきた話だ。

「どんな願い事でも？　だれの願い事でも？」

「もちろんさ」

　みんなも知ってるのに、初めて聞いたようなことをいう。

　もう聞き飽きたよ、と思ったときだった。

「ヨシュア、手紙がきていますよ」

　部屋に入ってきたのは寮りよう母ぼ先生だった。

　手紙をくれるような知り合いは、ひとりもいない。

　だれが、なんの用事で、よっちに手紙を？

　これまで、よっちは手紙をもらったことなど一度もない。

　渡された手紙の封ふう筒とうには、メアリーの名前が書かれていた。

　うわー、メアリー先輩が手紙をくれたのだ。

　半年前に十二歳をむかえて、救貧院を退所していった先せん輩ぱいで、よっちが一番慕したっていた「おねえさん」だった。いなくなってからも、今ごろ、どんな生活をしているんだろうと、ときどき考えた。

　あのメアリー先輩から手紙がもらえるとは思っていなかったから、どんなことが書いてあるのかと思うと胸がドキドキする。

　手紙を渡した寮母先生が、さらにいう。

「ヨシュア、院長先生がお呼びです」

　え？　院長先生が？

　呼ばれているなら、いかなくては。

　手紙は、読みたいけど後回しだ。

　よっちは手紙をエプロンのポケットに入れると、座っていたベッドからすべりおりた。

　とうとうきたか。

　近いうちに、院長から呼びだされるだろうと覚かく悟ごはしていた。

「今から参ります」

　よっちは極ごく上じようの返事をして、寮母先生の後についていった。

　院長室は玄げん関かんの脇わきにあって、この建物で一番豪ごう華かな部屋だった。暖だん炉ろがあるのも、この部屋だけだし、ランプも特大で明るい。

　よっちがドアをノックすると、中から院長先生の声が聞こえる。

「おはいり」

　部屋の中に入ると、院長先生は、窓際に置かれた大きな机の前に座っていた。頭にほとんど毛がない初しよ老ろうの男で、やや太り気味だ。子供たちは全員、瘦やせているから、院長先生の丸い身体からだは、救貧院では目立った。子供たちはいつも腹ペコなのに、院長先生だけは、たらふく食べているんだろう、とみんな思っている。

「ヨシュアか」

「はい、院長先生」

　よっちは、身体を硬かたくして院長先生の机の前に立った。院長室に入ること自体が、数えるほどしかないのだから、緊張してあたりまえだ。

「もうじき誕生日がくるね」

「はい。十二歳になります」

　やっぱり、退所のことだ。

「この救貧院には、十二歳になるとでていかなければならないという規き則そくがあるのは知っているね」

「はい、知っています」

「それで、きみの就職についてなんだが、ロンドンで住み込みのメイドをやりたい、というのが希望だったね」

「そうです」

「昨日、ロンドンからお客さまがみえたね」

　よっちは玄関でお客さまを出迎える役をやって、院長室へ案内した。

「彼は、なかなかの有力者で、貴族にも知り合いが多い。それで、きみのことを頼んでみたんだよ。ロンドンでメイドとしての就職口を探さがしてくれないだろうかとね」

　そ、そんなことを院長先生は考えていたのか。自分のことを頼んでくれた、というだけで、よっちは院長先生に最さい敬けい礼れいしたい気分だ。

「その件に関する、彼の返事なんだけどね」

　ドキッとする。もしかして、今から、就職試験の結果を告つげられるのだろうか。

「きみに知らせたほうがいいかどうか、迷ったんだが……」

　院長先生は言葉を一いつ旦たん切った。

　ここで言葉を切るということは、ダメだった、ということなんだろうね。よっちは覚悟した。

「ロンドンでメイドの口を探すのは、無理だろうといわれてね」

「な、なんでですか？」

　よっちは、思わず口ごもった。無理だという理由が知りたい。

「顔がね、上流階級向きじゃないというんだよ」

　顔？　顔が可愛くないということなのだろうか？

　たしかに、よっちは可愛いとはいえない。手て脚あしはぎすぎすに細いし、顎あごはとんがってる。髪は癖くせ毛げだから、髪を梳とかしても、すぐに鳥の巣すみたいになってしまう。

「実はね、ロンドンでメイドになりたいという女の子が多くてね、就職先を探すのもひと苦労なんだよ」

　たしかに、この救貧院にいる女の子の全員がメイド希望なのだ。みんな、どうせ使用人として働くなら、花の都、ロンドンでメイドに、と思っている。

「今、話がきているのは、ロンドンではないんだが、顔は関係ないといっている」

　それはうれしい話だけど、ロンドンではない、だって？

　よっちとしては、それは一大事だ。よっちがいきたいのは、英イギ国リスの都、ロンドンなのだから。

　娯ご楽らく施し設せつなどのない救貧院では、談だん話わ室しつに備そなえてある絵本と読本が、みんなの「宝物」になっている。本だけは、数十冊ある。もう十年以上も前に、ある篤とく志し家かから寄き付ふされたもので、みんなで回し読みするから、表紙の隅すみは丸くなっているし、ページが分ぶん裂れつしてばらばらになることもしょっちゅうだ。そのたびに、院の寮母先生がページを集めて綴とじ直してくれる。

　絵本の中で一番の人気は、『ロンドンの生活』というタイトルのものだ。タイトルどおり、繁はん栄えいするロンドンの人々の生活が紹介されている。貴族の令れい嬢じようから、下町の果くだ物もの売りの少年に至いたるまで、さまざまな人々の暮らしが描かれていた。もともと描かれていた絵は白黒の版はん画がだったが、だれかが器用に着色して、色つきの絵になっていた。

　市場の屋台では、見たこともないような果物が山と積まれて売られているし、貴族の令嬢のスカートといったら、もぐりこんでかくれんぼができるくらい大きく膨らんでいる。踵かかとの高い靴を履はいて、大きなリボンがついた帽ぼう子しを斜ななめにかぶった雑誌の中の少女は、救貧院の少女たちにとっては憧あこがれて止やまない存在だった。よっちも、この少女には小さいころから憧れている。

　聞いた話では、この令嬢が暮らしているようなお屋敷のメイドになると、令嬢が着たドレスのお下がりをもらうことがあるというのだ。

　令嬢もお屋敷も、山のように積まれた果物も、ロンドンだからあるのだ。だから、ロンドンで働くことが、小さいころからのよっちの夢だったのだ。

　その夢が、今、崩れそうになっている。

「あの、ロンドンでなかったら、どこへ派は遣けんされるのでしょうか」

　よっちは、努つとめて礼れい儀ぎ正しくたずねた。

「いくつか候こう補ほは挙がっているけどね。たとえば、この近くだったら、グロスタシャーの牧場でも、女の子をほしがってる。雇やとい主ぬしさんと会って、先方がＯＫといってくれたら、本決まりになる」

　グロスタシャーは、隣の農村だ。

　院長先生は、最後に真ま面じ目めな顔でいった。

「ロンドンではない可能性があることを了解してほしい」

　院長先生が、最後に念ねんを押すということは、ロンドンではない、といっているのと同じだった。

　よっちはイエスともノーともいえなかった。眼を丸くして、院長先生を見つめるのみだ。

　この近くの家に就職したら、また、毎日、ヒースの生えた岩山を眺ながめて暮らすことになる。空とヒースしかないここで一生を終えるのはイヤだ。この救貧院からでてロンドンにいって、幸せな人生をスタートさせた先輩もいるというのに、どうして自分はダメなんだろう。

　よっちは黙ったまま、ぺこりとお辞じ儀ぎをして、院長室から退室した。

　廊下を歩きながら、涙がぽろぽろでてくる。夢にまで見たロンドンが、一瞬にして消えてしまった。

　立派なお屋敷にふさわしいメイドになりたいと願って、自分なりに努力してきたつもりだ。賢かしこい女性になりなさいと、院長先生が奨すすめる読書には熱心に取り組んだ。救貧院にある本は全部読んだし、韻いん律りつの美しいワーズワースの詩は諳そらんじているものもある。童話や英国史は、何回も読んだ。特に絵本は、幼いころから舐なめるようにして、いまだに読み続けている。

　メイドとしてふさわしい言葉づかいができるようにと、この三か月あまり、寮母先生から話し方の特とつ訓くんも受けてきた。やっと、「グッド」といわれるようになったというのに、就職活動に、自分の顔がネックになるとは、思ってもみなかった。世間知らずで、甘かったということだろうか。

　悔くやしかった。ここからロンドンへでていける唯ゆい一いつのチャンスが十二歳の誕生日だというのに……。十二歳は一度しかやってこない。誕生日を逃のがしたら、お先真っ暗、ということになる。

　みんなに涙を見られるのはイヤだったから、よっちは、そっと自分のベッドにもぐりこんだ。

　トムの話はまだ続いている。みんな夢中で聴いているから、よっちが戻ってきたことに気付く者はいなかった。

　ポケットに手を突っ込むと、指先に手紙が触れた。メアリーからの手紙だ。まだ読んでなかった。でも、今から読む元気はない。明日、明るくなったら読むことにしよう。

　手紙は自分の枕の下に隠かくした。

　頭から掛かけ布ぶ団とんをかぶってもトムの声は聞こえている。

「魔物はさ、満月の夜にだけ、人間の姿になるんだ」

「ほんとなの？　トムは、その魔物を見たことあるの？」

　だれかがたずねると、トムはあっさりいう。

「ないよ」

「なーんだ」

　みんなががっかりするのがわかる。

「それじゃ、トムの話はデタラメなんだ」

　そうだ、そうだ。デタラメなのさ。

「違うよ。ちゃんと証しよう拠こがあるよ」

　小さな子供たちに「デタラメ」といわれて、トムはムッとしたらしい。

「どんな証拠？　証拠があるなら見せてよ」

　子供たちの予期せぬ追及にあって、トムがたじろいでいるぞ、と思ったら、トムは秘密めかした声でいった。

「プリンセス・アンのことは、まだ話したことなかっただろ？」

「話してない」

　みんなが一いつ斉せいに答える。よっちも、そんな話は一度も聞いた記憶はない。

「今から話そう。その代わり、プリンセス・アンの話が終わったら、みんなベッドに入るんだぞ」

「わかった。ちゃんとベッドに入るよ」

　プリンセス・アンの話というのも、どうせ、トムの作り話のひとつだろう。トムは作り話の天才だな。よくもまあ、次から次へと新しい話を思いつくものだ、と感心しながら、ベッドの中で、よっちはトムの話を聞くとはなしに聞いていた。

「この救貧院ができて間もないころ、院にアンという名前の女の子がいた。王子さまと恋に落ちて、結婚するんだ」

「それで？」

「ここで荒縄解きの仕事をしていた少女がだよ、イングランドのプリンセスになったんだよ」

　なんというデタラメな話だろうね。救貧院にいる女の子が、どうして王子さまと出会うことができるというのだ。そんなチャンスがあるわけないのに、みんな不思議にも思わないらしい。

「だから、みんなも、チャンスがないとは限らない。プリンセスになることだって、夢じゃないんだ」

「話がうますぎる。ありえねー」

　だれかがうなるようにいうと、何人かが「そうだそうだ」と賛さん同どうの意を表した。

　ほらね、みんなも、おかしい、と思って聴いていたのだ。

「ところが、ここの救貧院では、ありうるんだよ。ここは、そこらにある救貧院とは違う。なにしろ、隣に魔物が棲んでるんだぞ。魔物の力を借りたら、不可能なことはないのさ」

「ほんとに？　魔物の力を借りたら、空を飛ぶこともできるの？」

「もちろん」

「アンは、魔物の力を借りたの？」

「そうさ。アンは魔物と取引したのさ。プリンセスになれたら、魔物の好きなものをあげるって」

「なにを？　お礼になにをあげたの？　お金？　でも、お金なんて、ここの子供たちは、だれも持ってないよ」

「だから、金じゃないさ。知ってるだろ。魔物は美少女が好きだって」

「知ってるよ。人形のようにコレクションしているんだよ。でも、アンをコレクションに加えたら、アンはプリンセスにはなれないよ」

「そうだよ。だから、アンはコレクションには加えられなかった。そこで、どうしたか。それはね、明日の夜のお楽しみだ」

「えー、そんなところで話を切らないでよ」

「寝るんだ。続きは明日」

　子供たちは、ブツブツ文もん句くを口にしていたけれど、トムには逆らえないと知っているから、ベッドに入った。

　いつものよっちなら、「けっ、くだらん話」といって布団をかぶってしまうのに、今日は、続きが気になった。

　灯あかりが消される。寝室は真っ暗になった。

　トムが自分のベッドに戻る気配がする。いつも、トムはよっちのベッドの横を通っていく。

　よっちはトムの足音が近づいていくるのを感じると、真っ暗な中で、ガバッとトムにしがみついた。トムの腕をつかまえた手て応ごたえがある。

「トム、教えてよ」

　押し殺した声でトムにたずねる。

「アンは、どんな取引をしたの？　魔物に、お金をあげたの？」

　トムに無む視しされるかもしれないと思ったのに、意外にも言葉が返ってきた。

　トムも押し殺したような声でいう。

「女の子の大事なものを、さ」

　女の子の大事なものって、いったい、なんなんだ？　頭に浮かばない。

「意味がわからないよ。もっとわかりやすくいってよ」

　よっちの問いに、トムはさっきよりもさらに声を落としていった。

「裸はだかになって魔物のベッドの中に入ったんだよ」

　え？　裸になる？

　それは、勇気がいるかも……。

　トムの足音が遠ざかる。

　しかし、イングランドのプリンセスになれるなら、それくらい、どうってことないよな、と思いながら、よっちは眠りに入っていった。
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　翌日、朝、六時少し前に、よっちはベッドから抜けだした。

　起き床しようは六時なのに、早く起きたのには理由がある。昨さく夜や、読むことができなかったメアリーからの手紙を読むためだ。

　救きゆう貧ひん院いんの子供たちの多くは、読むことも書くこともできなかったが、よっちは、読むことだけはできた。たまに牧ぼく師しがやってきて、読み書きを教えてくれるからだ。それも一年に二回くらいだから、自分で復習しないと力はつかない。よっちは、読むことはできるようになったけれど、書くことまではできなかった。

　それでも、読めるだけでもありがたかった。こうして手紙をもらったら、自分で読むことができる。読めない者は、だれかに読んでもらわないといけないのだ。

　寝ね間ま着きから服に着替えると、手紙を枕の下から引っ張りだした。窓際にいく。朝の光が、ヒースの丘を照らし始めている。まだ薄暗いけど、手紙を読むことはできる。

　封ふう筒とうをひっくり返して見ると、メアリーの名前は書いてあったけど、差出人の住所は書かれていなかった。返事をもらいたくない、ということなんだろうか。

　メアリー先輩も、ここにいる女の子の例に漏もれず、ロンドンでメイドとしてお屋や敷しき勤づとめするのが夢だった。メアリーは、今、ロンドンで働いているのだろうか。

　ドキドキしながら、手紙を開かい封ふうする。黒い鉛えん筆ぴつで書かれた手紙が二枚、入っていた。




　よっち、元気にしてる？

　あんた、もうじき十二歳だね。少しでも参考になればと思って、手紙を書くよ。わたしはロンドンで働きたかったんだけど、就職先として派は遣けんされたのは、グロスタシャーの農家だった。

　お屋敷のメイドになるのが夢だったのに、毎日、豚ぶたのお尻しりを洗ってる。救貧院をでたら、夢のような世界が広がっていると思っていたのに、毎日見るのは、救貧院で見ていたのと変わり映ばえのしないヒースの丘だよ。正直にいうと、救貧院のほうが楽しかった。みんながいたしね。ここには大人と豚しかいない。

　食べ物と服は、救貧院より少しはましだけど、あの絵本にでているメイドとは比べものにならないくらい質しつ素そだよ。仕事は、救貧院より数倍きつい。夜寝るときは、疲れ果はてて、ぼろぼろの雑ぞう巾きんのようになってる。わたしの雇やとい主ぬしは農家の中年夫婦で、悪い人じゃないけど、楽しい人でもない。夫婦が無口だから、わたしもあまり話をしない。

　ひとつ、悔くやしいと思っていることがあるんだよ。

　あんたも、ロンドンにいきたいんだよね。

　わたしみたいにならないために、よーく聞いて。

　隣の崩くずれかけた礼れい拝はい堂どうに、魔物が棲すんでいるというのは知ってるよね。魔物は、願い事を叶かなえてくれるって、いわれている。十二歳になる前に、わたしも頼もうかどうか迷ったんだよね。で、結局は頼まなかった。でも、頼んでおけば、ロンドンへいけたかもしれない、とよく思う。

　迷った理由は、魔物が願い事を叶えてくれる代わりに要求してくるものが怖こわかったからだよ。先輩から聞いた話では、『女の子の大事なもの』を要求されるらしい。それがなんなのか、よくわからなかったんだけど、それがなんだとしても、グロスタシャーではなくてロンドンの生活が手に入るなら、へっちゃらだよ。あんたには、わたしのようになってほしくないから、魔物に頼むんだよ。「真夜中の十二時に、礼拝堂の尖せん塔とうに登って鐘かねを鳴ならす」と、魔物が姿を現すといわれている。やれることは全部やること。いいね、よっち。


メアリー






　なんという衝しよう撃げき的な手紙だろう。眼が回りそうだった。
















　メアリーがいるグロスタシャーというのは、昨日、院長先生がいっていた村だ。もしかしたら、自分もグロスタシャーに派遣されることになるかもしれない。

　今より幸せになるつもりでここからでていこうとしているのに、メアリーのようになるのはイヤだ。グロスタシャーにはいきたくない。

　メアリーは、魔物に頼まなかったことを悔くやんでいる。自分も、悔やむことになるかもしれない。魔物に頼まなかったら、メアリーのようになるのは間違いないだろう。

　でも、隣の礼拝堂に、魔物がいるんだろうか？

　ほんとに願い事を叶えてくれるんだろうか？

　魔物が代わりに要求してくるものは、「女の子の大事なもの」だという。

　トムも同じことをいっていた。トムがいうには、それは、「裸はだかになって魔物のベッドに入ること」だって。

　メアリーのいうように、ロンドンでの生活が手に入るなら、裸だってへっちゃらだい。

　夜中の十二時に礼拝堂の鐘を鳴らすよ。魔物を呼びだすために、やる！

　窓の外が、少しだけ明るさを増してきた。まだ薄暗いけど、六時を告つげる救貧院の鐘が鳴った。みんなが起き始める。

　よっちは、メアリーの手紙を折り畳たたんでエプロンのポケットにしまい込んだ。

　夜中の十二時に礼拝堂の鐘を鳴らすとなると、こっそり寝室から抜けださなければならない。うまく鐘を鳴らすことができたとして、みんなを驚かさないようにするためには、吹ふ雪ぶきの夜を狙ねらうのがいい。礼拝堂は救貧院の隣の建物だ。でも、暗くら闇やみで吹雪の中を歩くとなると、近くといっても油ゆ断だんはできない。たどり着けなかったら、凍こごえて死ぬ危険だってある。対策を考えないといけないかもしれない。

「よっち、おはよう」

　ドキッ！

　よっちは飛び上がりそうになった。

　みんなが起き始めていたことなど、すっかり忘れていた。

「お、おはよう」

　みんなはベッドを片付けている。

　そうだった、よっちのベッドはそのままになっている。毎朝一番にやる仕事である、自分のベッドの片付けをやらなければ。

　よっちは慌あわてて自分のベッドに戻った。




　その一週間後の夜、待っていた吹雪が、ついにやってきた。

　窓の外は真っ暗で、なにも見えない。

　風のうなる音が聞こえてくるだけ。

　夕食が終わってからずっと、よっちは食堂の窓ガラスに顔をくっつけるようにして眼を凝こらして外を見ている。

　風の音を聞くだけで、胸がドキドキしてくる。

　計画を実行するためには、この吹雪が必要だったのだ。

「よっち、なに見てるの？」

　背中から声をかけられて、心臓が縮ちぢみ上がりそうになった。

　だれかに見られているとは、思ってもみなかったからだ。

　驚いたことを気付かれないように、よっちはゆっくりと振り返った。少女がひとり立っている。仲良しのケイトだった。

「さっきから、窓ガラスに顔をくっつけてさ。なに見てるの？　外は真っ暗だよ」

　そう。外は、なにも見えない。

「吹雪の音を聞いてただけだよ」

「へえー、吹雪の音を聞いてるの。あたしは談だん話わ室しつにいくわよ」

　ケイトはすぐに食堂からでていった。

　よかった。ケイトが吹雪に興味を示さないので助かった。「あたしも一緒に、吹雪の音を聞くわ」なんていわれたら、今夜の計画が台無しになるところだった。

　あたりにだれもいなくなったのを確かめると、よっちは窓から離れた。今から、計画を実行する。

　食堂からでると、みんながいる談話室へは向かわずに、寝室へ向かった。まだ、だれもいない。ベッドに入ってしまうと、静かな中を起きだしてでていくのは難しい。みんなが寝静まったころを見計らってやったとしても、だれかが眼を開けている可能性はある。だから、ベッドの中に衣い類るいを突っ込んで、いかにも寝ているように毛もう布ふをこんもりとさせた。

　これで、ベッドは終わり。次は玄げん関かんにいって、壁にぶら下がっている自分の帽ぼう子しとコートを丸めて手に持つと、長なが靴ぐつに履はき替えた。

　そのまままっすぐ進んで、台所に入った。真っ暗で、だれもいない。台所に隠かくれて、みんなが眠ったころ、外にでるつもりだ。

　この救貧院は、もとは修道院だった建物を使っているから、歴史を刻きざんだ石の壁は重じゆう厚こうで堅けん固こではあるけれど、窓は小さくて暗いし、壁も床も天てん井じようも、なにもかも石いし造づくりで、夏は涼すずしい代わりに冬は寒さが骨ほね身みにしみるのだ。今夜のような吹雪の晩は、手足が冷たくなって半分感覚はなくなってしまうのがあたりまえだった。

　救貧院から外へでるには、玄関か、台所の裏手にある裏口のどちらかを使うしかない。

　玄関のドアは重くて、よっちの力では開けることは難しい。それに比べると、裏口のドアは小さくて、玄関のドアより楽に開け閉めできた。だから、台所の裏口からでるつもりだ。

　明日の明け方まで、台所にはだれもやってこないことはわかっている。明るくなる前に戻って、閂かんぬきを元通りにしておけば、内側からドアが開けられたことはだれにもわからない。

　台所は修道院の時代も台所として使われていて、一番奥に裏庭に続くドアがある。裏庭は、天気の良い昼間に、鶏にわとりが放し飼いにされてるけれど、今夜はもちろん鶏たちは鶏小屋で眠っている。

　コートを着て、帽子もかぶる。コートといっても、何人ものお下がりだから、布はすり切れて、紙のように薄くなっていた。温かくはないけれど、ないよりましだ。長靴も同様、お下がりだから、両足ともに穴があいていて、雨降りのときには水が中に入って、足がぐちゃぐちゃになるのだ。

　九時になったら、出発するつもりだ。三時間あれば、吹雪の中でも隣の礼拝堂の尖塔に登って、十二時に鐘を鳴らすことはできるだろう、と計算したのだ。

　救貧院の子供たちは、隣の礼拝堂に近寄ることは禁じられていた。崩れかけた礼拝堂は、天井が半分ないし、尖塔もいつ崩れるかわからないような状態だからだ。

　でも、今夜は、禁きんを破って尖塔に登る。ロンドンへいくために。

　玄関に置かれている時計が九時を打った。みんなは、とっくにベッドに入っただろう。

　いよいよだ。今から、鐘を鳴らしにいく。寒いはずなのに、寒さはそれほど感じない。緊張していて、汗をかいているくらいだ。心臓は、ドキドキ高鳴り始めている。

　音がしないように気をつけて閂を外すと、そっと裏口のドアを押し開けた。

　その瞬間、強い風と雪が顔にぶち当たる。吹雪で息ができない。

　でも、こんなことではへこたれないぞ。

　外にでると、ドアを閉めた。

　真っ暗でなにも見えないけど、どっちの方角へどれだけ進めばいいのかはわかっている。この二週間、昼間、何度も何度も、眼をつぶって台所から塔とうの入り口まで歩く練習をしてきたのだ。

「いくぞ、よっち。ロンドンのためだ。ガンバロー！」

　大きな声をだして、自分で自分を鼓こ舞ぶする。でも、吹雪の音のほうが大きいから、よっちの声など、すぐにかき消されてしまう。

　よっちは、吹雪の中へと足を踏ふみだした。

　雪と風が強くて、眼はあけていられないけれど、礼拝堂はよっちの普通の歩幅で六十五歩しか離れていない。すぐ着く、と思っていたのに、どういうわけか、なかなか着かない。

　眼を開けてみると、横よこ殴なぐりの雪が吹きつけて、やっぱり開けてはいられない。

　考えていたのと様子が違う。

　どうしよう。凍えそうに寒いはずなのに、カーッと身体からだが熱くなる。

　中庭は、知り尽つくしているはずなのに、自分がどこにいるのかわからない。広い庭ではないのに、自分が嵐あらしの大たい海かいに浮かぶ小舟のような気がする。まわりの闇やみが、とてつもなく広く深い。これは、台所に戻ったほうがいい。

　予定変更。今夜は中止だ。戻ろう。

　でも、困ったことに、台所がどっちなのか、まるでわからないのだ。台所のドアからでてきて、まだ三分もたっていないだろうに、完全に方向を見失ってしまっている。足は止まったまま動かない。

　このままでは、凍え死んでしまう。こんなところで死んだら、笑いものになるだけだ。

　立って歩いているから、方向がわからないのだと思って、すぐに四つん這ばいになった。犬のように四つ足で動く。

　動き始めてすぐ、ダメなことがわかった。立って歩くほうがましだった。四つん這いは、ますます方向感覚が鈍にぶる。

　立ち上がろうと思ったのに、立ち上がれない。どうしたんだよ。

　さっきより風も雪も数段強くなっている。帽子が飛ばされそうだと思って手で押さえたのに、帽子が吹っ飛んだ。

　なんて風だ。こんな吹雪、見たことない。

　身動きできない。

　しょうがないので、よっちは身体を小さく丸めると膝ひざを抱えて寝転んだ。地面が冷たい。手も足も凍え始めている。寒くて歯が嚙かみ合わない。唇くちびるが小刻みに震えている。

　これじゃ、ほんとに「遭そう難なん」するよ。救貧院の庭で遭難死なんて、笑い話にもならないじゃないか。

　身体の上にも、雪が積もり始めている。手で払はらいのける元気もない。払いのけても、すぐに新しい雪が降ってくる。

　自分の身体を抱きしめたら少しは温かくなるかもしれないと思うのに、腕を伸のばすこともできない。とにかく眠い。不思議なことに、もう寒くはなかった。

　まぶたが重い。

　ここで死ぬのかもしれない……。

　生まれて初めて、よっちは自分が死ぬかもしれないと思った。

「ヨシュア・マクレーン、マクレーン救貧院で没ぼつ。享きよう年ねん十一歳」と帳ちよう簿ぼに書かれるんだろう。墓はかを作ってもらえるんだろうか、とそんなことを考えている。

　もうじき十二歳だけど、ここで死ぬなんて若すぎるよ……。

　眠いのに、頭の中では、自分の名前が書かれた十じゆう字じ架かが見えた。

　もっと生きたかった。大人になりたかったよ。

　ロンドンを……この眼で見たかった……悔しい……。




　眠っていたのだろうか。気がつくと、頭の上でかすかに声が聞こえる。聞いたことのない声だ。

「冷たくなっていますが、息をしていますね」

　よっちの身体が動いた気がする。

「どうなさるおつもりですか」

「息をしているなら、見捨てるわけにもいかないだろう」

「人間と接せつ触しよくするのは不ふ吉きつです。捨て置かれたほうが賢けん明めいかと思われますが」

「我々が見捨てたら、この少女の命の灯ともし火びは、夜が明ける前に消えるだろう」

「それも、いたしかたありません。今は、陛へい下かの遺ゆい言ごん状じようを探しだすことがなにより大切かと」

　若い男の声だ。こんな嵐の夜に、救貧院を訪ねてきたお客さまだろうか。

　ふたりの男が、自分のことで言い争あらそっている。

　でも、若い男なんて一度も訪ねてきたことはない。やってくるのは、赤ら顔で太っちょの役人と年配の牧師だけだ。それも、たまに、昼間やってくる。

「一刻も早く帰国なさらないと。ファントムさま！」

　身体がふわりと持ち上がった気がする。

　今まで冷たかった背中に、わずかだけど温かみを感じる。

　首くび筋すじに硬いものを感じる。これは、だれかの腕？　みたいだ。

　硬い腕の持ち主が、よっちの身体を抱き上げてくれたのだろうか。

　ファントムと呼ばれる男が、もうひとりの男の反対を押し切って、よっちを温めようとしているらしい。とてもありがたいことだ。でも、どこかへ連れていかれるのは困る。せっかく吹雪の晩ばんを選んで鐘を鳴らすつもりででてきたのだから、今、一番の願いは、真夜中の十二時に、尖塔の鐘を鳴らすことなのだ。

　よっちは、必死の思いで手を動かした。だれかの服らしいものに触ふれる。手のひらに丸いものが当たった。それを、すがるような思いでしっかりと摑んだ。

「お願いです……礼拝堂の鐘しよう楼ろうへ登る入り口へ連れていって……ください」

「なにかいってますよ」

「なんと、この少女は我々と話ができるのか？」

　なんとかだけど、口をきくことはできる。ここで頑がん張ばらなかったら、よっちのロンドン行きの望みはなくなるのだ。鐘楼への上がり口へ連れていってほしいと、よっちはもう一度伝えた。

「今から鐘楼へ？　なんのために」

　よっちを抱き上げている男が驚いていう。艶つやのある澄すんだ声だ。若い男の声、というものを、よっちは初めて聞く。

　なにしろ、救貧院には少年と中年以上の男性はいたけれど、青年と呼べるような若い男性はひとりもいなかったのだ。

「……十二時に、鐘を鳴らしたい……のです」

「鐘を十二時に？　それなら、十二時少し前に鐘楼へ送り届けることを約束しよう。その前に、冷え切った身体を温めないと命も危ないぞ」

　そうだった。命あってのロンドンだ。

　アドバイスに従したがう、というつもりで、よっちはうなずいた。

　男が動きだした。よっちの身体が、どこかへ運ばれていく。

　どこへ連れていかれるのだろう。

　不思議と、不安は感じなかった。男が、自分を助けるつもりだという安心感もあっただろうが、一番は男の腕と声だった。暗闇の中で、男の顔も姿も見えないけれど、よっちを抱いている腕の、硬い筋肉としっかりした骨こつ格かくは、安心して自分を任せていいのだ、という気がした。トムの腕をつかまえたときとは、まったく感かん触しよくが違う。

「どこへ運ぶおつもりですか」

「居間へ。居間では不満なら、私の部屋でもいい」

　きれいな澄んだ低めの声。その声で語られる英語は、今までよっちが聞いたこともないようなきれいな発音だった。

　こんなにきれいな英語を話すってことは、きっと、上流階級の人なんだろうな。

　このふたりの男たちは、ひとりは敬けい語ごを使っている。よっちを運んでいる男のほうが、身分か地位が上なんだろう、とぼんやりと思った。

　真っ暗闇の中では、ふたりの男たちの姿は見えない。どんな男たちなのか知る手がかりは、ふたりの間で交わされる会話しかない。一生懸けん命めいに聞き耳を立てようとするのに、よっち自身の意識がぼんやりしていて、ときどき男たちの声が遠のいて聞こえなくなる。

　丁てい寧ねいな言葉づかいで話す男たちを、明るい中で見てみたかった。どんな男たちなのか……。

　これから鐘楼まで登らなければならないというのに、やたらと眠い。

　これじゃ、鐘を鳴らすことができないよ。ダメじゃないか、よっち……。




　わけがわからなかったけれど、よっちは鐘から下がっている縄なわを、両手でしっかり握っていた。思い切り縄を引っ張る。

　鐘は動く気配を見せない。

　縄を左右に揺らしてみた。

　やはり、鐘はウンともスンともいわない。

「鳴ってくれよー。ここまできて鳴らないなんて、そんなのありかよー」

　よっちの頭のはるか上にある鐘を仰あおいでいった。

　もう一度挑戦だ。今度は、鐘から下がっている縄を両手で摑んでぶら下がる。よっちの全体重で縄を引っ張ると、ガクンと身体が下がった。

　ガーン。

　わー、鳴ったよ！　鐘の音だ。

　思ったより低い音で、ビリビリとお腹に響く。

　鐘を鳴らしたら「魔物」が現れると聞いていたから、雷かみなりが鳴って稲いな妻づまでも光るのかと思っていたのに、そのどちらも起こらなかった。

　眼を凝らしてあたりを見ていると、よっちが遭難しかかった吹雪は止やんでいて、雲が切れて月がでている。

　満まるい月が雪の丘を照らして、あたりを明るく照らしている。はるか遠くの丘まで見渡すことができた。

　鐘をはさんで反対側に、だれかが立っている。肩からマントを羽織り、帽子をかぶっている後ろ姿が、よっちから見えた。

　も、もしかして、「魔物」が現れたのか。

　これが、願い事を叶えてくれるという「魔物」なんだろうか？

　ほかには、だれもいない。そう、きっと、これがメアリーやトムがいう「魔物」なんだ。それなら、消えてしまわないうちに願い事を聞いてもらわないと。

　よっちの脚あしは震えていたけれど、必死に踏ふん張る。頑がん張ばらないと腰が抜けそうだった。

　カラカラになっている喉のどの奥から、絞しぼりだすようにしていった。

「あの、お願いがあります」

　男がゆっくり振り向いた。

「魔物」は口が耳まで裂さけている、と聞いていたのに、そんなこともなく、むしろ形のいい上品な唇だった。顔には黒い仮面をつけているから、どんな顔なのかよくわからない。

　よっちは早口でまくしたてた。
















「あたしは、隣の救貧院の子供です。もうじき十二歳になるので、救貧院をでて仕事に就つくことになるんです。あたしには、就きたい仕事があります。ロンドンにある立りつ派ぱなお屋や敷しきのメイドになれるように、お力を貸してください」

　一息でいった。

　仮面をつけた「魔物」は、じっとよっちを見ているだけでなにもいわない。

「あの、お礼は、なんでも、お望みのものを。あたしの命以外のものならなんでも差し上げます」

　いってから、ぺこりと頭を下げた。緊張のあまり、身体が硬くなっている。

　ここでよい返事がもらえなかったら、今夜の吹雪の中を抜けだしてきたことが水の泡になるのだ。

　相変わらず「魔物」は、黙っている。どうして返事をしてくれないんだ？

　そうだ、願い事を聞いてほしいときは、「魔物」に女の子の大事なものを差しあげないといけないんだった。裸になって「魔物」のベッドに入ることだって、トムがいってた。

　よし、裸になろう。寒いけど、ロンドンのために頑張らなくては。

　よっちは、急いでコートを脱ぬいだ。上着も脱ぐ。スカートも脱ぐ。長靴も靴下も脱ぐ。

　え？　突然、あたりが暗くなった。

　今まででていた月が、雲に隠れてしまったのだ。

　眼の前は暗くなっていて、鐘楼の窓や手すりはぼんやり見えるが、男の姿は見えない。

　えっ？　消えてしまった？

　それとも、今、ここに仮面の男がいたと思ったのに、あれは、気のせいだったの？

　首をまわしてあたりを捜してみても、人影など見えない。

　今まで張り詰めていた緊張が一気に緩ゆるんで、よっちは、へなへなと座り込んでしまった。

　急に寒さが身に凍しみる。思わず自分の身体を抱きしめたけれど、脱いだ服を着る元気は残っていなかった。




「おい、よっち！　いつまで寝てるんだよ。早く起きないと、朝ご飯食いっぱぐれるぞ」

　トムの声で飛び起きると、窓の外は明るくなっていた。

　まわりのみんなも起きだして、着替えを始めている。

　早くしないと。朝ご飯を食べられないのは、なにより困る。

　よっちもすぐに着替えを始めた。手を動かしているけれど、頭が混乱している。わけがわからない。

　窓の外を見ると、まだ陽ひはさしていなかった。空は青く澄んで、昨夜の吹雪が噓うそのようにいい天気になりそうだ。吹雪だけじゃない、昨夜、隣の礼拝堂の鐘を鳴らしにでかけたことも、夜見た夢だったのだろうか。

　外出したことはしっかり覚えている。でも、どうやってベッドに戻ったのか、まったく記き憶おくがないのだ。

　寒さのあまり、意識が半分なくなっていたんだろうか。

　着替えがすむと、ベッドを整える作業に取りかかる。

　あれっ？　毛布の下に、小さな膨らみがある。なにか入っているみたいだ。

　よっちが毛布をめくってみると、黒い丸いものがある。

　なんだろう。

　顔を近づけてみると、直径三センチほどの丸いボタンだった。頭がふたつある鷲わしの模も様ようが施ほどこされている。黒い金属でできてるらしい。双そう頭とうの鷲は、手になにか持っている。鎌かまのように見えるけど、Ｆという文字にも見える。

　Ｆ？

　よっちを助けてくれた男は、「ファントム」と呼ばれていた。このボタンは、もしかして、よっちの命の恩人のもの？

　どうしてこれが、ベッドの中に？

　つまみ上げて、手のひらの上にのせてみる。

　この大きさに、記き憶おくがある。

　そっと握にぎって、眼を閉じてみる。

　そうだ、この感触だよ。覚えがある。

　これは、あのときの……。

　吹雪でなにも見えなかったし、意識も失いかけていたから、なにを摑んだのかわからなかったけれど、このボタンだったのだ。

　自分を助けてくれた男が着ていたコートのボタンだろう。

　ここまで持ってきてしまったのだ。

　あのとき男は、よっちの身体を温める、といっていた。どうやって温めてくれたのか、よっちの記憶はない。

　覚えていることは……なにか温かいものを口に入れてもらったことだ。ジャガイモとニンジンのスープだったような気がするけど、救貧院のものとはまるで味が違って、おいしかった。なめらかで、上品な味だった。

　その後、どうやって鐘楼に登ったのか記憶がない。気がついたときには、よっちは鐘から下がった縄をしっかり握っていた。手が千ち切ぎれそうに痛かった。

　そう、ものすごく痛かったのだ。

　よっちは、自分の手のひらを見た。赤くすり切れて、血がにじんでいるところもある。

「こ、これは……」

　鐘の縄を引っ張ったのは夢ではなかったということだ。本当に、よっちは尖塔に登って、鐘楼の鐘を鳴らしたのだ。

　あのとき、ほんとに一瞬だったけれど、月明かりの中に男が見えた。あの男が、トムやメアリーのいう「魔物」だったのか、それとも、よっちを助けてくれた男だったのか、わからない。

　横顔を見ただけだったけれど、鼻筋の通った上品な顔だちだった。話に聞いていた魔物の容よう姿しとは似ても似つかないし、あの男は「魔物」ではないのかもしれない。しかし、そうなると、よっちのロンドン行きは絶望的になる。てっきり、あの仮面の男が「魔物」だと思って願い事を伝えたのだから。

　慌てて服を脱いだけど、あの服はどうなったんだろう。塔の上で着たんだろうか。尖塔の階段をおりた覚えもないし、どうやって救貧院の自分のベッドに戻ったのかも覚えていない。眼が覚めたときには、いつもどおり、服は枕元に畳たたんで置いてあったし、寝間着を着てベッドに寝ていた。鐘楼から戻って、自分で着替えたんだろうか？

　頭が朦もう朧ろうとしていたのかもしれない。記憶ははっきりしないけれど、鐘を鳴らして、願い事を頼んだことは確かだ。

　よっちは、改めて手のひらにのっているボタンを見た。

　これは、吹雪の中で抱き上げてくれた命の恩人につながる、たったひとつの手がかりだ。

　大切にしないと。一緒にいたもうひとりの男は、よっちを助けることに反対したのに、ファントムと呼ばれていた男が助けてくれたのだ。よっちを軽々と抱き上げたあの腕の持ち主を見たかった。どんな男だったのか。今でも、眼を閉じれば、硬い腕の筋肉の感覚が蘇よみがえってくる。

　ロンドンでメイドとして働きたい、というよっちの願い事が叶おうと、叶わまいと、ファントムさまには、命を助けてもらったお礼をしなければと思う。今度はいつ会えるかわからないし、顔も見ていないけれど、声を聞けば「ファントムさまだ！」とわかる自信はある。もし、メイドとしてロンドンへいくことができたら、お金を貯ためて、一番先にやることは、ファントムさまを探しだしてお礼をすることだ。

　よっちはボタンをエプロンのポケットに入れて、ベッドを整える作業を続けた。

「よっち、早く」

　だれかがよっちを呼んでいる。

　そうだった。朝ご飯を食べ損そこねたら一大事だ。急がないと。

　よっちは、慌てて食堂に向かった。

　みんな朝ご飯のテーブルに座っている。硬いパンと薄いスープ。食べてもすぐにお腹がすくけれど、温かいのはうれしい。

　食事中は私語を禁じられているから、だれもしゃべらない。食堂の中は静まりかえっている。

「いただきました」の挨あい拶さつがすむと、みんな自分の食器を持って流しに集まった。

　ここでは、食事の後は、自分で食器を洗うのが決まりになっているからだ。食後は一いつ斉せいに洗い場に集まるから、当然、混雑することになるけれど、並んで順番を待つ間のおしゃべりも、みんなの楽しみのひとつになっている。

　だれかが、小さい声でいった。

「昨日の真夜中、眼があいてた奴やついる？」

　みんな黙っている。

「どうしてそんなこと聞くのさ」

　トムが不思議そうにいう。

「みんな眠ってたのか。実はさ、眠れなくて、ベッドに横になっていたけど、眼はあいてたんだよ。そしたらさ、ゴーンって響く鐘の音が聞こえたんだ。ほかに、だれか聞いた奴いないかな、と思って」

「昨夜は吹雪だったよ。風が吹き荒れてたから、鐘の音が聞こえるはずないと思うけど」

　子供のひとりが疑問を投げかけた。

「いいや。真夜中には吹雪は収まったんだよ。月もでてた」

「救貧院には大きな鐘はないぜ。隣の礼拝堂にはあるけど、あれは壊れてるって話だ。二百年以上鳴ったことはないって聞いている」

　物知りのトムがいうと、みんなもうなずいた。

「気のせいじゃないの？　それとも、夢でも見たのかもよ」

「そうだよ。夢だよ」

　鐘の話をしているみんなの横で、よっちはなにくわぬ顔で食器を洗っている。

　実は、さっきから、身体中を耳のようにして聞いているのだった。

　みんなの会話には加わらずに、黙もく々もくと食器を洗う手が震えて困った。

　昨日の深夜、鐘の音を聞いた者がいる。だとしたら、それはよっちが鳴らした鐘に違いない。

　昨夜のことは、やっぱり夢ではなかったのだ。でも、覚えていることは断だん片ぺん的てきで、覚えていないことのほうが多いくらいだ。

　来週、よっちの誕生日がくる。その前に、新しい職場についての話があるだろう。希望どおりロンドンに就職できるかどうか、近いうちにわかる。

　誕生日が、早くきてほしい、と同時に、どこに派遣されるのか聞くのが怖かった。ロンドンでなかったら、よっちの人生は、ここで終わったも同然だ、と思っている。










[image: ]




　よっちの十二歳の誕生日は、朝から雪が降っていた。吹ふ雪ぶきではなく、静かに積もる雪だった。救きゆう貧ひん院いんの窓から見える丘は、すっかり雪に覆おおわれて白くなっている。

　朝目覚めたときから、よっちは緊きん張ちようしていた。今日、自分がどこにいくことになるかわかるのだ。

　朝ご飯が終わるとすぐ、よっちは院長室に呼ばれた。

　いよいよ、就しゆう職しよく先を告つげられるのだ。

　よっちはドキドキしながら院長室のドアを押した。

　さあ、魔ま物もの伝説が本物かどうか、今からわかる。

「ヨシュア、誕生日おめでとう」

「ありがとうございます」

　院長先生のお祝いの言葉に、よっちは丁てい寧ねいに頭を下げてお礼をいう。はやる心を抑おさえて、普通の顔に見えるように、いつもより背せ筋すじを伸ばして顎あごを引いた。

「ところで、きみの就職先だが、グランチェスターに決まったよ。手伝いの子供を探している人がいたんだ」

　グランチェスター？　聞いたことのない名前だ。

　グロスタシャーでないことはうれしいけど、グランチェスターって、どこにあるんだろう？　ロンドンではないんだろうか。

　手伝いの子供、というのはメイドとは違うんだろうか。

「あのぅ、グランチェスターというのは、どこにあるのでしょうか」

「ロンドンの北にある小さな村だよ」

　む、村だって？　もしかして、グロスタシャーより小さな田舎いなかの村？

　大都会ロンドンを夢見ていたよっちにとっては、「村」と聞いただけで、失望のあまり全身の力が抜けていく。実際、踏ふん張ばっていないと倒れそうだ。

　院長先生自身は、行ったことがないから、どんな村なのか自分には説明できない、と少し申し訳なさそうにいった。

　ほかにも、いくつか仕事はあったけど、全部、グロスタシャーの農家の手伝いだったそうだ。

「きみが望んでいたメイドの仕事でもないんだが、少しでもロンドンに近いほうがいいんじゃないかと思ってね」

　それで決めたのだそうだ。院長先生としては、よっちの希望に少しでも近づくようにという心こころづかいなんだろう。

　メイドの仕事でもないし、ロンドンでもないなら、ロンドンに近かろうと遠かろうと、どこでも同じだ、と思ったけど、いわなかった。口にだして悪あく態たいをついてみても、現状は変わらないことをよっちなりに理解していたからだ。

　悲しいというより、悔くやしかった。吹雪の晩に抜けだして、隣の鐘かねを鳴ならしにいったのに。ぜんぜん役に立たなかったじゃないか。

　やっぱり「魔物」なんていないんだ。救貧院のみんながまことしやかに語り継ついでいる魔物の話は、噓うそっぱちだとはっきりした。

　月明かりの中で見た仮面の男は、「魔物」じゃなかったんだ。でも、そうすると、だれだったんだろう。

　いや、待てよ。あの男はほんとの「魔物」だったのかもしれない。でも、メアリーがいってたように、「女の子の大事なものを差しあげなかった」から、よっちの願い事を叶かなえてくれなかったのかもしれない。

　あの晩ばんのことは、しっかり思い出せないことがほとんどで、ところどころ覚えているという状態だけど、裸はだかになって「魔物」のベッドに入った記き憶おくはまったくないのだから……。

「午後、迎えの人がくる。今日は荒あら縄なわ解ときの作業をやらなくていいから、この袋に、荷物をまとめなさい」

　荷物を入れる布の手て提さげ袋を渡される。

　え？　今日、出発なの？　そんなに早く。

　みんなに別れの挨あい拶さつをする時間もないよ。

　院長先生のところから部屋に戻って、自分の荷物をまとめる。

　よっち個人の持ち物は、ほんの少ししかない。メアリーからもらった手紙と、数枚の衣類と下着、これを院長先生から渡された袋に入れて終わりだ。ほかには荷物はない。紐ひもに通した黒いボタンがひとつあるが、首にかけているから忘れることはない。

　寮りよう母ぼ先生がなにか持ってきた。

「ここからでていくときは、服も着替えますからね」

　寮母先生に手伝ってもらって新しく着替えたのは、いつも着ている救貧院の服ではなかった。白い服で、レースやフリルはひとつもついていなかったけれど、今まで着ていたものに比べたら格かく段だんに生き地じもいいし、それほど洗いざらしでもない。

「小さくなって着られなくなった子供の服を、寄き付ふしてくださる人がいるのよ。ありがたいことね。ここからでたら、それから先はあなた次第よ。働く者としての自覚を持って、丁寧な言葉づかいを心がけること。挨拶をきちんとすること。忘れないようにね。神さまはちゃんと見ていてくださるから」

「わかりました。ありがとうございます」

　寮母先生はよっちの背中を二、三度叩いて、部屋からでていった。

　もう、やることがない。寝室の自分のベッドに腰こし掛かけて、まわりを見渡す。

　だれもいない。この時間は、みんな作業室で荒縄解きの作業をしている。今日から、よっちの手は、荒縄がこすれて血がでることもなくなるのだろうか。それとも、もっときつい仕事が待ち受けているのだろうか。よっちがこれから住むことになるグランチェスターというのがどんな村なのか。ここまできたら、どんな村でもいくしかないのだけれど。

　厳しい場所だったけれど、この救貧院のおかげで、よっちは十二歳になれたのだ。ありがたいと思わなければいけないのかもしれない。

　ベッドからおりて、窓辺に寄る。ガラスの向こうに、灰はい色いろの空と、少し雪をかぶったヒースの丘が見える。

　首を左にまわすと、隣の礼れい拝はい堂どうの尖せん塔とうが見えた。崩くずれかけた石の壁、吹雪の晩に、メアリーがいうとおり、あの尖塔のてっぺんにある鐘かねを鳴らしたのに、ロンドンにはいけなかったよ。魔物伝説も、ただの言い伝え。子供たちが思い描いた夢だったんだ。

「ヨシュア、昼食の時間ですよ。食事を食べる前に、みんなにお別れの挨拶をしなさい」

　いつの間に入ってきたのか、寮母先生が、後ろからよっちに声をかけた。

「わかりました」

　もう昼食の時間なのか。迎えがくるのは午後だと聞いている。ここからでていく時間が近づいていると思うと、思わず緊張する。胃がキュッと縮ちぢまって、昼ご飯は食べられそうにない。

　食堂に入っていくと、みんなが、一いつ斉せいによっちを見る。やや緊張ぎみなみんなの視線を感じて、今日よっちが退所することを、みんなは知っているんだな、と思った。

　よっちは、わざと明るい声でいった。

「みんな、ありがとう。今日、ここからでることになったよ」

　みんなの顔が、寂さみしそうに見える。別れるのは、よっちも寂しい。

　そんな中で、ニコッと笑って口を開いたのはトムだった。

「よっち、元気でやれよ。オレも、来週、ここからでることになってる」

　そうなんだ。トムもでるのか。

「どこかで会うこともあるかもな」

　トムはハットフォードという村の農家に行くそうだ。

「あたしはグランチェスターという村だよ」

「村」という語に特に力を入れていった。

「そうか、ロンドンじゃなかったんだ」

　トムは、よっちがロンドンに憧あこがれていたことを知っている。

「田舎の小さな村らしいよ」

　よっちは自じ嘲ちようするようにいった。

「オレは、ロンドンにはいきたいと思わないけど、よっちは働いて貯金して、自力でロンドンにでたらいいさ」

「そうだね。ガンバルよ」

　トムの言葉に、少し気が楽になる。ロンドンへは一生いけないと思っていたから。

　よっし、貯金をしよう、とよっちは心に決めた。

　全員と握あく手しゆして、激げき励れいの言葉をもらって、昼食の席についた。これが、救貧院で食べる最後の食事だ。豆のスープとパン。それに、今まででたこともない甘いイチゴジャムが添そえられていた。

　どうしたんだろうと思っていると、ジャムはよっちの退所祝だと寮母先生がいう。お客さまの土産みやげだという話だ。

　ジャムはおいしかった。

　食事の後、ひと休みすると、みんなが作業場へ戻る時間になる。

「じゃあな、よっち」

「手紙ちょうだいね」

　一歳年下の少女がいう。よっちもメアリーから手紙をもらってうれしかったときのことを思い出した。

「よっちは字が書けねーの忘れたのか」

　だれかが大きな声でいう。

　そんなに大声でいうこともないと思うのに。

　そうなのだ、情けないことに、よっちは文字が書けない。

　みんなと入れ違いに、寮母先生が呼びにきた。

「ヨシュア、お迎えがきましたよ」

　とうとうきたか。

　寮母先生に連れられて院長室へ入ると、黒い裾すその長いコートを着たままの小さな男がひとりいる。

　ドキン。これが迎えにきた人？

　男が振り返った。

　レンズの片方が真っ黒な眼鏡めがねをかけている。ひとつだけある眼鏡の奥の眼は鋭するどくよっちを観察していた。まさか、ここで採用中止、なんていわれないと思うけれど、観察するようにジロジロ見るのだ。

　こ、これが、雇やとい主ぬしなんだろうか。

　鼻はひどい鷲わし鼻ばなで、大人の男にしては、かなり背が低い。よっちより少し高いくらいだ。白と黒の交じった縮れた髪を、後ろでひとつに結わえている。結わえているリボンは、黒なのか赤なのかわからないくらい汚れているように見えた。

　正直いって怖い。この男の家で毎日働くことになるのは、うれしくないかもしれない。

　救貧院に残っているほうがいい、と思ったけれど、喉のどから言葉がでなかった。口が動かないのだ。

「それでは、さっそく、連れていきますが」

　男のしゃがれ声を聞いた瞬間、背筋がゾクッとした。

「よろしくお願いします」

　院長先生は、迎えにきた男に向かって、丁寧に頭を下げた。

　よっちも、頭を下げなければいけないのかと思って、同じように頭を下げた。

　よろしくお願いします、というつもりだったのに、喉がカラカラで、声にならなかった。

　院長先生と寮母先生が、救貧院の玄げん関かん先まででて見送ってくれた。

　男は無ぶ愛あい想そうで、よっちに対して、まだひと言もしゃべっていない。

　こんなに怖い男がご主人さまなんて、イヤだーっ、とよっちの心はさっきからずっと叫び続けている。

　玄関の前には黒い馬車が待っていて、よっちと男は、馬車に乗った。よっちが知っている馬車といったら、農作業用の荷に車ぐるまと、政府の役人が乗ってくる馬車と、院長先生や院の職員が乗る馬車の三種類だけだ。

　男の馬車は、そのどれとも違った。御ぎよ者しやの服装が立派だったし、白に灰色の斑まだらがある馬も、入念に手入れされていた。

　馬車が動き始めた。窓から外を見ると、院長先生と寮母先生が、立って見送ってくれていた。あのふたりに会うことは、もうないのかもしれない。ふたりにとって、よっちたち孤こ児じを育てるのは単なる「仕事」なんだろうけど、ちょっとだけ、お父さんとお母さんみたいな感じだった。

　よっちは、心の中でふたりに向かっていった。

「さようなら、院長先生、寮母先生。荒縄解きの作業はつらかったけど、こうして十二歳の誕生日を迎えることができて、よかったと思ってる」

　振り返るたびに院長先生と寮母先生の姿が小さくなって、救貧院の建物も、隣の崩れかけた礼拝堂も、いくら振り向いても見えなくなった。

　広がっているのは雪に覆われた小高い丘の重なりばかり。どこまでも、どこまでも、白くうねる丘が続いていて、果はては空に溶とけるようにしてかすんでいた。夏にはヒースの紫むらさきがかった赤い花を敷しき詰めたようになる丘は、今日は灰色がかった白一色。空も灰色。新しい旅立ちの天気としては、気分が滅め入いりそうな色味だ。

　よっちが馬車に乗るのは初めてだったけれど、案外お尻しりが痛いものだとわかった。お姫様が乗っている馬車は座席のクッションが利きいてお尻も痛くないのかもしれないけど、この馬車はよく揺ゆれたし、座席を通して車輪が石や岩に乗り上げたりする衝しよう撃げきが伝わってきて、少しも落ち着いていられなかった。

　おまけに、隣に座っている男は、ひと言もしゃべらない。

　そのうえに、よっちはまぶたが重くなってくるのが自分でもわかった。眠い。眠ったら叱しかられるのだろうか、と思ったのが覚えている最後の記憶だった。




　人の話し声が聞こえる。

　あれっ？　眠り込んでいた？

　馬車が停まっている。窓の外は暗くなっていた。

　いつのまにか、夜になっているよ。奉ほう公こうすることになる町に着いたのだろうか？

「おりなさい」

　しゃがれ声の男だ。

「今夜はここで泊まる。ご主人さまが、間もなく現れる。それまで部屋で待っているように。食事はご主人さまが指示するといっている。では、私はここで失礼する」

　それだけいうと、しゃがれ声の男は、馬車に乗ってどこかへいってしまった。

　あの男は、よっちのご主人さまではなかったのだ。ちょっとホッとしたけれど、もしかしたら、間もなく現れるというご主人さまは、もっと怖い男なのかもしれないのだ。そう思うと、不安でたまらなくなる。

　ここはどこなんだろう？　まわりを見ても暗くてよくわからないけど、都会ではなさそうだ。建っている家が、この宿一軒けんだけのようだし。

　女中らしい少女に案内されて入ったのは、暖だん炉ろの火が燃えるこぎれいな部屋だった。

　よっちと同じくらいの年齢の少女だ。仕事が楽しくないのか、ニコリともしない。荒縄解きより、よっぽどいい仕事だと思うのに、少女は少女なりに不満があるのだろう。

　窓際には小さな丸いテーブルがあって、ランプが置かれている。

　クリーム色がかった殺さつ風ぷう景けいな壁に頭の部分をくっつけるようにして、ベッドがふたつ並んで置かれていた。ベッドカバーは白地に焦げ茶色のギンガムチェックで、新しくはないけれど洗せん濯たくはしてあって、清せい潔けつだった。

　ご主人さまは、どんな人なんだろう。その人が、グランチェスターの住人なんだろうか。

　よっちがあれこれ考えていると、ドアがノックされて開いた。

　入ってきたのは、黒い丈たけの長いコートを着た男だった。コートにはフードがついていて、それを頭からかぶっている。フードにも肩にも、雪がついている。玄関で払はらってこなかったものとみえる。手には黒い革かわの旅行カバンを持っていた。

　男はカバンを床の上に置いて、コートを脱ぬいだ。

　現れたのは、眩まぶしい金髪の若い男だった。それも、見とれてしまうくらいのきれいな男なのだ。救貧院の雑誌にも、きれいな青年が描かれていたけれど、そのだれにも負けないくらいの美形だった。

　よっちは、青年を見つめたまま、緊張して立っている。

　青年も、驚いたような顔でよっちを見つめている。脱いだコートの下も、裾の長いドレスのような黒い服だった。

　この男はだれなんだ？　それに、この格かつ好こうはなんなんだろう。

　明るい色の金髪は、前髪が長く、唇くちびるは少女？　と思えるくらいやさしい曲線を描いている。鼻は高すぎず大きすぎず、上品な形にまとまっている。

　どういう形容をしたらいいのか。

「美しい」という語が一番ぴったりくる極上の美形だ、とよっちは確信した。

　青年が先に口を開いた。

「きみ、もしかして、ヨシュア･マクレーン？」

「そうです」

　もしかして、この男がよっちのご主人さま？

　男は「うー」とうめき声をあげて右手を額にあてた。

　どういう意味の、うめき声なんだろう。

「あの、あなたは？」

　外へいったら丁寧な言葉づかいをするように、と救貧院で教わっている。いつものよっちなら、「あんた、だれ？」だから。

「俺はアンドリュー。ヨシュア･マクレーンの雇い主だ」

　美形の青年が、自分の名前を口にする。

　この美形がご主人さまなのか。さっきまで一緒だったしゃがれ声の不ぶ気き味みな男に比べたら、月とスッポン。自分が仕つかえる男が美形であるに越したことはない。

「しかし、どうしたものか」

　アンドリューは顎の下に握り拳こぶしをあてて、部屋の中をいったりきたりし始めた。

　顔に似合わず落ち着かない男だな、と思ったら、よっちのすぐ前で立ち止まって、とんでもないことをいった。

「どうしたもんだろうね。俺が召めし使つかいとして頼んだのは、男の子だったんだよ」

　女の子だったのでがっかりしているのが声でわかる。

　ここまできて、そんなことをいわれるとは、よっちは思ってもみなかった。

「ほらね」といって、アンドリューは床の上に置いてあったカバンの中から、衣類を取りだしてベッドの上に広げて見せた。紺こん色の丈の短い上着に白いレースの衿えりがついている。膝ひざまでの半ズボンに白いハイソックス。黒い革靴ぐつもあるし、紺色のコートもある。そのどれもが、よっちが見たこともないような、見るからに上等そうなものだった。

「用意してきたのは少年用の服だよ」

　救貧院にあった雑誌のイラストで見たことがある、上流階級の男の子の服装だった。

「女の子ではダメなんですか？」

「ダメだよ。男の子の代わりに女の子がくるなんて、どこかで手違いがあったんだろう」

　アンドリューは眉まゆ根ねを寄せていう。

「きみの代わりに男の子を派は遣けんしてもらうように、もう一度依頼し直すしかないな」

「それじゃ、あたしは、どうしたらいいんですか」

「きみは、ここから救貧院へ戻ればいいだろう。帰りの汽車賃は渡すから」

　え？　ひとりで帰る、だって？

「無理です。汽車なんて乗ったことないし、救貧院がどこにあるのかもわからないし」

「大丈夫、汽車には乗せてあげるから。居眠りでもしていたら、目的地に着くよ」

　汽車に乗っても救貧院には着かないよ。だいたい、救貧院の近くに駅なんてない。

「気をつけることは、居眠りしている間に、スリに財さい布ふを持っていかれないようにすることだね」

　アンドリューが、おもしろがっているようにいう。

　スリだって？　話には聞いたことはあるけれど、田舎暮らしのよっちは、スリは未経験だった。

「スリがいるなら、なおさら無理です。ひとりでは救貧院まで帰れません。送ってください」

「ひとりで大丈夫、帰れるよ」

　自分で勝手に決めないでよ、帰るのはあたしなんだから、とよっちはいいたいけど、上目づかいにアンドリューを見ただけで、口にはしなかった。

「送ってくれないなら、アンドリューさまと一緒にいきます」

「だから、それはできないといっただろ。一緒に暮らすことはできないんだよ。俺はね、牧ぼく師しなんだよ。教会で説教して、人々の手本になるような生活をしなくちゃいけないのさ。独身の牧師が女の子と一緒に牧師館に住んでることがわかったら、即そく座ざに追放されるよ」

　牧師？　この美青年が？

　救貧院へ時折たずねてきていた牧師さまは、もっと年を取った男性だった。若い美形の牧師がいるなど、考えたこともなかった。

「あなたは、ほんとに牧師さまなんですか？」

「そうだよ。ほらね」

　黒い革のカバンから取りだしたのは、今度は分厚い聖書だった。カバンから、いろんなものがでてくる。

　茶色の革表紙の角が、すり切れて白っぽくなっているところを見ると、かなり使い込まれてきた聖書らしい。青年のいうとおり、牧師なのだろうか。

「でも、ほんとの牧師さまだったら、あたしみたいな女の子を、旅の途中で放りだしたりしないはずです」

　よっちの言葉にアンドリューは眉をつり上げたけど、なにもいわなかった。

　その代わり、部屋の中をぐるぐるまわり始めた。なにか思し案あんしているらしい。

　急に立ち止まったと思ったら、腕を組んで難しそうな顔でいう。

「きみは弁べんが立つね。言葉づかいもきちんとしているし……いいかもしれない」

　なにがいいかもしれないんだろう、と思っていると、アンドリューが身体からだを曲げた。美しい男の顔が、よっちの顔のすぐ前に迫っている。

　美形は拡大して見ても美形だった。

　間近で見る青い瞳ひとみは、透とう明めいな水色のガラスのようにきれいで、胸がドキドキした。

「な、なんで、そんなに近ちか寄よるんですか」

　若い男に免めん疫えきのないよっちは、思わず口ごもってしまい、男で動どう揺ようしてどうする、と自分で突っ込みをいれている。

　救貧院には少年と中年以上の男性はいたけれど、青年と呼べるような若い男性はひとりもいなかったから、よっちがドギマギするのも無理はない。

「顔をよく見たい」

　アンドリューは、よっちの顔を両手ではさんで上を向かせた。検査でもするように、ジロジロ見ている。
















　失礼な男だな。ご主人さまは、使用人の顔を、こんなふうに見ていいのかよ。

　アンドリューはよっちの顔を見たまま、首を傾かしげた。

　ドキン、よっちは院長先生からいわれたことを思いだした。顔がメイドに向いていない、といわれるんだろうか。

　どこまできたのかわからないようなところで、きみは不要だよ、と放りだされたら、ほんとに路ろ頭とうに迷う。ロンドンも見ないうちにのたれ死にするのはゼッタイにイヤだ。

　アンドリューはよっちの頰ほおから手を離した。

「きみなら、女の子にも男の子にもなれるね」

　どういう意味なんだろう。よっちにはアンドリューが考えていることがまるでわからない。

「牧師館の使用人として雇ってもいいよ。ただし、条件がある。その条件を了りよう承しようしたら、の話だ」

「どんな条件ですか？」

「主人である俺のいうことには絶対服ふく従じゆう。それだけだ」

　どこへ就職しても、使用人が主人に従うのはあたりまえのことだ。

　とりあえず、この男の使用人として働いて、給料を貯金する。お金が貯まったらそれを持ってロンドンへいって、新しい就職口を探せばいいのだ。

「わかりました。ご主人さまの命令に従したがいます」

「それじゃ、今から、俺はきみの主人だ。さっそく、仕事の話に入ろう。見てわかるように、俺は牧師だ。その俺が女の子を連れ歩いていたら、誘ゆう拐かいでもしてきたのか、と世間は思うだろう。そこでだ、きみにはメイドではなく、小こ姓しようになってもらう」

　ん？　小姓？

「小姓というのは、どういうお仕事をする者ですか」

「少年の小間使いだと思えばいい」

　少年の小間使いだって？

　なんということをいいだすのだ、この青年牧師は。

「あたしが、小間使いの『少年』になるんですか？」

　少年、というところに力を入れていう。

「なれるわけないじゃありませんか。あたしは男じゃありません。いくらご主人さまだからといっても、そんな無茶なことを」

「へー、そうか。さっきいったことは、噓だったんだな。俺の命令には従うんじゃなかったのか？」

　アンドリューは意い地じ悪わるそうにいう。

　うー、たしかに、いったよ。いったけれど、少年になれ、なんて命令されるとは思ってもみなかったから……。

　やっぱり、救貧院に帰ったほうがよさそうだ。ひとりで帰れるかどうか自信はないけれど。

「俺がきみを雇うためには、それしか方法はないね。少年なら、牧師館で雇うことに問題はないからね」

　そうかもしれないけど……男になるなんて……。

「服装も言葉づかいも、振る舞いも、少年になりきってもらう」

「ずーっと男として生活しろ、ということですか」

「まあね、俺の小姓である間はね。もし、女の子に戻りたいな、って気分になったら、たとえば、真夜中に、こっそり鏡の前でドレスを着てみる、なんてことはやってもいいよ」

　なんだかなー、それでは、まるで女じよ装そうマニアの少年みたいじゃないか。

「それじゃ、小姓の少年になって、なにをすればいいのですか」

「牧師館では、俺の身の回りの世話と、炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じ、農作業。教会の仕事の手伝い。ロンドンでは、俺の従じゆう者しやだから、カバンやコートを持つ」

　な、なんだって？　今、ロンドン、といわなかった？

　よっちはロンドンと聞いただけで、心臓がドキドキしてきた。

「あの、ロンドン、ですか？」

「そう。明日、ロンドンへ入るつもりだ。グランチェスターへいくのは、その後になる」

　明日、ロンドンへ入るつもりだって？　ほんとなの？

「あの、あの、あたしも、ロンドンにいく、のですか？」

「もちろん。主人のいくところに、小姓もついていくさ」

　信じられないことを、この青年牧師はいっている。

　頭が真っ白になって、眼の前がグルグル回り始めた。

「どうしたんだ、大丈夫か？」

　え？　なに？

　気がついたら、よっちはアンドリューの腕に支えられていた。

　前のめりになって、そのまま倒れ込んだらしい。

　若い男の、硬かたい腕の筋肉。

　アンドリューって、細く見えるのに、案外、筋肉あるんだ。

　ドキーン。思い出してしまったよ、ファントムの腕を。

　よっちはガバッと音がするくらい勢いよく身体を離した。

「びっくりしたよ。ヨシュアに誘惑されてるのかと、一瞬、思っちゃったね」

　アンドリューはニヤニヤしている。

　よっちがアンドリューを誘惑だって？

　するわけないじゃないか。こんなへんてこな牧師、顔がよくても、男は顔じゃないって、よくわかった。

「しかし、よかったよ」

　なにがよかったのか。牧師らしくない、ニヤけた顔で、アンドリューはいう。

「男に触ふれられるのが好きな女の子でなくてよかったよ。少年の格好をしていても、一緒に暮らすんだからね。誘惑される心配をしなくてもいいから、よかったということさ」

　アンドリューを誘惑するって？　このあたしが？

　するわけないでしょう。

　確かにこの牧師は美形だけど、ファントムさまと比べたら、その美び貌ぼうもくすんで見える、というものよ。

　間違ってもアンドリューを誘惑する、なんてことはない。

「その点は大丈夫です。ご主人さまを誘惑するような小姓にはなりませんから」

　アンドリューが身体を屈かがめて、おでこをゴツンとよっちのおでこにつける。

「知ってるかい？」

　そ、そんなに近寄ってもらいたくないんだけど。アンドリューはファントムさまじゃないのに、そばにくるとドキッとするよ。

「なにをですか」

　よっちは心の中の動揺を気づかれないように平へい静せいを装っていう。

　アンドリューはニヤッと笑っていった。

「ご主人さまにも、いろんなタイプがあってね、小姓や小間使いに誘惑されるのを楽しみにしているような御ご仁じんもいるんだよ」

　なんてことをいうのだろうね。この男は、ほんとに牧師なのか、と疑いたくなる。

「そういうことをおっしゃると、ご自分が、そういうタイプだといってるように聞こえます」

　よっちはきっぱりといった。

　アンドリューは、アハハと声をあげて笑った。

「案外鋭するどいんだね、ヨシュア。たしかに小間使いに誘惑されたい、と思うことはあるよ。でもね、どうせ誘惑されるなら、瘦やせっぽっちの棒みたいな女の子より、成せい熟じゆくしたゴージャスなメイドさんがいいに決まってるだろ？」

　瘦せっぽっちの棒だって？

　む、確かにそうだけど、口にだしていわれると、面白くない。

「それより、明日、ロンドンに入るというのは、ほんとですか？」

　よっちは話題を元に戻した。

「ほんとだよ」

　ロンドンへいけるんだったら、少年の格好をするくらい、どうってことない。

　よっし、この男の下で働くぞ。

　よっちは背筋をピンと伸ばして、気をつけの姿し勢せいをした。

「お願いします。小姓として雇ってください」

　ロンドンのお屋敷で住み込みのメイドになるのが夢だったけど、この男の小姓としてロンドンにいくだけでもいい。大都会ロンドンを、自分の眼で見てみたい。

「わかった。それじゃ、寝る前に、これを着てみて」

　アンドリューは、自分が用意してきた少年用の服に着替えるようにと、よっちに命じた。

「少年の衣類に慣れておくほうがいいだろう」

　アンドリューは、なにを思ったか、よっちの前に立つと、顎に指をかけてグイと上を向かせた。

「髪も顔も汚よごれてるな。着替える前に、風ふ呂ろに入ってきたほうがいいね。髪も洗って、櫛くしで梳とかして」

「わかりました」

　ご主人さまの命令には従わなければならない。反対する理由もなかったから、よっちは風呂へ入ることにした。

　この宿は、風呂は宿泊者の共用で、台所の横にあった。

　風呂の仕度を頼むと、最初によっちを部屋まで案内してくれた少女が、バスタブに湯を入れてくれた。救貧院では、子供が入るバスタブはふたつしかなかったから、みんなで順番に使った。番が回ってくるのは数日に一回、それも、数人で入るから、今夜みたいにひとりで使うのは初めてだった。

　風呂が嫌いな子供もいたけれど、よっちは、風呂は好きだ。

　アンドリューからいわれたとおり、髪を洗った。洗い髪をタオルでターバンのように巻いて、用意されていた宿の寝ね間ま着きを着た。

　濡ぬれた髪は、暖炉の前に座って乾かした。

「まだ乾かないのか？」

　アンドリューは、待ちくたびれてイライラしているようだ。

　髪を洗えといったのはアンドリューじゃないか、とよっちは思うけど、顔にはださない。

　なにを思ったか、ベッドに腰かけていたアンドリューが、よっちのところにやってくる。

　驚いたことに、よっちの手からタオルを取り上げて、濡れた頭を拭ふいてくれるではないか。手伝ってくれるらしい。

「大きい手でやったほうが少しは早いだろう」

　アンドリューは、黙もく々もくとよっちの頭を拭いてくれている。

　櫛で梳かしつけてくれさえもする。

「これでいいだろう」

　仕上がったよっちの髪を見るために、アンドリューが少し離れたところに立った。

「へえ。びっくりだね。最初に見たときは、こんなに薄汚い娘じゃ、小間使いもメイドも無理だ、と思ったけど、案外いけるかもよ。美人というには無理があるけど、キュートだよ。その緑の瞳にグッとくる男もいるはずだよ」

　薄汚い娘だって!?　ひどいことをいうね。この男は牧師だよ。牧師が、自分の小間使いを薄汚い、というのか？

　アンドリューのコメントに反論したかったけど、よっちは堪こらえた。

「これを着て」

　アンドリューは少年の服をだす。

　よっちは受け取った服や靴を持って、部屋の隅すみにいった。寝間着から着替える。

　上着もブラウスも、靴下も、今まで手にしたことがないような、温かい生地で作られた上等なものだった。大きさは、よっちの身体に誂あつらえたようにぴったり合った。でも、半ズボンははき慣れていないから、脚が心こころ許もとなくて寒い。

　紐ひもにつけたファントムのボタンは、忘れずに首から下げる。

「着替えました」

　アンドリューの前に立つと、機械でも点検するような眼で、アンドリューはよっちを見る。上から下まで、後ろも。

「いいね、なかなかの美少年だ。美少年はね、ご婦人方からも紳しん士し諸しよ君くんからも、人気が高いんだよ。引く手あまたで仕事には困らないよ」

　仕事というのは、小姓としてやる仕事のことだろうか。

「これは、なんなんだ？」

　アンドリューがよっちの衿えり元もとから引っ張りだしたのは、ファントムのボタンだった。

　紐の先についているボタンを見て眉根を寄せる。

「ボタンなのか？」

　よっちはアンドリューの手からサッと取り戻した。アンドリューに触ってほしくない。アンドリューの息もかけてほしくない。

「見るからに汚いな。捨てなさい」

　とんでもない！

「ダメです！　このボタンは大事なものなんです。お守りなんですから、捨てるなど、できません」

　アンドリューは、よっちの反応に驚いたらしく、眉を吊つり上げた。

「へえ、お守りだったのか。それなら、それでいいとして、ただし、外からは紐も見えないように中に入れておくこと。いいね」

　よかった。抗こう議ぎしてもまだ捨てろなんていわれたら、わけのわからん牧師ヤローに嚙かみついてやるつもりだった。すぐにボタンをブラウスの下にしっかりと隠す。

「重要なのは、自分が少年であることを忘れないようにすることだ。立たち居い振ふる舞まいには注意すること。特に眼につくのは歩き方だ。靴の先が内側に向かないようにして、なるべく大おお股またに歩くこと。ちょっと歩いてみて」

　よっちは、アンドリューの前を歩いてみせた。

「もっと背筋を伸ばして」

　もっと伸ばす？　これでも伸ばしているつもりなんだけれど。

「返事は」

「はい！」

「歩ほ幅はばが狭い。それじゃ、女の子だってすぐわかる。もっと大股に歩く」

「はい！」

「猫ねこ背ぜはおかしいぞ」

「はい！」

　立て続けに注文が飛ぶ。

　広くもない部屋の中を、よっちは行ったり来たりさせられた。

「よーし、ストップ。姿勢で気をつけなければならないのは、いつも背筋を伸ばしているということだ。立っているときはもちろんのこと、座っているときも、歩いているときも、なにか仕事をやっているときもだ。背筋が伸びているだけで、数倍気品があるように見えるからね」

　そんなものなのかな、とよっちはアンドリューのいうことを、半信半疑で聞いている。

「次に直さなければいけないのは、言葉づかいだな。ここに座って」

　座るように指示されたのは、窓際のテーブルの前の椅い子すだった。

　いわれた場所に腰掛ける。

「まず、女の子の言葉は忘れろ。男の子の言葉を使うこと。それと、自分では気がついていないかもしれないが、ヨシュアの言葉には、田舎言葉がときどき交じる」

　救貧院で言葉づかいの特訓を受けてきたのに、アンドリューから見ると、まだまだ不十分ということらしい。

「上流階級のメイドになるなら、それなりの言葉を習得しなければならない。自分のことをいうときは、『あたし』でも『ぼく』でもなく『わたくし』だ。いいね。ご主人さま、および、その家族・親しん戚せきや友人に対しては、男性なら『サー』を、女性には『マダム』をつけ、最上級の敬語を使う。同じ使用人でも、自分より年上の人には敬語を使うこと。ただし、使用人の場合は、最上級の敬語をつかったら、かえっておかしいから、注意が必要だ。俺はヨシュアの主人だから、アンドリューさまになる」

「わかりました。アンドリューさま」

　アンドリューのいうことは、よくわかる。

「次は発音だ。これは、むずかしいけどね。美しい発音の英語が話せると、その人も美しく見えるから外せないポイントだ。そう簡単には直らないと思うが、できるだけ努力すること。努力したら、栄光の明日がくる、と思って頑がん張ばれ」

「はい」

「そこで、正しい発音を身につけるために、次は、この本を音読する」

　よっちの前に、分厚い本が置かれる。

　チャールズ・ディケンズ作『デイヴィッド・コパーフィールド』と表紙に書いてある。

　初めて見る本だ。こんなに立派な装そう丁ていが施ほどこされた本は、救貧院にはなかった。

　めくってみると、ところどころに挿さし絵えが入っている。

「その本を、一ページ目から声にだして読む。俺がチェックするからね、正しい発音を覚えてもらう」

　いわれたとおり、よっちは、姿勢を正して一ページ目から音読し始めた。

「デイヴィッド・コパーフィールド。第一章。おいらは生まれたんべ」

　読み始めてすぐに、アンドリューにストップをかけられる。

「そこは、だいぶ、ニュアンスが違うな。章のタイトルなんだから、もっと気取って。『ぼくは生まれる』のほうがいい」

　ほかにも、たくさん直された。

「おとんと、おかんが」

「そうじゃない。おとうさんと、おかあさんが、だ」

　直されてばかりなので、なかなか読み進まない。

「注意されたところを、書いておく。それを暇ひまなときに見直すようにすると、早く覚えられる」

　書いておく、といわれても、よっちは文字が書けない。一度も習わなかったからだ。

「あの、文字は読めても書けないのです」

「え？　冗じよう談だんだろ？」

「冗談じゃなくて、本当です」

「そりゃ、大変だ。書けるようにしておかないと」

　アンドリューにとって、自分の小姓が文字を書けないというのは重大事件らしい。すぐに、紙とインクと羽ペンをだして、文字を覚えるようにいう。

「簡単だよ。アルファベットの二十六文字を覚えればいいんだから。それぞれの文字に大文字と小文字とがあって、大文字は、文の書きだしの最初や、人や地名などの名前の最初に使うんだ。俺が見本を書くから、まねして覚えて」

　アンドリューが、お手本を書いてくれる。

「俺の文字はきれいじゃないから、明日、筆ひつ記き体たいの練習帳を用意するよ。とりあえず、今日は俺の字を手本にしておいて」

「はい」

　よっちは、黙々と、アルファベットを書く練習をする。

「その本を音読したら、書き写すという作業を加えたらいい。読み書きの両方を習しゆう得とくできる」

　なるほど。ひと通りアルファベットが書けるようになったところで、分厚い読本の一章から書き写す作業を始めた。

　しかし、ずっと座っていると、だんだん眠くなる。

　眠ってはいけない！　と思うのに……。

「ヨシュア、眠ってるのか？」

　アンドリューの声で、よっちは飛び起きた。

「は、はい。起きてます。大丈夫です」

「大丈夫じゃないだろう。眠くて眠くて、まぶたがくっついて離れないんじゃないのか？」

　アンドリューが椅子から立ち上がった。両腕を上に伸ばしている。

「俺も疲れたよ。これで、今夜は終わりにしよう」

　今夜は、ということは、明日も続きがあるのだろうか。

　寝間着に着替えると、よっちはベッドにもぐり込んだ。

　それから先のことは覚えていないから、すぐに寝入ってしまったのだろう。生まれて初めての長旅とその後の勉強で、疲れていたのだと思う。
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　翌朝、朝ご飯は部屋へ運んでもらって、アンドリューと一緒に食べた。

　よっちの前には、パンが一枚のった皿と、紅茶が入ったカップがあった。パンの横にはジャムとチーズが添そえられている。

　よっちは、眼の前のお皿が信じられなかった。救きゆう貧ひん院いんでは、ジャムもチーズも、普通の日には口にできなかった。クリスマスとか、誕生日とか、一年に数回だけ、特別な日に口にすることができる貴重な食べ物だったのだ。それも、両方いっぺんにでてくる、ということはなかったのに、今、ふたつとも眼の前に並んでいるのだ。見ているだけで、感激のあまり涙がでてくる。

「どうしたんだ？　食べないのか？」

　アンドリューがよっちの涙に気づいて不ふ審しんそうにいう。

　よっちは頭をぶんぶん振る。

「違います」

　よっちは、救貧院の事情を説明した。ジャムもチーズも、どれだけ珍しい大切なものだったかと。

「そう？　そんなに好きなら、牛を飼おうか。チーズやバターができる。ベリーも、春になったら摘つみにいこう。砂糖と一緒に煮に詰つめれば、ジャムが山ほどできる」

　牛だって？　山ほどのジャムだって？

　アンドリューは、よっちには想像もできないことを、いとも簡単にいう。

　変な牧ぼく師しだと思っていたら、いい奴やつみたいなことをいうじゃないか。

　涙でウルウルしながら食べた朝の食事は、おいしかった。焼きたてパンの歯ごたえ、喉のどごしのジャムの甘さ、どれも、今まで味わったことのないものだった。

　朝ご飯が終わると、昨夜の続きの「小こ姓しようになるための特訓」が始まった。

「昨日稽けい古こした言葉づかいや文字は、暇ひまを見つけて、復習することが大切だ。復習しないと、すぐに忘れてしまうからね」

「わかりました」

「今日は、実技指導をする」

　アンドリューが教えてくれたのは、コートの脱ぬがせ方、椅い子すの引き方、食事のサーブの仕方、食器類の並べ方、銀食器の磨みがき方、靴の磨き方、馬車が到着したときの客人の迎え方、見送り方などだ。実際に身体を動かして教えてくれた。

「言葉づかいも、身のこなしや教養も、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものじゃない。そこでだ、とりあえずは、女の子だという正体がバレないように、あまりしゃべらないことだ」

「はい」

　この日は、朝から晩まで、アンドリューはよっちにかかりきりで、実技指導と昨晩学習したことの復習で過ごした。

　よっちは今夜も、くたくたになってベッドに入った。覚えることが多すぎるんだよ。一日や二日では、とても全部は覚えられない！

　ベッドに入ると、よっちはすぐに眠りについた。




　アンドリューの声が聞こえてくる。

　眼を開けると、窓の外は明るかった。カーテンは開いている。

　寝ね坊ぼうしたのか、とよっちは飛び起きた。

　部屋にはだれもいない。

　アンドリューの声は、外から聞こえていた。

　のぞいてみると、スカーフを頭からかぶった女性と、アンドリューが外で立ち話をしている。黒い裾すその長いコートを着ているということは、もうロンドンへ出発するのだろうか。

　置いてきぼりをくらってはいけないと、よっちは慌あわてて着替えを始めた。昨夜着た小姓の服を着る。細いバンドで足の甲こうを押さえる黒い革靴も履はく。

　荷物は？

　見ると、アンドリューのカバンは、ベッドの脇に置かれている。

　あ、まだ出発したわけじゃなかったんだ。よかった。

　ドアがノックされて、昨夜も何度か会った宿の女中らしき少女が入ってきた。手に持ったお盆の上にポットやティーカップがのっている。

「朝ご飯は、今朝もお部屋でとるそうです」

「あ、どうもありがとう」

　少年に見えるように、よっちは努つとめて、いつもより低めの声でいう。

　少女が、よっちを見て顔を赤らめた。

　どうしたというのだろう。

　外にいたアンドリューが部屋に戻ってきた。

　少女は、お辞じ儀ぎをして、すぐに戻っていく。余分なことはいわない。

　口数が少ないほうが、使用人として望ましいのだろうか、と少女がでていったドアを見てよっちは思う。もしそうなら、よっちも見習わなくては。

「朝ご飯にしよう」

　アンドリューは、朝の散歩にでていたのだそうだ。

　窓際の小さなテーブルに置かれているティーセットと焼きたてパンから、いい香りがしてくる。

　よっちはアンドリューがコートを脱ぐのを手伝って、脱いだコートを入り口ドアの脇わきにあるコート掛けにかけた。アンドリューが座るために、後ろにまわって椅子を引く。

「コートの脱がせ方も、椅子の引き方も、いうことなし。合格だね」

　アンドリューは機き嫌げんがいい。

　横に並んだ椅子に、よっちも腰をおろす。

　アンドリューの食前の祈りに合わせて、よっちも手を合わせて、心の中でつぶやいた。

〈これから、どんな生活が始まるのかわかりませんが、ご主人さまは悪い人じゃなさそうだし、あたしは真面目に働きます〉




　朝食が終わると、アンドリューはこれからの予定を話して聞かせた。

「今日は、ここから馬車でロンドンへ移動する。午後、ノッティンガム伯はく爵しやく夫人の聖書研究の勉強会にでる」

　アンドリューは、その会の講師として招かれているという。

　よっちは、アンドリューの従じゆう者しやということで、つき従したがっていればいいという。

「たいして仕事はないよ。自分が少年になっていることを忘れないように気をつければいい」

「はい」

「ノッティンガム伯爵家について、最低、次のことくらいは覚えておくように」と前置きしてアンドリューが教えてくれたのは、以下の情報だった。

　ノッティンガム伯爵家というのは、英国でも名家のひとつで、大変な資産家でもあるという。伯爵は最近亡くなって、四十歳くらいの伯爵夫人が残されたそうだ。すっかり気落ちしてしまい、最近は、社交界にも姿を見せなくなっているという。夫妻には子供がいなかったために、ノッティンガム伯爵家は、伯爵の甥おい、チャールズ・ブルックスが継つぐことに決まっているらしい。このブルックス家というのは侯こう爵しやくで、ノッティンガム家より家柄は上なんだそうだ。

「侯爵家と伯爵家って、どっちが格かく上うえなんですか？」

「おいおい、そんなことも知らないのかよ」

　アンドリューは驚いて眼を丸くする。

「どういう爵しやく位いがあるかくらいは、ロンドンでお屋敷勤づとめをする者なら、知っておくべき最低の基き礎そ知識だ。一回しかいわないからな。よーく、聞いておけよ」

　爵位は上から、公爵、侯爵、伯爵、子爵、男だん爵しやく、とあって、すべて世せ襲しゆうだそうだ。

「貴族の子供は貴族になることになっている。ノッティンガム家は、伯爵。ブルックス家は侯爵だから、ブルックス家のほうが格上なのさ」

　貴族は、広大な土地を持っていて、自分は労働することはなく、すべて使用人にやらせるということだ。

「それと、今回の聖書研究会は、喪も中ちゆうの伯爵夫人を元気づける、という意味もある」

　そうだね。人の役に立つことは、いいことだ。

「ヨシュアが伯爵夫人に直接会う機会はないかもしれないが、伯爵夫人は喪服を着ているから、会えばすぐにわかる」

「わかりました」

　よっちは神しん妙みような顔でうなずいた。

「よーし、それじゃ、ひと休みしたら出発だ」

「はい」

　思わず緊きん張ちようする。

　よっちはアンドリューに従って、迎えにきた馬車に乗り込んだ。




　いい香りがする。なんの香りだろう。

　眼を開けると、よっちはアンドリューに寄りかかって眠っていた。馬車が揺れている。

　いけない。

　すぐに身体からだをしゃんと起こす。

　救貧院の院長が知ったら、顔を赤くして叱しかるに違いない。ご主人さまに寄りかかって眠るとは、使用人として最低だぞ、と。

「申しわけありませんでした。居眠りしてしまいました」

「いいよ。コートにヨダレを垂たらされそうになったら起こそうと思ってた」

　ヨダレだって？

「そんなもの、あたしは垂らしませんよ」

「『あたし』じゃないだろ」

　アンドリューの鋭するどい声が飛ぶ。

　そうだった。今は、小姓の少年なんだった。

「すみません。そうでした。わたくしは、ヨダレは垂らしません」

「わたくし」なんて言葉は使ったことがないから、舌を嚙かみそうだ。

「ロンドンに入ったぞ」

　え？　ロンドン？

　夢に見たロンドンに、今、きている？　信じられない。

　馬車の窓から見える首都・ロンドンは、救貧院の本で見た絵よりも、はるかに人も馬車も多かった。賑にぎやかで、街が活かつ気きづいている。

　石造りのいかめしい建物が、途と切ぎれることなく続いていた。ギリシャの神しん殿でんのような柱を持つ建物が現れたと思えば、次には大きなドーム屋根を持った教会が現れる。時計塔が大きな川かわ縁べりに立ち、優ゆう美びな姿を川かわ面もに映していた。

「あの時計塔は、ビッグベン。塔がある建物はウェストミンスター宮きゆう殿でん。川はテムズ川だ」

　テムズ川の名前は聞いていたけど、なんて水が多いのだろう。川幅も信じられないくらい広い。

　窓から見える景色に眼を丸くして、よっちは何度もため息をついた。

　幅の広い道路を、めちゃくちゃ大きな馬車が走っている。二頭立ての馬車で、人が何人も乗っている。馬車の屋根の上にも座席があって、そこにも十人くらいの人が乗っていた。

　すごい馬車だ。

「あれは、オムニバス。乗のり合あい馬車だ。二階席に乗ると、眺ながめがいいんだ」

　よっちが驚いているのがわかったのだろう。アンドリューが説明してくれる。

　個人的に馬車を雇やとうよりも安い料金で移動できるので、人気があるという。

「身分に関係なく利用できるから、上流階級の人間には嫌ってる者も多いよ。オムニバスに乗ってるのを見られたら、馬車を雇う金がないんだろう、と思われるのが許せないらしいね」

　そんなものなのかな、とよっちには素晴らしく見える大きな馬車を、何度も見送った。

　ロンドンの街行く人々の服装は、救貧院の本でも見たことがないようなものだった。男性も女性も、肩にケープがついたオーバーコートを羽は織おっているし、女性のスカートは、腰のあたりが大きく膨ふくらみ、みんな帽ぼう子しをかぶっていて、そういう女性たちに腕を貸している紳士たちは、顔よりも丈たけの高い黒い帽子をかぶり、例外なくステッキを持っていた。

　人々が集まっている広場では、野菜や果物が山と積まれて売られていた。衣類や、本や、新聞を売っているところもある。驚いたことに、その売り子たちの中には、よっちとあまり年齢が違わないように見える子供たちもいたのだ。

　馬車は賑やかな街を走り抜けて、広い邸てい宅たくが並ぶ地区にでた。

　長い鉄てつ柵さくで囲まれた屋敷の門から、馬車が入っていく。

「着いたぞ」

　馬車が停まった。

　アンドリューに続いて、よっちも馬車をおりる。

　眼の前にあるのは、灰はい色いろの石で造られた重じゆう厚こうな三階建ての建物だった。

「ノッティンガム伯爵の館だ」

　よっちは、ゴクリとツバを飲み込んで、うなずいた。今から、小姓として初めての仕事が始まるのだ。

　見上げなければならないくらい高い屋根。大きな玄げん関かん。階段を何段も登っていかないと玄関のドアにたどり着けない。

　門から玄関までのアプローチは、白い石が敷しき詰められていて、アプローチの両側には庭が広がっていた。

　アンドリューの後ろからカバンを持って階段を上がっていく。一番上の踊り場に着くと、ドアが両側に開いた。

「ようこそおいでくださいました。夫人がお待ちかねでございます」

　救貧院の絵本で見た「執しつ事じ」とそっくりな服装をした初しよ老ろうの男が、アンドリューに挨あい拶さつした。黒い上着に黒いズボン、白いベストを着て、白いリボンタイのようなネクタイをしている。背筋はシャキンと伸びて、立っているだけで上流階級の臭いがプンプンした。

　アンドリューは、こんなに大きなお屋敷でも、少しも物もの怖おじすることもなく挨拶して、中に入った。

　見たこともないような高い天てん井じようと、ドアや壁の装飾に圧あつ倒とうされて、よっちは足がすくみそうになっているというのに、アンドリューの背中は、どんどん先へいってしまう。

　壁や天井の装飾をもっとよく見るために立ち止まりたいのを必死で我が慢まんして、遅れないようにアンドリューの後ろから歩いていく。小姓がきょろきょろしていたらみっともない、というのはアンドリューの特訓で教わっていた。連れている小姓がみっともなかったら、ご主人さまの品位を落とすことになるだろうということくらいわかるから、よっちも必死だ。立派な小姓に見えるように、精せい一いつ杯ぱい澄すまし顔で、それでいて高こう慢まんちきには見えないように注意する。これは、なかなか大変だ。

　廊下を少し進んだところで、アンドリューは客間に通され、よっちが案内されたのは従者が待たい機きする部屋だった。

　よっちを案内してくれたのは、ノッティンガム伯爵家の女性の召めし使つかいで、黒い裾の長い服を着て、胸当てのある白いエプロンをつけている。頭にはレースの帽子みたいなものをかぶり、まさに、よっちが夢見ていた「ロンドンのお屋や敷しきで働くメイド」さんだった。こんなお屋敷で働くことができたら、夢みたいな毎日だろうな。

　あんまりジロジロ見ると下げ品ひんに思われるだろうから、メイドさんを観察したいのに我慢している。

「こちらでお待ちください」

　メイドさんは、外見どおりのやさしい声でいうと、よっちを残して部屋からでていった。

　通された部屋は、天井は高くないし、壁やドアに装飾も見あたらない。椅子が数脚、丸テーブルがひとつあるだけで、ほかには家具は置いてない。

　灰色の壁と灰色の天井、床は明るい茶色、という地味な部屋だけれど、庭に面して大きなガラス戸がある。開け放したら、庭にでることができるようになっているらしい。庭は冬枯がれの様よう相そうを呈ていしているけれど、春になったら、きっと緑で覆おおわれるのだろうな、と想像するだけで、緑が見えるような気がする。

　アンドリューがいっていたとおり、ここでのよっちの仕事はなさそうだった。アンドリューが帰るまで、ただ待っていればいいらしい。

　なにもすることがないから、昨夜アンドリューから渡された分厚い本を読むことにした。手て提さげバッグから本を取りだして、テーブルの上に置く。

　ふと窓の外に眼をやったときだった。

　庭を、だれかが歩いているのが見える。裾の長い黒いドレスを着た女性と、もうひとりは、白い服を着た男性だった。こちらも裾が長い。ノッティンガム伯爵夫人は、喪に服していると聞いている。とすると、黒いドレスは喪服なのか。

　え？　一緒にいる男はアンドリュー？

　思わずよっちは窓を開けて、身体を乗りだすようにして見た。

　やっぱりアンドリューだった。

　聖書の解説をするといってたのに、手に聖書を持っているわけでもない。

　歩いている様子が、ただ歩いているんじゃない。ノッティンガム伯爵夫人らしき女性と、やたらくっついて歩いているのだ。

　アンドリューの金髪が、太陽の光に当たってキラキラしている。夫人を見てほほ笑む青年牧師は、若く美しかった。

　アンドリューって、ほんとにハンサムなんだ、牧師にしておくにはもったいない、とよっちが思うくらいだから、ノッティンガム伯爵夫人だって思うんじゃないの、と思ったときだった。

　女性が、アンドリューに手をさしのべた。

　え？

　なんということか、その手を、アンドリューはうやうやしく取ると、ひざまずいて手の甲に唇くちびるをつけたのだ。
















　ええええー！

　それだけじゃない。アンドリューは立ち上がって、夫人の黒いドレスの腰に腕をまわしたのだ。

　夫人は、それを待っていたかのように、アンドリューの胸に顔を寄せた。

　よっちは、これは見てはいけないものなのかもしれない、と思ったけれど、足が床にくっついてしまって動かない。

　今まで、話には聞いたことがあったけど、よっちは、男女のロマンチックなシーンを本で読んだこともなかったし、絵で見たこともなかった。初めて見たのが、青年牧師と喪服の伯爵夫人なのだ。眼をぱちぱちしばたたいたけど、結局、しっかり見ている。

　アンドリューが身体を屈かがめた、と思ったら、伯爵夫人の黒い手袋をした腕がアンドリューの首にまわり、ふたりの顔が重なった。

　な、な、なんてことを!!　聖書の勉強をするために呼ばれたんじゃなかったの？

　ん？　もしかして、聖書の勉強というのは表向きの話で、実は最初から、伯爵夫人とこうして逢うのが目的だったの？

　アンドリューは、伯爵夫人の若い恋人、なの？　ふたりを見ていると、そんなふうにも見える。

　でも、たとえそうだとしても、牧師が喪中の未亡人を抱き寄せたりするのは、道徳的に好ましくないよ。

　よっちが眼を丸くして見守っていると、アンドリューと伯爵夫人は、二人で庭の奥へ消えていった。

　そのとき、窓から、ものすごい勢いでなにかが飛びこんできた。

　な、なんなんだ。

　部屋の中に、なにかがいる。

　テーブルの上に、うす茶色の動物が座って、丸い眼をこちらに向けている。

　これは、なに？

　救貧院にあった本で見たことがあるよ。

「サル」だよ！

　ロンドンに住んでいるインド人がサルを飼っている話が、本に載っていた。その挿さし絵えで見たことがある。何度も読んだ本だから、よく覚えている。

　尻尾しつぽが長い。身体は四十センチくらいのサイズで、身体じゅうに黄色っぽい薄茶色の毛が生えている。顔が白くて、口のまわりが黒っぽい。

　向き合って立っているサルに、よっちは恐る恐る、少しずつ近づいた。

　サルは金モールで縁取りされたベストのような赤い服を着ている。首輪もつけていた。その首輪が豪ごう華かで、赤や青の石で彩いろどられている。首の下にひとつ、黒く光る宝石らしきものをぶら下げていた。雨のしずくのような形をしていて、大きさは三センチ以上ありそうだ。

　このお屋敷のペットだろうか。

　本の中のサルは、インド人の肩に乗ったり、腕に乗ったりしていた。

　このサルも、肩に乗るのだろうか？

「おいで」

　よっちが手をだすと、サルはピョンとよっちの腕に飛び乗って、本で見たように、肩の上に座った。

　やっほー、とよっちは拍手したくなる。窓ガラスに映してみると、サルはよっちの肩の上で行儀よく座っていた。

　救貧院で見た本の挿絵と同じで、うれしくなる。

　暇ひまだったよっちは、ちょうどいい遊び相手ができた、と喜んだ。

「あんたは、ここのお屋敷の子なの？」

　サルが返事をするわけはなかったけど、よっちは話しかけた。

「名前は、なんていうの？　あんたもやっぱりインドで生まれたの？」

　サルはよっちの問いに答える代わりに、部屋の中を自由自在に歩き回った。

　ときどき、よっちの膝の上に乗ったり、腕を伝って首根っこにぶら下がったりして遊んだ。窓の外に人の話し声がすると、よっちの椅子の下に隠れる。

　サルと一緒にどれくらい遊んだだろうか。気がつくと、窓の外が暗くなり始めていた。

　ドアをノックする音が聞こえる。アンドリューが帰ってきたのだろうか。

　サルはノックの音に相当驚いたらしく、一いち目もく散さんに窓から飛びだしていった。サルが、好きなときに帰っていけるように、少しあけておいたのだ。

　部屋に入ってきたのは、アンドリューではなく燭しよく台だいを手にしたメイドだった。暗くなったので、よっちの部屋にも灯あかりを持ってきてくれたのだ。

　サルもいなくなったし、アンドリューの姿も見えないし、ほかにやることがなかったので、燭台の灯りの下で、よっちはアンドリューから渡された本を読み始めた。

　読み進むうちに、物語の中では、主人公に好きな女の子ができた。

　よっちは本から顔をあげると、ため息をついた。

　昼間見た、アンドリューと伯爵夫人が庭を散策する姿を思い出してしまう。伯爵夫人もアンドリューも、とても幸せそうに見えたよ。

　だれかを好きになると、人は幸せにな気持ちになるんだろうか？

　もしそうだとしたら、よっちにもいるよ。その人のことを思っただけで、小さな胸が幸せでいっぱいになる。

　吹雪の中で、よっちの身体を抱き上げてくれた人だ。

「きゃー、恥ずかしい」

　その人のことを考えると、ワケもなく恥ずかしくなる。

　よっちは、両手で頰を押さえると、ひとりでに笑みがこぼれる頰を、ぎゅっと押さえた。気がつくと、窓の外はすっかり暗くなっている。

　それでも、アンドリューは戻ってこなかった。

　よっちは伯爵家でだしてくれた夕食もひとりで食べたし、ひとりで寝ることになった。よっちが本を読んで過ごした部屋の隣に、ベッドが置いてある部屋があって、そこがよっちの寝室になっていたのだ。来客が連れてきた召使い用の部屋だということだけど、救貧院のどの部屋より天井が高くて、壁紙がしゃれていて、窓も大きかった。

　アンドリューはご主人さまだけど、信頼していいものかどうか、まだわからない。今までのところ、いい加か減げんな男みたいな気がする。

　夜になっても戻ってこないのは、きっと、伯爵夫人と別れたくないからなんだろうね。でも、牧師と未亡人だよ。いいのかな？




　翌日はサルも遊びにこなかったし、暇なよっちは、ひたすら本を読むだけでなく、本を書き写して、綴つづり字を覚える工く夫ふうもした。救貧院の下級生に手紙をだすためにも、文字が書けるようになりたかったからだ。

　時間はたっぷりあったし、よっちの読書と綴り字の勉強は、思ったよりはかどった。

　よっちのご主人さま、アンドリューが戻ってきたのは、翌日の夕方だった。

　部屋に入ってくるなり、よっちのベッドの上にひっくり返る。

「疲れた」

　香水の匂においがプンプンする。アンドリューは香水をつけないから、これは伯爵夫人がつけている香水の香りだろう。

「そんなに疲れるようなことをやってらしたのですか」

「昨夜はほとんど寝てないからだよ」

　寝てない？　どうして？

「哀しみに暮れている伯爵夫人を慰なぐさめて差しあげなければならないだろ？」

「夜じゅうですか？」

「そう、夜じゅう」

　いってから、アンドリューはニヤッと笑う。

「香水の匂いをまき散らして戻ってくる牧師は、ちょっとまずいでしょう。国教会から破は門もんされますよ」

「されないよ。これはね、仕事だよ、仕事。香水の匂いも仕事だ」

　牧師の仕事とは思えないけどね。

　救貧院にきていた牧師は、こんなにへらへらしていなかった。もっといかめしい顔をしていて、滅めつ多たに笑ったりもしなかった。もちろん、香水の匂いがする牧師はひとりもいなかった。

「アンドリューさまは、伯爵夫人のことがお好きなんですか」

「まあね、嫌いじゃないけど、特に好きというわけでもない」

　えっ！　その程度でキスするの？

　よっちは驚いた。キスは、好きな人とするものだと思っていたから。

「わたくしは、見たんです、アンドリューさまが伯爵夫人にキスするところを。どういうことですか。特に好きでもないのに、キスできるんですか？」

「できるよ」

　アンドリューには、なんでもないことらしい。

「それでもダメです。アンドリューさまは牧師です。牧師は未亡人の腰に腕をまわしたりしてはいけません」

　よっちの抗こう議ぎに、アンドリューは、横になったままケラケラ笑っている。

「アンドリューさまの考えていることが、よくわかりません。不ふ道どう徳とくなことは、おやめになってください」

「うるさい小姓だな。主人のやることに、口をだすな。うるさいことをいうと、解雇するぞ。いいのか？　冬のロンドンに放りだされたら、のたれ死ぬか野犬に喰くわれるか、ろくな死に方はしないぞ」

　くっそー。確かに、今は脱走することはできない。でも、そのうちに、お金を貯めて、逃げだしてやるんだから。

　よっちが黙ると、まるで挑ちよう発はつするように、アンドリューがよっちに話しかけてくる。

「ひとりで暇だっただろう」

「いいえ。本を読む時間がたっぷりありましたから、読書がはかどりました。本を書き写して、綴り字も覚えるように工夫しました」

「書き取りの練習もしていたの？」

　アンドリューが、へえー、という顔をする。よっちが勉強して待っていたとは、考えもしなかったらしい。

「思いがけない来訪者もありましたから、面白かったです」

「来訪者？　だれか訪ねてきたのか？」

「はい、人間ではありませんが、サルが一匹。窓から入ってきました」

「サルだって!?」

　今まで眠そうに横になっていたアンドリューが、勢いよくベッドから身体を起こした。

「サルがここにきた？　それで、どうした、そのサルは」

　アンドリューは、サルのことを知りたいみたいで、立て続けに質問をする。

　肩に乗ったりして少し遊んで、きたとき同様、窓からでていったと話すと、アンドリューは眼を大きく見開いた。

「信じられない。フランソワが、ヨシュアの肩に乗った？」

　フランソワというのがサルの名前だという。

「お屋敷のサルですか？」

「ノッティンガム伯爵夫人のサルだ」

　ご主人のノッティンガム伯爵が飼っていたもので、伯爵が亡なくなって、伯爵夫人が飼うことになったのだが、少しも懐なつかずに、もてあましていたのだという。

「伯爵夫人の肩にも乗ったことはないし、人を見れば逃げまわっていた」

　昨日は、使用人たちが総出で大きな網あみを持ってサルを追いかけて、暗くなってやっとつかまえたという。

「みんなに追われて、ヨシュアの部屋に飛びこんだのだろう」

　そういうことがあったとは、よっちはまったく知らなかった。

「サルはつかまって、どうなりましたか」

「伯爵夫人の甥がもらうことになった。伯爵の遺産の一部ということらしい」

「サルが遺産なんですか」

「あのサルは、外国から持ちこまれたものだ。高価なんだぞ。それだけじゃない。フランソワが持ってる財産がすごいんだ」

　サルが財産を持ってるって、よっちには意味がわからない。きょとんとしていると、アンドリューが説明してくれた。

「庶しよ民みんには理解できない感覚だけどね、亡くなった伯爵は、あのサルにこの屋敷がひとつ買えるくらいの財宝を与えたんだ」

　アンドリューの話によると、伯爵と伯爵夫人の間には、子供がいなかった。そこで、飼っていた珍しいサルを子供同様に可か愛わいがり、高価な宝石で飾りたてた首輪をサルに与えたという。

　サルが持っている財産というのは、首輪のことらしい。たしかに、首輪は豪華だった。

「もちろん、サルには、首輪の宝石の意味はわからないさ。サルにはわからなくても、人間は見ただけで欲しくなるような宝石が、首輪を埋うめ尽つくしている」

　その宝石目当てで、フランソワは、何度か誘ゆう拐かい未み遂すいにあっているそうだ。

「そこで、伯爵は、フランソワがだれかにつかまらないようにするために、自分以外の人間には寄りつかないように訓練したんだよ」

　そのせいで伯爵夫人にも寄りつかないために、サルの扱いには夫人も困っていたという。

「で、ノッティンガム伯爵家を継ぐことになっている伯爵夫人の甥、チャールズ・ブルックス卿きようが、サルを引き取ったのさ。そこでだ。ヨシュアにも、次の仕事がわかるだろ？」

　わからないよ。

「ブルックス卿の屋敷へ入ることが、次の仕事になった」

　アンドリューが、入り口のドアを見る。だれもいないと思うのに、突然、話すのをやめた。

　次はどんな仕事を、アンドリューはやろうというのだ？　牧師のアンドリューに仕事を与えるのは、英国国教会ではないのだろうか？

　よくわからない。

「詳しいことは、後で話す。ここには長居は無用だ」

　アンドリューはなにか警戒している様子で、それしかいわなかった。ここでは、だれかに聞かれるおそれがある、ということだろうか。

　アンドリューは、床に置いてあるカバンを持った。さっき、よっちが蓋ふたをしてベルトを締しめたものだ。よっちにも、自分の荷物を持つようにいう。

　よっちは救貧院から持ってきている手提げバッグを持った。

　アンドリューの視線がバッグにいく。

「それは、持ち歩かないほうがいい。男の子用のカバンを誂あつらえないといけないな。帽子とマフラーと手袋と、着替えの衣類も必要だ」

　近いうちにそろえてくれるそうだ。

「さあ、いこうか」

　馬車は門の前にきているはずだという。

「今度は、どこへいくのですか」

「とりあえず、ロンドン郊外に引っ越す。で、ブルックス家に雇われるように就しゆう活かつする」

　アンドリューは、次になにをするのか、よくわかっているらしいけど、　よっちには、アンドリューがなにをやろうとしているのか、まるでわからなかった。でも、ご主人さまに従うだけだ。

　アンドリューとよっちは、馬車でノッティンガム伯爵家を後にした。

　出発するとき、ノッティンガム伯爵の未亡人が、自ら玄関まででてきて、見送ってくれた。夫人ほど身分の高い女性が玄関にでてくる、ということはありえないことなのだ、とアンドリューは馬車の中で得意げにいった。

　見送りにでてきた伯爵夫人はアンドリューと別れるのがつらそうで、ほんとに、アンドリューのことが好きなのだな、とよっちは感じた。

　夫を失うしなって悲しんでいる女性の心を癒いやす、という点では、アンドリューはいいことをしているのかもしれない。

　ここには長居は無用、といっていたけれど、少しはアンドリューにも夫人を思いやる心があったのでは、とよっちは思いたかった。庭園で夫人をエスコートしていたアンドリューは、ステキでやさしかったから。

　それにしても、よっちが仕えることになったご主人さまは、不思議な牧師だ。

　牧師らしい仕事をしているところを一度も見たことがない。牧師だといっているけれど、果たして、それだってほんとかどうか、怪しいもんだ。

　善人なのか悪人なのか、よくわからない。
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　ブルックス家への就しゆう職しよく活動をするために、アンドリューが借りたのは、ロンドンの市街地を抜けて少し北にいったところにある二階建てのガーデンハウスだった。周囲は市街地とは違って、建物はそれぞれ離れて立っていた。まわりには、畑や林がある。

　ガーデンハウスには、寝室がふたつと、台所と居間があった。

　ここへきてから、アンドリューは、よっちを残して外出することが多い。

　ひとりのときのよっちは、本を読んで、単語の書き取りを練習した。

　二日目の夕方、よっちは自分用に与えられた部屋の窓から、外を見ていた。あたりが、夕日で赤く染まっている。

　ガーデンハウスの前には馬車道があって、向かい側は、鉄てつ柵さくに囲まれたお屋や敷しきの敷地だった。建物は広い敷地の真ん中にあって、庭は芝しば生ふの中に樹木が点在している。ノッティンガム伯はく爵しやくの屋敷と同じくらい大きなお屋敷だった。

　ロンドンには、信じられないくらい大きな家が、いくつもある。

　世の中には、よっちの知らないことがたくさんあった。今まで、救きゆう貧ひん院いんの備品だった絵本や読本が、よっちの知識のすべてだったけれど、ロンドンにきてからは、見るものすべてが、本以上にいろいろなことを教えてくれた。

　一方で、昔の修しゆう道どう院いん跡あとに、大勢が肩を寄せ合うようにして生きている子供たちがいるかと思えば、もう一方で、人影も見えないくらい広こう大だいな敷地の中にひっそりと暮らしている人もいるのだ。

　そういう人たちは、暖かい家に住んで、きれいな衣服を着て、食事もお腹いっぱい食べている。どうして、こんなにも違いがあるのだろう。

　振り返ると、ベッドの上には、ここへくる途中にアンドリューに買ってもらった着替え、帽ぼう子し、手袋などが置いてあった。全部新品だ。救貧院ではお古しかもらったことがなかったから、すごーくうれしいのだけれど、その喜びも半分だけだ。なぜなら、全部、男の子のものだから。

　ご主人さまが、あの変わり者の牧ぼく師しだから、しょうがないんだけれど、ロンドンにいる、ということだけでも感謝しなければいけないんだろう。

　今度の部屋は、前に泊まった宿屋の部屋より上等だった。壁紙も新しいし、ベッドカバーや毛布やシーツも、上等とはいえないまでも、清せい潔けつだった。室内履ばきもあったし、壁には額に入った肖しよう像ぞう画がが飾られている。英国の女王さまが横を向いた絵だ。

　ロンドンのお屋敷でメイドになれるように、と「魔ま物もの」には頼んだはずなのに、微び妙みようにズレているのは、どうしてなんだろうね。たしかに、よっちはロンドンにきているけれど、勤め先はお家敷ではない。

　塔の上で見た男は「魔物」ではなかったのかもしれない。あるいは、本物の「魔物」だったのに、よっちが裸はだかにならなかったのがまずかったのかもしれない。

　いや、正確にいうと、よっちは裸になる覚悟はできていた。服を脱ぬぎ始めたのに間に合わなかったのだ。「魔物」がすぐに消えてしまうことがわかっていたら、塔とうに登る前に服を脱いでおいたのに。今考えても、悔くやしい。

　ドアがノックされて、アンドリューが顔をだした。居間へくるようにという。

　指示されたとおり、よっちは居間へ入る。

　え？　どうしたというのだ、アンドリューを見たよっちは、びっくりして口をポカンとあけてしまった。

「なにを驚いているんだ」

「その格かつ好こうは、どういうことですか。アンドリューさまは、牧師さま……ですよね」

「そうだよ」

　アンドリューは、牧師の服ではなく、一般の男性の服装をしていたのだ。白い立たて衿えりのブラウスに、白いネクタイ、帽子をかぶっている。

　金髪の髪は同じだけど、それ以外は、今まで見ていたアンドリューとは、まるで違う。

「これは、次の仕事の就活のための格好だ」

　次の仕事は、チャールズ・ブルックス卿きようの屋敷へ雇やとわれることだ、とアンドリューはいっていた。

「ここの向かい側に、お屋敷があるだろ？　あれが、ブルックス邸ていだ。今度は、ヨシュアを、あの屋敷で雇ってもらうように売りこむつもりだ。小姓としてね」

　アンドリューが、屋敷について、おおまかに説明してくれる。

「チャールズ・ブルックス卿は、この屋敷にひとりで、使用人とともに暮らしている。最近、小姓がひとりやめたところで、新しい小姓を探しているという情報があるんだ。そこで、ヨシュアを新しい小姓として送り込もうということだ」

「わたくしを小姓にして、お屋敷へ潜せん入にゆうさせて、なにをさせようと企たくらんでいらっしゃるのですか」

「サルを探すんだよ」

　そんなの当然だろ、というようにアンドリューはいう。

「屋敷内のどこかにいるはずだから、居場所を突き止めて、俺に教えてくれたら、その後のことは俺がやる」

「居場所を教えたら、サルを殺す、なんてことはしないでしょうね」

「そんなことはしないよ。剝はく製せいがほしいわけじゃないし」

「そうすると、サルの首輪を狙ねらってるんですか」

「そのとおり」

　アンドリューがニヤリと笑う。

「泥どろ棒ぼうするんですか？」

「人聞きの悪いことをいうなよ。あの首輪の真ん中に、ひとつ大きな黒い宝石がついていたのを、覚えてるだろ？」

「覚えています」

　雨の滴しずくのような形の宝石だった。

「あれを取ってくるように、という仕事を頼まれてるんだよ。泥棒じゃなくて、仕事だよ、仕事」

　泥棒する仕事だと思うけど、いいんだろうか。アンドリューは牧師だよ。

　アンドリューが黒い宝石を手に入れるために、よっちが手伝う、ということは、よっちも泥棒の仲間、ということにならないだろうか。

「サルは、確実にブルックス邸にいるんですね」

「たぶん」

「たぶん、なんて、そんなあやふやでは困ります」

「いると思うよ。ただし、ブルックス卿が、人目につかない場所に隠かくしている可能性はあるから、探しだすのは簡単じゃないかもしれない」

「それでは、どうやって探すのですか」

「一番確実なのは、ブルックス卿から直接聞きだすことだ。小姓は、ブルックス卿の身の回りの世話をするのが仕事だ。ブルックス卿のお気に入りの小姓になれば、サルを見せてもらえる可能性だってある」

「わたくしがブルックス卿のお気に入りの小姓になる、ですか？」

「そう。ブルックス卿は金髪で、足首の細い、小柄な男の子が特に好きなんだよ。ヨシュアは金髪で小柄で足首が細い。ぴったりじゃないか」

「でも、わたくしは男の子ではありません」

「だから」

　アンドリューはイライラしているらしい。チッと舌打ちする。

「男の子のふりをするんだよ。ブルックス卿の『お気に入り』になるように、なんでもやる。裸になれ、といわれたら、裸になる」

「そんなことをしたら、男じゃないってバレてしまいますよ」

「バレても、ぜんぜんオッケーさ」

　ブルックス卿は女の子も大好きで、今まで、何人もの若いメイドを、自分のベッドに引っ張り込んでいるというのだ。

「自分から裸になって、ブルックス卿のベッドにしのびこむくらいの覚悟があれば、サルの居所はわかるよ」

　ブルックス卿も、「女の子の大事なもの」がお好きらしい。

　修道院の礼れい拝はい堂どうに棲んでいる「魔ま物もの」も、願い事を叶かなえる代わりに、「女の子の大事なもの」を要求するよ、とトムがいっていた。

　あのときは、願い事を叶えてもらうためだったから、納得できた。

　でも、アンドリューが引き受けた仕事のために、「女の子の大事なもの」をブルックス卿に差しだすなんて、絶対にイヤだよ。

「アンドリューさまは、不思議な牧師さまだと思っていました。少年の格好をして小姓になるくらいなら、なんとか我が慢まんできました。でも、泥棒したり、ブルックス卿のベッドに裸で入るなんて仕事は、できません。宝石が欲しいなら、ご自分でサルをつかまえたらいいでしょう。おひとりでやってください。わたくしには、協力するなんて、とても無理です。これで、おいとまさせていただきます」

　よっちはぺこんと頭を下げて、ドアから廊下にでた。

　アンドリューが驚いて追いかけてくる。

「ヨシュア、待てよ。フランソワはヨシュアの肩に乗るんだろ？　だれにも懐なつかないサルなんだぞ。ヨシュアなら、フランソワから首輪を外すことができるかもしれないじゃないか」

　そうだとしても、泥棒になるつもりでアンドリューの小間使いになったわけじゃないのだ。

「俺はきみの主人だ。主人のいうことは聞く、という約束だった」

　そういったよ。でも、それは、仕つかえるご主人さまが、普通の人間だった場合だ。アンドリューは普通じゃない。泥棒じゃないか。

　アンドリューは、よっちの肩に両手を置いて、顔をのぞきこむようにしていう。

「この寒空にひとりででていって、どうするんだ。寒さと空腹と絶ぜつ望ぼうで、みじめな死に方をするんだぞ。死ぬ前に、運よくだれかに助けられたとしても、十中八九、それは善人を装った悪人なんだ。誘ゆう拐かいされて、人買いに売り飛ばされて、外国へ運ばれて、見せ物小屋に連れていかれて、外国人の好こう奇きの目にさらされるんだぞ。金髪の小さな女の子は、高く売れるんだ」

　それでも、ブルックス卿のベッドに入ったり、盗ぬすみを強きよう要ようするような主人のところで働くのはイヤだ。

　よっちはアンドリューの言葉には耳を貸さないで、肩の上にのっているアンドリューの手を振り払った。

「救貧院に帰ります」

「帰れるわけないだろう。お金も持ってないのに、どうやって電車に乗るんだ」

　わからないけど、アンドリューは、よっちとは考え方が違うし、いくら顔がいいからといっても、一緒には暮らしていけない。

「信じないかもしれないが、俺は英国国教会から認められた牧師だ。これは、本当だ。ちゃんと修業して、資格を得た。牧師の俺が、どうしてノッティンガム伯爵のサルの首輪についている宝石を狙っているのか、今から全部話す。聞いてくれ」

　アンドリューは、いつになく真剣な顔をしている。

　聞きたくない。どうせ、いい加減なことをいうのだろうから。アンドリューが、よっちみたいな田舎いなか者ものの小娘をだますことなど、赤ん坊の手をひねるくらい簡単だろう。

　よっちは、アンドリューに向かって、ぺこりと頭を下げた。

「お世話になりました」

　部屋から外にでる。アパートの廊下を通って、階段をおりた。

　眼の前を、立派な馬車が通った。御ぎよ者しやがふたりも乗っていて、馬車は黒くろ塗ぬりで金の装飾が施ほどこされていて、絵本の中にもでてこないような立派な箱形の馬車だった。見送ると、向かいのお屋敷へ入っていった。

　馬車道には雪が積もり始めている。今通った馬車の轍わだちが、雪の中に黒く残っていた。

　空を仰あおぐと、灰色の雲から、細かな雪が後から後から降ってくる。

　よっちが救貧院を抜けだして隣の尖せん塔とうへでかけたときも、雪が降っていた。また今日も雪が降っている。

　よっちは傘かさを持っていない。コートも持たずにでてきてしまった。手袋も持っていない。靴くつは普通の編み上げ靴だ。長靴ではない。このまま雪道を歩いたら、すぐに靴下が濡ぬれてしまうだろう。

　強がりをいってでてきてしまったけれど、いく当てはない。どうやったら救貧院に戻れるのか、それもわからないのだ。

　よっちは急に心細くなった。おかしな牧師だったけれど、アンドリューの小間使いをやっていたほうがよかったのかもしれない。アンドリューが買い与えてくれた少年用の衣類や靴や本は、どれも、よっちが触さわったこともないような高級なものだった。

　でも、盗みを仕事にするのはイヤだ。

　なんとか、ロンドンでなにか仕事が見つからないだろうか。

　よっちは首からぶら下げているファントムのボタンを握りしめた。

「ファントムさま、あたしはなんとかロンドンにくることができましたが、変なご主人さまだったので逃げだしてしまいました。これから、どうしていいのかわかりません……お力を貸してください」

　ボタンを握りしめても、あたりはなんの変化もなかった。

　雲が切れて雪が止やむわけでもない。ファントムが姿を現すわけでもなかった。ごく、たまーに、道を馬車が通った。

　そうだよね。ファントムは「魔物」じゃないんだから、よっちの願い事とは関係ないんだよ。たまたま吹ふ雪ぶきの中で、遭そう難なんしかかったよっちを助けてくれた男性、というだけで、よっちが勝手に、熱い思いを寄せているだけなのだから。

　よっちは道を歩き始めた。どこへいったらいいのか当てもなかったけれど、歩くしかなかったのだ。

　手が冷たい。立ち止まって手に息を吹きかけると、手は温かくなるのに、今度は足の冷たさが気になって、かえって寒さを強く感じることがわかった。

　立ち止まらないほうがいい。歩いているほうが、身体からだは温かい。

　どれくらい歩いただろう。あたりが、少しずつ暗くなっていく。このまま真っ暗になったら、雪道でのたれ死ぬことになるかもしれない。アンドリューがいった言葉を思いだした。

「みじめな死に方をするぞ」と、アンドリューはいったのだ。

　よっちは一瞬、ブルッと震えて、また歩きだした。

　ロンドンの街中に向かいたかったのに、いくら歩いても人家はちらほらあるだけ。見当違いな方角へ向かって歩いている可能性はある。

　家の窓に灯あかりがともり始めた。どこかの家の前を通ると、夕食の準備をしている匂においがして、よっちのお腹がクーと鳴った。

「お腹、すいてるよね」

　食べ物はなにも持っていない。

　どうしたらいいんだろう。このまま夜になってしまったら……歩くのを途中でやめたら……明日の朝は凍こごえ死んでるんだろうか。

　イヤだ、死にたくないよ。ロンドンにでてきたのは、死ぬためじゃないんだから。

　まだ十二歳の誕生日を迎えたばかりだよ。死ぬなんて早すぎるよ。

　あたりは、すっかり暗くなっていた。どこが道なのかも、よくわからない中を、よっちはとぼとぼと歩いていく。

　次の灯りが見つかったら、助けを求めてみよう、と思ったときだった。

　向こうから馬車らしいものがやってくるのがわかった。馬車に助けを求めよう。

　よっちは、馬車が停まってくれるようにと、両手を高く上げて、ひらひら動かした。

「お願いです。停まってください！」

　よっちは必死で叫さけんでいるのに、馬車が停まる気配はない。まっすぐ、よっちに向かって突き進んでくる。

「ヤ、ヤバイよ。このままじゃ、馬車に轢ひかれるよ！　逃げなくちゃ」

　眼の前に馬が二頭見えた。道幅いっぱいある大きな馬車だ。

　これじゃ、逃げられない！

　眼の前に迫った馬車の灯りが眩まぶしい。

　うわっ、イヤァー！




「ジェームズ！　どうしたんだ」

「少年が飛びだしてきて……小姓のようです。どこかの屋敷から逃げだしてきたのでしょうか。コートも着ていません。身体が冷え切っています」

　この声は、聞いたことがあるのに、だれの声なのか思いだせない。

「馬車にぶつかったのか？」

「いいえ。ぶつかってもいませんし、轢かれてもいません。馬車はこの少年を避よけています」

「それなのに、どうして意識がないのだ」

　この声も、聞いたことがあるよ。若い男性の声だ。

「ぶつかりそうになったショックと、おそらく寒さで凍えているのではないかと」

　ふわりと、よっちの身体の上に、なにかが掛けられるのがわかった。温かい。

「マントを貸してしまったら、お風か邪ぜを召めします」

「私は大丈夫だ」

　だれかが、マントを貸してくれたみたいだ。

　よっちの身体が動いたと思ったら、ふわんと持ち上げられた。同時に、首の下に、硬い腕の筋肉を感じる。

　この感覚、なつかしい。

「ファントムさま」

　え？　ファントム？

「どうなさるおつもりで」

「私の馬車に乗せる」

　そうだよ。この声はファントムさまだ！

　もうひとりは、ファントムの従じゆう者しやだ。この前もファントムと一緒だった。さっき、ファントムが「ジェームズ」と呼んでいた。

「部屋に連れていくおつもりで？」

「暖だん炉ろで温める」

「お気持ちはわかりますが、一刻も早く国王陛へい下かの遺ゆい言ごん状じようを」

　ジェームズの緊きん迫ぱくした声が聞こえる。

　このまえ助けてもらったときも、ファントムとジェームズは言い争あらそっていた気がする。

「わかっている。しかし、眼の前の小さな命を見殺しにはできない」
















　身体が大きく揺れる。ファントムがいうように、馬車に乗せられたらしい。

　馬の足音が聞こえ始めた、と思ったらガタガタという音とともに、身体が揺れ始めた。

　馬車が動きだしたのだ。

　どこへいくのだろう。

　よっちは、吹雪の晩に、ファントムに助けられたことを思い出していた。あのときと、よく似ている。

　どれくらい馬車に揺られていただろうか。馬車が停まって、どこかへ運ばれているのを感じる。

　今、よっちを抱いていてくれるのは、吹雪の中から助け出してくれたファントムさまの腕だ。しっかりした腕の筋肉、夢にまで見た憧あこがれのファントムさまに再会したというのに、よっちは自分からはなにもできない。口をきくことも、眼をあけることも、手を伸ばすこともできないのが、悔くやしい。声だけは聞こえる。きれいな英語を話す、ファントムの男らしいバリトン。この声を聞くだけで、よっちは日ひ向なたに置いたバターみたいになるよ。

　どこかにおろされるのを感じる。

「濡れている衣類を脱ぬがして、私の服に着替えさせよう。大きいかもしれないが」

　靴の音が、近づいたり遠ざかったりしている。

「こ、これは……」

　ジェームズの声だ。

「どうしたんだ」

「小姓の服を着ていますが、少女です」

「少女？」

　ああ、そうか。小姓の服を着ているから、ふたりとも、男の子を助けたと思っていたんだね。

「これは、ファントムさまのボタンでは？」

　え？　ボタン？　首にぶら下げていることがバレてしまったみたいだね。

　取り上げないでくださいね、お守りなんだから。口が動かないから、よっちは心の中で念じた。

「私のボタンを、この少年が？」

　ファントムの声が近づいてくる。

「なんと……これは、吹雪の中で助けた少女ではないか」

　だれかが、よっちの頭に手を置いた。

「ジェームズ、私がやる」

　髪をなでていた手が下におりて、よっちの頰ほおを両手で触れて、すぐに両の肩におりた。

「身体が冷え切っている。すぐに温めないと。暖炉の火を絶やさないように。それから、湯を沸わかしてくれ」

　少し間があって、ジェームズのあきれたような声がする。

「ファントムさま、そんなことをしたら、ファントムさまがお風邪を召します」

「このほうが、早く温まるだろう。あのとき助けた命を、ここで失わせるようなことにはさせない」

　よっちの身体の上に掛かっている毛布らしきものがめくられた、と思ったら、隣になにかが入ってきた。身体がなにかで覆おおわれて、さっきより温かい。これは……なに？　毛布じゃないみたいだよ。

「ジェームズの毛布も貸してくれ」

　ファントムの声が、びっくりするほど近くで聞こえる。

「わかりました」

　床の上を歩く音がして、よっちの身体の上になにかが掛けられた。

「私より、この子をしっかり包んで」

「承しよう知ちしました」

　身体が温かくなってくるのを感じる。いい気持ち。眠ってしまいそうだよ……。

　ありがとう、ファントムさま。命の恩人に、また助けてもらっている。元気になったら、お礼をするから……。




　気がつくと、ふたりの男の話し声が聞こえる。ファントムとジェームズの声だ。よっちは眠っていたらしい。

「ここで申し上げてもよろしいでしょうか」

「かまわぬ」

「前国王の葬そう儀ぎが終わった翌日、新しい国王の戴たい冠かん式しきが執とり行なわれました」

「新しい国王にはだれが？」

「前国王の弟君でございます」

「叔お父じ上うえが？」

「さようでございます」

「父上の遺ゆい言ごん状じようを入れた『オシリスの涙』の行方ゆくえは？　まだわからないのか？」

「数日前に、ノッティンガム伯爵家からブルックス卿の屋敷へと持ちだされたようでございます。まだ所在は確認できておりませんが」

　ノッティンガム伯爵だって？

　よっちとアンドリューが訪ねた屋敷だ。それに、ブルックス卿の屋敷といえば、アンドリューがこれからよっちを送りこもうとしているところではないか。

　どういうことなんだろう。アンドリューが探しているものと、ファントムが探しているものは、同じものだということ？

　アンドリューは、だれかに頼まれて探しているんだって、いってた。もしかして、アンドリューに依頼しているのがファントムなの？

「間もなく夜が明けます。あの少女は、どうなさいますか。保護者に連絡してもらうように、宿の主人に頼んでおきましょうか」

「そうだな。顔色もよくなったし、朝がきたら、目覚めるだろう」

「ファントムさまの手厚い看護のおかげでしょう。少々、羨うらやましくも感じましたね」

「なにが」

「いえ、あんなふうに、ファントムさまに温めてもらえるということが、です。先日のスープを飲ませているときも、そうでしたし」

　スープ？　そういえば、前にファントムに助けてもらったときに、おいしいスープを飲んだことは覚えている。でも、自分で飲んだ記き憶おくはないから……ファントムが飲ませてくれたの？

「ジェームズもやってほしいのか？」

「いえ、結構でございます。私はすこぶる健康ですから」

　冗じよう談だんめいたことを、真ま面じ目めな口調で話しているふたり。どんな顔をしていってるんだろうか。

　ファントムは、どうやってよっちを温めてくれたんだろう。ジェームズが羨ましいといっていたけれど、あんなふうにって、どんなふうになのか、よっちには想像できない。

　どんな方法でもいいよ。ファントムさまが助けてくれた命、これからも大事にする。

　足音がよっちのほうへ近づいてくる。

「今度は元気な姿で会えることを願って。神の加護があらんことを」

　ファントムの声が真近に聞こえる。

　よっちは、左側のほっぺたに、温かいなにかが触れるのを感じた。
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　眼をあけると、窓の外は明るくなっていた。

　ここはどこなんだ？

　見まわしてみても、見慣れない景色だ。

　よっちは知らない部屋のベッドに寝ていた。

　そうだよ。馬車に轢ひかれそうになったんだよ！

　馬車が向かってきて、逃げるに逃げられなかったのだ。よっちは轢かれたのだろうか？　痛みは？

　布団の中で両腕と両脚を思い切り伸ばしてみる。

　特に痛みは感じない。

　よっちは、身体からだがどうなっているか確かめようと、掛け布団をめくった。

　寝ね間ま着きは着ずに、綿めんの肌着で眠っていたらしい。よっちが着ていた小こ姓しようの服は、壁のハンガーに下がっていた。

　思い出したよ。ぶつかりそうになった馬車にファントムが乗っていたのだ。またもや、よっちはファントムに命を助けてもらうことになってしまったのだ。

　ファントムとジェームズの顔は見ていないけど、声だけは聞くことができた。

　ファントムは、お父さんの遺ゆい言ごん状じようを探しているみたいだった。お父さんが亡なくなったんだね……。

　遺言状が入った『オシリスの涙』というものを、ファントムは探しているらしい。アンドリューが探しているものも、同じものかもしれない。

　アンドリューがファントムの味方ならいいけど、もしそうじゃなかったら、『オシリスの涙』をアンドリューが見つける前に、ファントムのために探しださないと。二度もよっちの命を助けてくれたファントムのために恩返しだ。

　よっし、こんなところで寝ている場合じゃない。

　よっちが小姓の服を身につけたときだった。

　ドアがノックされて、だれかが入ってきた。

「ヨシュア、起きても大丈夫なのか？」

　入ってきたのは、なんと、アンドリューだった。よっちが脱だつ走そうしたとき同様、牧ぼく師しの服ではなくて、普通の人の服を着ている。

　な、なんでアンドリューがくるんだよ。追いかけて、とっつかまえて、それから、どうするつもりなんだろう。

　怖いよ。

　よっちは背中を壁にはりつけて、アンドリューがなにかしたら逃げだすつもりで態たい勢せいを整えた。

「馬車にぶつかりそうになったんだって？」

　馬車の持ち主ぬしから、今朝、アンドリューのところに連絡があったそうだ。

　驚いたことに、アンドリューはよっちに対して怒っている様子ではない。むしろ、やさしい眼でよっちを見ている。

「心配したんだぞ。命には別状ないと聞いてホッとしたよ」

　アンドリューが、小さい声でぼそぼそいう。

　いつもの自信たっぷりの威い張ばっているアンドリューではないので、よっちは少なからず驚いた。

　アンドリューがベッドの縁ふちに腰をおろした。

　よっちは張りついていた壁から離れると、アンドリューの隣に腰掛けた。

「これ、持ってけ」

　アンドリューが、封ふう筒とうを二通、よっちに差しだした。

「これは？」

「今までの給きゆう金きんだよ。小姓としてノッティンガム伯爵家へ一緒にいってくれただろ。飛びだしていったから、渡せなかったんだ」

　よっちがおそるおそる受け取って中を見ると、紙し幣へいが入っていた。

　よっちが生まれて初めて手にした、自分で稼かせいだお金だった。

　封筒の中を見ても、どれだけ価値があるのかよくわからなかったけど、涙がぽろぽろでてくる。

「なんで泣くんだよ。俺がイジメてるみたいじゃないか」

　よっちはうれしくて泣いているのに、アンドリューは困ったような顔をしている。

　もうひとつの封筒には、書類が入っていた。

「これはなんですか？」

「メイドの紹介状だ。新しい就しゆう職しよく口を探すときに、紹介状が必要になる。知らないのか？　紹介状がないと、ろくな働き口にはありつけないんだぞ。俺のところで働くのはイヤなんだろ？」

　イヤかどうか、自分でもよくわからない。ファントムのためには、よっちがアンドリューと一緒にいるほうがいいのかもしれないのだから。

「アンドリューさまが探している、黒い宝石、名前がついていますか？」

「宝石の名前？　聞いたことはある。難しい名前だった。えーと……」

　アンドリューはしばらく考えていて、うなずいた。

「たしか、『オシリスの涙』だったと思った」

　やっぱり、ファントムが探している宝石と同じだ。

「その『オシリスの涙』は、なんのために探しているのですか」

「なんのために、って仕事で依頼されたからだよ」

「依頼してきた人の名前はわかりますか？」

「わからない。偉えらい人みたいで、いつも中なか継つぎで人が間に入るんだ。だから、依頼人とは会ったことはないし、名前も聞いていない」

「間に入っている人というのは？」

「依頼人の従じゆう僕ぼくみたいだけど、名前はジェームズ。名字は聞いていない」

　ジェームズだって？

　そうすると、アンドリューはファントムのことは知らないで、ファントムのために『オシリスの涙』を探しているのだ。アンドリューは敵てきではないのだ。

　よっちがアンドリューのもとで『オシリスの涙』を手に入れるために働く、ということは、ファントムのために働くということになるのだ。

　よし、決めた。

「アンドリューさま、これからも、アンドリューさまの小姓としてお側に仕つかえさせてください。お願いします」

　よっちは、アンドリューに向かって頭を深く下げた。

「どういうことなんだよ。俺のやってることが気に入らなかったんじゃないのか？　盗みはやりたくないんだろ？　色いろ仕じ掛かけもイヤなんだろ？」

「盗みじゃありません。本来の持ち主のところに返すのです。色仕掛けだって、へっちゃらです」

「なんで」

「なんでも、です。女の子の大事なものだってなんだって」

　アンドリューがぽかんと口をあけて、よっちを見ている。

「馬車とぶつかって、頭を打ったんじゃないのか？　前のヨシュアとは、まるで別人だぞ」

　アンドリューはしきりに首を傾かしげて、よっちの額に手を置く。

「熱はないみたいだけど……女の子の大事なものって、どういうことなのか、わかってるのか？」

「たぶん」

　アンドリューは、やれやれ、というように、肩をすくめる。

「あの、アンドリューさま。殿方は女の子の大事なものを欲しがるようですが、具体的にはどういうことをするのですか」

　アンドリューが固まってしまう。動かない。

　額に手を置いて、天を仰あおぐポーズをする。

「そこまで俺にいわせるつもりかよ」

　アンドリューが身体を屈かがめて、よっちの頭に、ゴツンと自分の頭をつけた。

「ヨシュアの主人として、教えておこう。いいか、よーく聞いておけよ。二回もいうのは、さすがの俺もイヤだからな」

　アンドリューがひと呼吸置いて、小さい声でいう。

「裸はだかになって、好きな人の腕うでに抱かれることだ」

　やっぱりそうか。

「抱いてくれる相手も裸なんですか？」

「まあね、そういうケースが一番多いだろうね」

　裸になった自分が、やっぱり裸のファントムの腕に抱かれているところを想像する。ファントムがどんな男性なのか、あの声から想像するしかないんだけれど。

　よっちは、ファントムの硬い腕はよーく知っている。腕だけで夢見心地ごこちになっているのだから、もし、身体じゅうが……。

「うわー、それって、たまりませんねー」

　よっちは、思わず自分の頰ほおを両手で包んだ。頰が熱い。顔が熱い。身体じゅうが熱い。

　パコンと、アンドリューのげんこつが、よっちの頭の上に置かれる。

「落ち着け落ち着け。なに想像してるんだよ。好きな人でもいるのか？」

「え？　あ？　あの……」

　いいながら、よっちの手が、ブラウスの下にぶら下がっているファントムのボタンを押さえていた。

　いる、なんていったら、アンドリューに根掘り葉掘り聞かれるのはわかってる。ファントムのことは、よっちの秘密だ。だれにも話すつもりはない。

「なるほど、そうなのか……」

　アンドリューは、両の腕を組んで、口をへの字にして、なにか考えている様子でいった。

「ヨシュアがやる気になってくれたのは、俺としてもうれしいけれど……好きな男がいるなら、俺だって無理はいわない。大事なものは、一番好きな人のために、大切にとっておけよ」

　え？　一番好きな人のために？

　よっちの頭に浮かんだのは、いや正確にいったら、頭に響いてきたのは、ファントムさまの澄すんだ声だった。あの人が、よっちの一番好きな人だ。顔を見たことは一度もないんだけれど。

　でも、ブルックス卿の屋敷に入るのは、その一番好きな人のためなんだ。

「す、すきな男の人なんて、いません」

　アンドリューが、ジロッとよっちの手を見る。小さな手は、まだボタンを押さえたままだったのだ。

　あ、アンドリューに気づかれた!?

　よっちは慌あわてて手を離したけれど、遅かったみたいだ。

「そのボタンの持ち主なんだろ？　ヨシュアの好きな奴やつってのは」

　アンドリューが投げやりな口調でいう。

　あぁ、どうしよう。バレてしまったよ。

　よっちは恥ずかしくて、思わず顔が熱くなる。

「これからヨシュアに潜せん入にゆうしてもらおうと思っている。ブルックス卿きようは、好こう色しよくなことで有名なんだ。いまだに独どく身しんでいるのも、大勢の恋人と遊ぶためだっていう噂うわさだし。屋や敷しきの小姓やメイドにも手をだしてるらしい」

　手をだしている、というのは、ベッドに引っ張りこむ、ということだな、とよっちは前にアンドリューがいっていたことを思い出して、自分なりに考えた。

「ブルックス卿がヨシュアを気に入るのは間違いない。ヨシュアがブルックス卿の小姓になったら、俺がそばについている、ということはできないんだからな。ひとりで行動することになるんだ。わかってるのか？」

「わかっています」

「ヨシュアがブルックス卿を大好きだと思うならいいけど、そうじゃないなら、無理矢理ベッドに引っ張り込まれそうになったら、蹴けっ飛とばして逃げてくるんだぞ」

「はい、そうします」

　アンドリューが、よっちのことを本気で心配してくれているらしいので、よっちは、ちょっと心が温かくなった。よっちが思っているほど、アンドリューは悪人じゃないのかもしれない。

「それより、小姓として、ブルックス卿の屋敷に就職できそうなのですか？」

「今日、面接がある。合格すると、そのまま住み込みの小姓になる」

「じゃ、合格するように、面接の練習をしましょう」

　アンドリューは首を振った。

「必要ないよ。昨日までのヨシュアなら猛もう練習が必要だったかもしれないけれど、今日のヨシュアは、練習なんてしなくていい。受け答えも立りっ派ぱ、立ち姿も別人のように凜り々りしい。ブルックス卿でなくてもヨダレがでそうなくらいの美少年だよ。小姓として、かなりの高得点で合格する」

　アンドリューは大丈夫だといい切るけど、よっちは信用しなかった。受かるまではわからないのだ。

　今日の面接は、ファントムために、なんとしてでも合格したいと思う。




　よっちとアンドリューは、アンドリューが借りているガーデンハウスに一いつ旦たん戻った。

　ブルックス卿の屋敷は、ガーデンハウスの眼の前だ。

　午後の二時十五分前、よっちがブルックス卿の屋敷へ出発する時間だ。

「アンドリューさまも、一緒にきてください」

「いくけど、面接場所には、俺は入れないと思うよ」

「入れなかったら、外の廊下で待っていてください。それと、アンドリューさまは、わたくしの兄ということにしてください。ヨシュアの兄のアンドリュー・マクレーン、ということで」

「いいけど、なに考えてるんだ？」

　そう、よっちには考えていることがあった。でも、今はまだ、口にするべきじゃないと思ったから、アンドリューに話さなかった。

　二時十分前にブルックス邸ていに到着。

　玄関ホールには、よっちの背せ丈たけより高いクリスマス・ツリーが飾られていた。

「わー、大きなクリスマス・ツリーですね」

　よっちが見上げていうと、アンドリューも立ち止まってツリーを見る。

「そういえば、もうすぐクリスマスなんだ。すっかり忘れていたよ」

　アンドリューもよっちも、やることがたくさんあって、忙しかったから、ゆっくりカレンダーを見ている暇ひまもなかったのだ。

　たくさんのローソクで飾られたツリーは、よっちが見たこともない豪ごう華かなものだった。

　面接試験のために玄げん関かん脇わきの部屋に案内されて、よっちは家か令れいという男性と、向き合って座った。家令は白いシャツに黒い蝶ちようネクタイをして、上着の下にベストを着ている。風格のある男性だった。使用人のわりに偉そうに見える。

　アンドリューは、部屋の前の廊下で待っている。

　二時ぴったりに、面接が始まった。

「ヨシュア・マクレーン、十二歳、ですね」

「はい」

「ノッティンガム伯爵夫人の紹介ということですが、夫人とはどういう関係で？」

「今までお仕えしていた主人が、伯爵夫人の友人でございます。わたくしも主人のおともで、ノッティンガム伯爵夫人のお屋敷へ参ったことがございました」

「なるほど、そういうことでしたか。それでは、なにか得意なことはありますか？」

　え？　得意なことを聞かれるの？　そんなのないよ。

　でも、なにかいわないと採用されないかもしれない。

「あのぅ、サルと仲良くなれます」

「サル？」

　意外な返事だったのか、家令が驚いている。

　ノッティンガム伯爵夫人の屋敷へいったときに、みんなには懐なつかないサルが、よっちのところへ遊びにきて懐いた、という話をした。

「フランソワのことですな」

「そうです。フランソワと友だちになったのです」

「フランソワと友だち、ですか？　まさか。冗じよう談だんでしょう。あのサルは、だれにも懐かないのですよ」

「でも、わたくしたちは、一緒に遊んだりもしました」

　家令が感心したような口調でいう。

「あのサルと仲良くなれる、というのは、たいした才能ですね」

　よっちのいうことを家令が信じたかどうかわからなかったけど、一応、よっちの「特技」を認めてくれたみたいだ。

「わかりました。ほかには、なにか、いいたいことはありますか？」

「あります」

　ありません、という返事を期待していたのか、家令が眉まゆを吊り上げた。

「わたくしの兄が、このお屋敷で園えん丁ていとして仕事をすることを希望しています。可能なら、一緒に雇やとっていただけないでしょうか。よろしくお願いします」

　よっちは頭を下げた。

「お兄さんというのは、外で待っている男性ですか？」

「そうです」

「中に入ってもらいなさい」

　よっちは、廊下で待っているアンドリューを呼びにいった。園丁として兄も雇ってくれ、と頼んでいるところだと、耳打ちする。

「俺が園丁？」

　初めて聞く話に、アンドリューは眼を丸くしている。

「そのほうが、連絡が取りやすいでしょう」

「了解」

　アンドリューには、よっちが考えていることがすぐにわかったらしい。

　面接室にアンドリューを連れていくと、家令がいくつかアンドリューに質問して、面接は終わりになった。

「ふたりで、庭を少し散策してからお帰りください」

　通されたのは玄関とは反対側にある奥の庭で、花か壇だん、温室、池、橋、噴ふん水すい、バルコニー、東あずま屋や、林、森まで敷地内にあった。

　庭園の中を歩きながら、アンドリューが小さい声でいう。

「ヨシュア、どうして庭を散策するようにいわれたのかわかるか？」

　まわりにはだれもいないから、話を聞かれる心配はないと思うのに、アンドリューは周囲を警けい戒かいしている。

「いいえ」

「家令の面接は合格した、ってことだよ。あとは、ご主人さまが、ヨシュアを気に入るかどうかだ」

　散策している庭のどこかで、よっちとアンドリューを、屋敷の主人が見ているはずだ、という。

「自分好みの少年だと思ったら合格、ということになる」

　そんなふうにして決まるのかと、よっちは驚いた。

「特に小姓は、毎日接するからだろうね。好みのタイプを側に置きたいと思うのも当然だと思うけど」

　どこかでブルックス卿が見ている、とアンドリューはいったけど、よっちは、それらしい人物には気がつかなかった。

　合格か不合格かは、夕方連絡があるというので、よっちはアンドリューと一緒に、屋敷の向かいにあるガーデンハウスへ戻った。

　部屋に戻るなり、アンドリューがいう。

「俺を園丁に頼むとは、頭がいいな。近くにいれば連絡だって取りやすいし、なにかあったら、すぐに対たい処しよできるし」

　アンドリューと話をしていると、ドアをノックする音がする。

　ドアを開けてみると、よっちのような小姓らしい服装の少年がひとり立っていた。

「ブルックス卿から、お手紙を預かって参りました。お読みください。お返事を聞かせていただきたく存じます」

　少年が手紙をうやうやしく差しだす。

　受け取って開封すると、手書きの文書が一枚でてきた。





　ヨシュア・マクレーンを、ブルックス家の小姓に採用する。仕事は、ブルックス卿の寝室での世話。

　アンドリュー・マクレーンを、ブルックス家の園丁に採用する。仕事は奥庭園の管理維い持じ。

　両者とも、一時間後に使用人用の玄関にこられたし。制服・靴・帽子を貸たい与よする。

　　　　　　　　　　　ブルックス家　家令　ベンジャミン・トーソン






「わかりました。一時間後に使用人用の玄関に、兄とともに参ります」

　よっちの返事を待っていた小姓は、すぐに戻っていった。

　手紙をアンドリューに見せると、眉根を寄せた。

「これは、かなりヤバイぜ」

「どうしてですか？　採用されることになったんですよ。よかったじゃありませんか」

「よく考えてみろ。採用通知は夕方にくるはずが、すぐにきた、ってことは、ブルックス卿がヨシュアをめちゃくちゃ気に入ったということだ。おまけに、兄あに貴きまで園丁として即そつ決けつで雇ってくれるといってるんだぞ。見ろよ。いきなり『寝室での世話』だぜ。小姓は数人いるはずだ。その中でも一番のお気に入りだけが寝室へ入ることを許されるんだからな。これは、すぐにでもヨシュアを自分のものにしたい、といってるようなもんだ。そんな危険なところに、俺の小姓をだすわけにはいかねーよ」

　最初は、ブルックス卿に色仕掛けで近づいて、サルの居所を探ってこい、といっていた。それが、このごろは、いわなくなったし、よっちのことを本気で心配してくれているらしい。

　意い地じ悪わるなところもあるけれど、やさしいところもあるんだね、とよっちは思った。

「やめよう。今からロンドン脱出だ」

「え？　どうしてですか？　ブルックス卿のお屋敷に入れるんですよ」

「あのね。ヨシュアが小姓になって入るということは、熊くまの巣穴に、裸で入ってくようなもんなんだぞ。どうぞ食べてくださいって、いってるのと同じだ」

　アンドリューは、いつになく険けわしい表情でいう。

「ブルックス卿が襲ってきたら、すぐに逃げますから、大丈夫です」

「甘いね。男の力、ってものを知らないからそんなことがいえるんだ。男が一旦、欲しいと思ったら、女子供には逃げられるもんじゃないよ。狙った獲え物ものは必ず手に入れる、それが男だ」

　アンドリューがよっちの手首を引っ張った。

　一瞬で、よっちはアンドリューの腕の中にいた。

「俺をブルックス卿だと思って、逃げてみろ」

　よっちは思い切り腕を突っ張ってみたけれど、アンドリューの腕はびくともしない。

　何度やっても無駄だった。

　アンドリューが、まるでボールでも投げるようによっちを放り投げた。

　ベッドの上に転がる。身体を起こそうとしたのに、アンドリューが覆おおい被さってくるほうが早かった。

　アンドリューに身体を押さえつけられている。

　よっちの顔のすぐ隣に、アンドリューの頭があった。なんの香りか、いい匂いがする。

　アンドリューと毎日一緒にいても、ここまで身体を触れ合わせたことはなかったから、よっちはドギマギしている。アンドリューの身体にも腕にも、見かけによらず、しっかりとした硬い筋肉を感じて、戸と惑まどいながらも驚いていた。

「アンドリューさま！　イヤです。離してください」

「こうなったら、逃げられないだろう」

　アンドリューは、押さえつけている腕を離してくれない。

「どうやって逃げるか、考えろ」

　よーし、そっちがそのつもりなら、こっちも本気になるから。

「えーい！」

　よっちは、口の前にあったアンドリューの腕に、思い切り嚙かみついた。

「痛てーーっ！」

　アンドリューの腕が離れた。

　その隙すきに、よっちはアンドリューの身体の下から抜けだした。

「本気で嚙むことはないだろーに。痛てーな」

　アンドリューが身体を起こした。よっちが嚙みついた腕をなでている。

「だって、アンドリューさまがほんとに怖かったから」

「悪かった。しかし、嚙むというのは、いいかもしれない。あとは、股こ間かんを思い切り蹴っ飛ばすのも効果があるから、覚えておくといい。ピンチのときは、嚙みつくか、股間を蹴っ飛ばす。わかったな」

「わかりました」

「ヨシュアは怖くないのか？　小姓になったら、なにがあるかわからないんだぞ」

「そりゃ、怖いです。でも、そんなこといってられません。怖くてもガンバるんです」

　そういってから、よっちはファントムのボタンをブラウスの上からそっと押さえた。

　チラッとよっちを見たアンドリューが、怒ったようにいう。

「そんなボタン、捨てちまえ」

「ダメです。このボタンは、勇気の源みなもとなんです。捨てるわけにはいきません。さあ、出発しましょう」

　よっちは鏡の前で服装をチェックしてから、アンドリューの服装もチェックして、コートを着るのを手伝った。外出の前に、いつもやっていることだ。

　こんなとき、よっちは毎回思う。よっちのご主人さまは、美しい男だな、と。ノッティンガム伯爵夫人が夢中になるのも、理解できる。




　ブルックス卿の屋敷に着くと、働く場所が違うので、よっちとアンドリューはすぐに別れることになった。アンドリューは庭園へ向かい、よっちはお屋敷の奥へ連れていかれた。

　よっちに説明をしてくれるのは、面接をしたベンジャミンという家令だった。家令というのは、屋敷にいるすべての使用人の頂点に立つ男で、執しつ事じより地位は上であることがわかった。

　偉そうに見えたのは、そのせいだったのかもしれない。

　小姓の仕事について説明があった。ブルックス卿の寝室の世話をする小姓はよっちを入れて四人で、仕事は分ぶん担たんして行うという。

「ブルックス卿は、お客さまが見えたとき以外の食事は、すべてベッドでなさいます。小姓の仕事には、食事やお茶の仕し度たく、着替えや入浴の手伝い、サンルームでの日光浴や水浴の手伝い、お休みになるときの手伝いなどの仕事がございます。本日は初日ですから、ほかの小姓の仕事を見学して、覚えていただきます。よろしいですね」

「はい」

　支給された小姓の制服を着て見学するようにといわれて、よっちは着替えた。

　今まで着ていたアンドリューが用意してくれた服より、薄い生き地じで作られていた。薄い代わりに、身体にしなやかにフィットして着心地は悪くはない。

　上着は少し濃こいめの紺こん色で、前に白いボタンがついている。衿えりは豪ごう華かなレース。上着の下のブラウスは、白いチュールレースでできていて、透すけ感を楽しめる。白い半ズボンに白い長靴下、黒のバンドがＴの字に足の甲こうに掛かっている靴。

　今までのものより、服も靴も高級品であることがわかる。

　小姓の仕事見学にでかける前に、よっちは家令にたずねた。

「サルのフランソワが、このお屋敷にいると聞いているのですが。会わせていただけませんか？」

　この屋敷へ入った目的は、フランソワの首輪についている『オシリスの涙』を手に入れることなのだから。

　家令はなんの疑いももたなかったようで、フランソワが入れられている部屋によっちを連れていってくれた。屋敷のかなり奥まったところにある六角形をした部屋だった。窓の外には、裏庭が広がっている。

　アンドリューは、サルの居場所を探すのに手こずる可か能のう性せいがあるといっていたのに、案外簡単にフランソワに再会できそうだよ。サルの首輪も、そんなに苦労することなく手に入るかもしれない。

　よっちと家令が六角形の部屋に入るなり、フランソワがよっちの肩の上に飛び乗ってきた。

「フランソワ、元気にしてた？」

　よっちの言葉に、フランソワはキーキーいって、楽しそうに身体を揺すっている。

　フランソワの首輪は？

　よっちは家令に気づかれないように、眼で探したけれど、首輪らしいものは見つからない。フランソワは首輪をしていなかったのだ。

　ブルックス卿はフランソワというよりも、フランソワの首輪が欲しいのだとアンドリューがいっていた。たぶん、ブルックス卿が首輪を外して、どこかへ隠かくしてしまったのだろう。

「信じられませんね。フランソワは、だれにも懐かないと聞いておりましたのに」

　家令が驚いている。

　ちょうどいい、というので、よっちはその場で、小姓の仕事に加えてフランソワの飼育係にも任にん命めいされた。

「正直いって、このサルには、手を焼いていたのです」

　小姓の仕事の合間に、朝と夜の二回、この部屋を訪れて、フランソワに食事を与えることになった。

　その日、最初に見学したのは、サンルームで日光浴をするブルックス卿の身体を、小姓がマッサージする、という仕事だった。

　案内されたサンルームは庭園の一角に立っているガラス張りの温室のような建物だった。中に入るときは、家令が持っている大きな鍵かぎでガラスのドアを開けて入るのには驚く。

　サンルームの中は、救きゆう貧ひん院いんにある本で見た植物園のようだった。池や噴水があったり、花壇があったり、樹木が茂しげった林のようなものもある。赤や黄色の原色の小鳥が自在に飛びまわっていた。

「マッサージの当番は、四度に一度、まわってきます」

　家令は、しばらく見学しているように、といい残して、どこかへ姿を消した。

　よっちは、木こ陰かげにある椅い子すに腰をおろしている。大きな葉が生おい茂り、小姓とブルックス卿からは、たぶん、よっちの姿は見えないだろう。

　小姓の少年はギリシャ神話にでてくるキトンのような白い緩ゆるい衣をまとっているだけで、足は膝ひざよりかなり上から素す足あしがでている。

　ブルックス卿は寝台の上にうつ伏せになり、腰に小さな布を掛けているだけで裸だった。小姓が、ときどき、香こう油ゆらしいものを手にとってブルックス卿の背中につけてマッサージしている。

　まるで異国の王さまみたいな暮らしをしているんだな、とよっちは思った。貴族はみんなそうなんだろうか。

　やがて家令が戻ってきて、よっちをサンルームの外へ案内する。

「わかりましたか？　これが日光浴の手伝いです」

　振り返ると、ブルックス卿の背中をマッサージしていた小姓の姿は見えなかった。

　家令が小さい声で囁ささやいた。

「小姓たちは、ブルックス卿に愛されたいと競い合っていますよ」

　競い合う？　よっちも、その競争の輪に入るということなのだろうか？

「こういった仕事は初めてですか？」

　家令がやさしくたずねる。

「は、はい。初めてです」

「それは、楽しみですね。ブルックス卿にすべて任せたらよろしいでしょう。浮き世のことは忘れて、それはそれは、夢のようなひとときを過ごすことができますよ」

　な、なにをいっているのだ、この家令は。

　この男も、ブルックス卿とそういうひとときを過ごしているんだろうか。そうに違いない。

　外にでるときも、家令は鍵を使ってドアを開いて、また鍵を使ってドアを閉めた。

　どうしてサンルームに出入りするのに、いちいち鍵をつかうんだろう。

　よっちと家令は庭園から室内に戻った。家令による小姓の仕事についての説明は続いていた。

　小姓たちは専用の食堂で食事をして、寝室は四人で一つの部屋を使うことになっているという。

「夕食が終わったら、ヨシュアをブルックス卿に紹介します。それまでに、入浴を済ませておくように、との仰おおせでございます」

　普通、使用人の夕食は、主人のブルックス卿が食べ終わってからになる。ところが、今日はヨシュアだけ特別だというのだ。「特別」というところに、危険な臭いがする。

　ヤバイことになったら、アンドリューがいうように、嚙みつくか股間を蹴り上げて逃げる。でも、その前に、『オシリスの涙』を探しださないと。フランソワはすぐに見つかったけれど、首輪をつけていなかったのだ。この屋敷内にあるのかどうかがわかれば、探しやすくなる。

　夕食の前に、よっちはサル用の夕ご飯を持って、フランソワの部屋にいった。台所で用意してくれた果くだ物ものやパンや肉類が、フランソワの夕食だった。よっちが救貧院で食べていた食事より、よっぽど豪華だ。

　食事が終わったフランソワは、満足そうな顔で、よっちの膝の上に乗ってくる。

「あんたのこと、みんなが乱らん暴ぼう者ものだっていってるよ。どうしてあたしには懐いてくれるんだろうね」

　フランソワに話しかけるときは、よっちは「小姓のヨシュア」ではなく、「救貧院のよっち」だった。素の自分に戻れることがうれしい。気持ちがすーっとする。

「あんたがしていた首輪、どこへいったのかなー？　わかったら教えてよ」

　フランソワは、よっちが持っていたハンカチが気に入ってしまったみたいで、放そうとしないのであげることにした。どうせ、この屋敷で支し給きゆうされたハンカチだ。まだ同じものが数枚ある。

「それ、あんたにあげるよ」

　ひとりで一日中、狭せまい部屋の中にいるのだから、フランソワも気の毒といえば気の毒だ。

「そうだ。今度くるとき、なにか、おもちゃを持ってきてあげるよ。じゃね、また明日くるから」

　フランソワが離れなくて困るんじゃないかと思っていたのに、フランソワにはよっちの言葉がわかるのか、自分でよっちの膝から飛びおりたのだった。フランソワ用に与えられたクッションの上に戻って、ちょこんと座る。

「またね、フランソワ」

　よっちがフランソワの部屋を後にしようとしたときだ。窓の外に人の頭が現れた。

　外から窓をコツコツと叩たたく。

「ヨシュア、俺だ」

　アンドリューだった。

　よっちが窓をあけると、アンドリューはよじ登って部屋の中に飛びおりた。

　園丁の仕事部屋が、この六角形の部屋の近くにあるという。寝泊まりも、そこでやるそうだ。

　アンドリューは、支給された園丁の制服を着ていた。厚手のシャツの上にベストを着て、キャスケットのような丸い帽子をかぶっている。ベストと帽子はおそろいのチェックだった。アンドリューに、よく似合っている。美男子は、なにを着ても美男子なんだな、とよっちは改めて思った。

「ここはフランソワの部屋です」

「フランソワ？　あのサルが見つかったのか？」

　よっちはフランソワを抱き上げて、アンドリューに見せる。

　アンドリューは、すぐに首輪を探した。

「首輪は？　つけてないぞ。外したのか？」

「いいえ、最初から首輪はつけていませんでした」

　ワォ―、とアンドリューは天てん井じようを仰あおいで大げさに嘆なげきのポーズを取る。

「だったら、ブルックス卿がフランソワから奪ったんだ」

　アンドリューはいまいましそうにいう。

「これからブルックス卿に会いますから、『オシリスの涙』がないか、それとなく探ってきます」

「無茶はするなよ。ブルックス卿はエロ男で有名なんだから」

「無茶はしません。大事なものは、好きな人のためにとっておきます」

「そうだ、それでいい」

　こういうとき、よっちの頭の中では、ファントムの声が響いている。

　フランソワは、アンドリューをジッと見つめている。よっちが親しそうに話しているので気になったみたいなのだ。

　よっちは、フランソワにアンドリューを紹介することにした。

「おいで、フランソワ。これは、わたくしの『兄』のアンドリュー。このお屋敷の園丁をやっています。とってもハンサムでしょ？」

　フランソワは、キーキーいったと思ったら、驚いたことに、アンドリューの肩に飛び移ったのだ。

「すごいです。アンドリューさまも、フランソワに気に入られたようですよ」

　アンドリューは、少し緊きん張ちようした面おも持もちで、肩の上のサルを横目で見ている。
















「おまえが、今、首輪をしていたら、いうことなかったんだがなー」

　アンドリューが残念そうにいうと、フランソワは申し訳なさそうにうなだれたのだ。

「言葉がわかるのか？」

「そんなふうに感じるときが、ときどきあります」

「案外、わかるのかもしれないな」

　アンドリューは、フランソワをよっちに返した。

「これで戻るよ」

「気をつけてください」

　アンドリューは指で了解と合図して、窓から庭へ飛びおりた。薄暗くなってきた庭園の奥へ消えていくアンドリューの背中を、よっちは見送った。同じ敷地内にアンドリューがいる、というだけで心強かった。




　小姓専用の小さな食堂で、いつもは四人そろって食べるという夕食を、よっちはひとりで先に食べた。

　次に風ふ呂ろへ入るように指示されて、新しい小姓の制服に着替えた。昼間着ていたのと違って、丈たけの長いチュニック風のブラウスが用意されているだけで、ズボンはなかった。靴下も靴もない。素足にふかふかの室内履ばきを履くようにいわれた。

　チュニックは、救貧院の寝間着に似ていた。もちろん、生地は違う。こちらのチュニックは、白い生地がつやつやと光って、手に触れるとしなやかで気持ちがいい。

　仕度ができたところで、小姓の一人がよっちを呼びにきた。

　よっちより頭ひとつ背が高い、金髪で青い瞳ひとみの、手て脚あしの長い少年だった。年齢は、よっちより二歳くらい年上だと思う。唇くちびるに紅べにでもさしているんじゃないかと思うくらい、赤い唇が印象的な美しい少年だった。

　広い廊下を小姓の後ろからついていく。

　いよいよ、ご主人さまのブルックス卿に会うのだ。

　廊下の壁には数メートルおきに凝こった作りの灯あかりがついていて、天てん井じようや壁や柱、床の彫ほり物や組み物の装飾に陰いん影えいをつけて浮かび上がらせていた。

　廊下の途中で、小姓が突然、止まった。よっちも止まる。

　小姓がくるりと向きを変えて、よっちと向き合った。

「小姓の中にも序じよ列れつがあるんだからね。新入りは最下位。それをわきまえて行動すること。いいね。ブルックス卿の寵ちよう愛あいを独り占めしようなんて浅ましい心は、すぐに捨てたほうがいいよ」

　そんな気持ちは最初から持っていないよ。

「わかりました」

　ここは先せん輩ぱいのいうことを素直に聞いておく。

　背の高い両開きのドアの前で、小姓は立ち止まった。

「ここがブルックス卿の寝室です。ここからは、ひとりでいって」

　よっちはうなずいて、開かれたドアの中に足を踏ふみ入れた。

　暖だん炉ろが赤々と燃えている。天井から下がったシャンデリアが、明るい光を注そそいでいる。

　暖炉の反対側の壁は一面が大きな鏡で、部屋がもうひとつあるように見えた。

　部屋の真ん中には大きな天てん蓋がいつきのベッドが置かれていて、だれかが寝ている。ブルックス卿だろうか。

「ヨシュア・マクレーンが参りました。新しい小姓です」

　ベッドに向かってよっちがいうと、寝ていた人が身体を起こした。

「ヨシュアか。待っていたぞ。もっと近くにきて顔を見せてくれ」

　低い声だ。声から判断して、若い男ではない。救貧院の院長先生くらいの年齢ではないかと思う。

「はい」

　よっちはベッドに歩み寄る。

　ブルックス卿は、髪はブルネット、瞳は黒っぽいダークカラー。額ひたいが少々広い。肩まである髪はクルクルと縦ロールみたいにカールしている。端がとんがった口ヒゲをたたえていて、ヒゲも眉まゆ毛げも黒くて濃い。

　ブルックス卿は、よっちに向かって手をさしのべている。

「もっとこっちへきなさい」

　少しだけ近づく。大胆に近づくことは、怖くてできない。

　ブルックス卿は黒いガウンのようなものを着ているけれど、かなりだらしない着方で、胸が大きくはだけて、肩や胸が露ろ出しゆつしている。ブルックス卿の胸が黒かったので、なんで黒いんだ？　と思ってよく見ると、胸毛が生えているのだ。

　おえー、胸毛なんて、初めて見る。救貧院の子供たちには生えていなかった。男子で最年長のトムにもなかった。

　ブルックス卿の胸毛に注目していたよっちは、息が止まるくらい驚いた。

　光るものが動いているのだ。

　同じ黒だったから最初はわからなかったけど、細い銀色の鎖くさりの先に、雨の滴しずくのような形の黒いペンダントトップが揺れているのだ。

　あれは、フランソワの首輪についていたものと同じ形だ。同じ形、というより、同じものかもしれない。フランソワから取り上げて、自分のペンダントにする。それくらいやりそうな男だ。

　ブルックス卿が動いた、と思ったら、手首を引っ張られて、よっちはブルックス卿の腕の中にダイビングしていた。

「おやおや、なんと軽いことか。まるで蝶のようだ」

　上からブルックス卿が、よっちの顔をのぞきこんでいる。ほんとなら、ツバでも引っかけたいところだが、ここはぐっと堪こらえる。ブルックス卿は小姓ヨシュアのご主人さまなのだから。

　よっちの手首は、ブルックス卿に摑つかまれたままになっていた。

「細い手首だ」

　よっちの手首を、ブルックス卿は頰ほおのところに持っていって、頰ずりした。

　うー、我が慢まん、我慢。

「ヒゲが痛いか？」

「いいえ」

「おまえも、何年か後には、こんなヒゲが生えてくるんだぞ」

　生えてきません！　と叫びたかった。あたしは女の子です。女性にヒゲ面づらがいる、というのは聞いたことがありません、と心の中で叫んでいる。

　ふふふ、とブルックス卿が含み笑いをする。

「手首がこれだけ細かったら、足首もさぞかし細いのではないのかな。ヨシュア、今夜はここへ泊まっていきなさい」

　えええーー。それは困る。泊まったりしたら、なにをされるかわからないではないか。

　なんとか理由をつけていい逃のがれないと。

「あの、今夜は当番ではありませんから、わたくしが当番のときに、また改めて参ります」

「当番など、どうでもいいではないか」

　それは困る。なにか、いい言い逃のがれの言葉はないだろうか、とよっちが頭の裏側で必死に考えていたときだ。

　どこから現れたのか、小姓がひとり、ブルックス卿のベッドの足もとでうやうやしくお辞じ儀ぎをした。よっちが着ているのと同じ白いチュニックを着ている。

「チャールズさま、本日の当番は、わたくしです。お忘れであったとは、悲しく存じます」

「おお、そうであった。忘れるものか」

　ブルックス卿が手招きすると、小姓はしずしずとやってくる。ベッドに上がってブルックス卿の隣に収まった。

　小姓は喉のどを鳴らす猫ねこのように、ブルックス卿にすり寄って甘える。

　よっちをつかまえていた手が離れて、新たにやってきた小姓を抱き寄せた。

　よし、自由になった！

　小姓のヤキモチに助けられたよ。

　すぐによっちはベッドからおりると、お辞儀をしてブルックス卿の寝室から退たい散さんした。

　逃げだしてからも、心臓がドキドキしていた。

　とんでもない屋敷に就職してしまったようだよ。このブルックス卿というのはなんなんだ。「寝室の当番」というのは、一緒に寝ること、なの？

　しかし、初日でこの調子ということは、これから毎日、どうやってブルックス卿の怪あやしげな誘いから逃れたらいいのだろう。

「寝室の当番」がまわってくる前に、ブルックス卿が首につけていた『オシリスの涙』をファントムさまの手に取り戻さないと。

　ブルックス卿のベッドに入るのは、ゼッタイにイヤだ！
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　翌日、朝一番に行われたのは、使用人たちの打ち合わせの会だった。毎朝、全員が屋や敷しき内組と、屋敷外組のふたつに別れて集合する決まりだという。アンドリューは屋敷外組なので、よっちとは組が違って会うことはできなかった。

　この会を取り仕切るのは、家か令れいのベンジャミンである。

　一日の仕事の分ぶん担たんや手順を、家令が指示して、それから小さなグループに分かれての打ち合わせに入った。よっちは小こ姓しようのグループに属している。よっちを含めて小姓四人は、みんな同じ制服を着ている。全員が、金髪で青い瞳ひとみのすらりとしたハンサムな少年たちで、よっちより年上らしい。昨夜、よっちをブルックス卿きようの寝室へ連れていってくれた少年や、寝室の当番だった少年もいた。どの少年も眼めも覚さめるような美少年なのに、どうしてか、意い地じ悪わるそうな眼で、よっちを見るのだ。あんまり好きになれるタイプじゃないな、トムのほうが信頼できそうだな、というのがよっちの印象だった。

「寝室の当番」というのは、当番表ができていて、よっちは、六日後に入る、ということが決まった。六日以内に、『オシリスの涙』を手に入れてブルックス邸ていから逃げる。そうしないと、よっちも、あのヒゲオヤジの餌え食じきになってしまう可か能のう性せいが高い。

　小姓たちは、「寝室の当番」が好きらしいけど、よっちにとってはとんでもない話だ。まだアンドリューのほうがいい。いや、アンドリューだって、うれしくない。うれしいのは、ファントムさまだけだ。ファントムさまの当番なら、毎日でもやりたいよ。

　打ち合わせの会が終わったところで、よっちは家令に頼みたいことがあった。フランソワの部屋が、アンドリューとの連絡に都合がいいと思ったから、なんとかならないかと思っていたのだ。

「あの、フランソワの食事係としてですが、フランソワの部屋でわたくしも寝起きをしてはどうかと思うのです。一緒にいる時間が長ければ、意い思しの疎そ通つうも少しは可能になるかもしれませんし、フランソワを、もっとおとなしい性格に変えていくこともできるのではないか、と思います」

「なるほど。いいでしょう。ヨシュアのベッドを、フランソワの部屋に運びこませましょう」

　家令は、特別に反対することもなく、よっちの希望をきいてくれた。

　やったね。




　フランソワの部屋での寝起きが始まった日、よっちは、チラッとだったけど、園えん丁ていの仕事をしているアンドリューの姿を、窓から見ることができた。フランソワの部屋は、アンドリューが作業を任されている奥の庭に面しているのだ。

　その日の夜、寝ようとしていると窓ガラスがコンコンと軽く叩たたかれた。

　のぞいてみると、アンドリューだった。

　窓をあけると、アンドリューが飛びこんでくる。

　フランソワはおもしろがって、寝床にしているクッションからのこのこでてきて、よっちの肩にピョンと飛び乗る。

「ここに引っ越してきましたから、連絡はつきやすくなったと思います」

「了解。寝る前に、必ずここへくることにするよ」

　アンドリューに伝えたいことがあるときは、よっちが紙に書いて、窓ガラスに貼はっておく、というふたりの間の取り決めもできた。

「『オシリスの涙』が、ブルックス卿の胸にペンダントになって下がっていることがわかりました。後は、どうやったら取れるか、考えます」

「よくわかったな。もっと時間がかかると思ったのに。なにか奥の手でも使ったのか？」

　アンドリューは、詳しく聞きたそうな様子だ。でも、ブルックス卿の寝室へいって、胸毛の間に見つけた、などと話したら、アンドリューが驚くかもしれないから黙っておこう。

「たまたま、ブルックス卿が首からぶら下げているのを見たのです」

「ふーん、そうなんだ。首にね」

　アンドリューは、それ以上は追及してこなかったのでよっちは助かった。

　ポケットをがさごそやっていたと思ったら、アンドリューは、なにかを取りだしてよっちの手の上に載のせた。

　よっちは飛び上がりそうになった。

　ブルックス卿の首から下がっているのを見た『オシリスの涙』だったからだ。

「どうしたんですか、これは？」

　よっちが驚いていると、アンドリューは涼すずしい顔でいう。

「これは『オシリスの涙』の模造品レプリカだよ。取り替えることができれば、気づかれることもなく、騒ぎは起こらないだろうからね」

　アンドリューが模造品を用意していたとは。

　ということは、取るより取り替えるほうがいい、ということになる。果はたして時間があるだろうか。気づかれないようにして取り替えるというのは、かなり難しい気がする。

「いいか、ヨシュア。取り替えることにこだわる必要はない。取り替える余よ裕ゆうがないときは、手に入れたらすぐに逃げろ」

「わかりました」

　よっちとアンドリューが話をしている間は、フランソワはよっちの肩に乗ったまま、おとなしくしている。ときどき手を伸ばして、アンドリューの耳を引っ張ったり、髪をぐしゃぐしゃにしたりして、アンドリューに叱しかられるのがわかっているのにやっている。

　アンドリューも、フランソワには気に入られているんだと、よっちは思う。

　よっちにしか懐なつかない、といわれているけど、アンドリューにも懐いているよ。




　三日後の午後二時、よっちにサンルームの当番がまわってきた。

　昨日のうちにいわれていたら、アンドリューに知らせることもできたのに、いきなりいわれたので知らせてない。

　この、いきなり、というのが危険な臭においがする。予定になかったのに、ブルックス卿の思いつきなのか、それとも、思いつきのように見せかけた、実は計画的な行動なのか。どちらにしても、不安だ。

　サンルームの仕事は、ここへきた初日に見学している。

　小姓の少年が、ブルックス卿にマッサージを施ほどこしていた。あれを自分がやるかと思うと、逃げだしたい、というのが本当の気持ちだ。

　でも、ファントムさまが『オシリスの涙』を探しているんだから、逃げだすわけにはいかない。

　見学したとき、サンルームの出入り口には、鍵かぎがかかっていた。たぶん、小姓が逃げださないようにするための鍵なんだろう。

　マッサージするときは、ブルックス卿は裸はだかになるみたいだったから、『オシリスの涙』のペンダントも外す可能性がある。そうすると、取り替えるチャンスがあるかもしれないけれど、そんなにうまくいくだろうか。やってみなければわからない。

　よっちがやることはふたつ。『オシリスの涙』を偽にせ物ものと取り替えること。

　もうひとつは、ブルックス卿の餌食になる前に逃げだすこと。

　このふたつだ。どちらもしくじってはならない。

　二時からサンルームでブルックス卿のマッサージを担当する、と書いたメッセージを、部屋の窓に貼りつけておいた。アンドリューが見るようにと願って。

　サンルームは外から鍵を閉められるから、よっちは逃げられない。そうなると、もしもの場合、アンドリューを呼ぶには、どうしたらいいだろうか。

　思いついたのは、フランソワだった。

　できるかどうかわからないけれど、フランソワを連れていって、ピンチの場合はフランソワにアンドリューを呼んできてもらおう。

　よっちはメイドさんから針はりと糸を借りてくると、紙に書いたアンドリューへのメッセージをフランソワが着ている赤いベストの内側に縫ぬい付けた。





　　　サンルームにいる、すぐきて、助けて！　ヨシュア






　これがアンドリューに通じるかどうかわからないけど、可能性のあることはやる。

　よっちは肩にフランソワを載せて、家令の部屋をたずねた。サンルームへ連れていってくれるのは、家令だったからだ。

　部屋へ入ると、「本日の衣装」を選ぶようにいわれた。

「え？　衣装ですか？」

　眼の前のテーブルの上に、数着の衣類が置かれている。

　この間、よっちが見たギリシャのキトン風な衣装もあった。日本の着物もある。エジプトの王さまがつけているような胸飾りと腰こし衣ぎぬのセットもある。ブラウスの衿えりが大きなスーツは、「セーラースーツ」というそうだ。どの服も、救貧院の絵本で見て知っていた。

「セーラースーツは、もともとは海かい軍ぐんの制服ですが、今、子供服としても大変流行しております」

　家令が説明してくれる。

　よっちは、迷うことなくセーラースーツを選んだ。肌の露出が一番少なそうだったからだ。家令の部屋でセーラースーツを着る。

　ノースリーブというのが、いかにもブルックス卿好みらしい。下のズボンは、超短いショートパンツだった。白地に薄いブルーのセーラー衿カラーがついている。

　紐につけて首から下げているファントムのボタンは、セーラー服の下に隠かくした。

　着替えると、今日の作業の手順や方法を、家令が教えてくれた。でも、香油の種類などはたくさんありすぎて、覚えれらない。

「初めてですから、間違えても大丈夫ですよ。一応、マニュアルはありますから、わからなくなったら、これを見なさい」

　よっちは手順を書いたものを渡された。

「それでは、参りましょう」

　家令が部屋をでる。よっちも後に続く。いよいよ、サンルームへ向かうのだ。

　ドキドキし始める。『オシリスの涙』を取り返すことができるチャンスがあるかもしれないのだから、緊きん張ちようしないわけにはいかない。

　よっちはファントムのボタンをブラウスの上から押さえた。

　ファントムさま、うまくいきますように。ブルックス卿の餌食にならないように、お守りください。お願いします。

「そのサルは、サンルームには入れませんよ」

　家令が、よっちの肩に乗っているフランソワを見ていう。

「承しよう知ちしています。フランソワとは、サンルームの入り口で別れますから大丈夫です」

　フランソワをサンルームの中に連れていけないだろうと予想はしていた。

「それではいきましょう。ブルックス卿が、楽しみにしておいでですよ。今日は、ヨシュアにマッサージしてもらえると」

　うー。こっちは吐はき気を催もよおしそうです、ともいえないからあいまいな笑みでごまかしておく。

　素足にサンダル履ばきで、家令の後についていく。

　マホガニーの床の上で、サンダルがカタカタ鳴った。

　サンルームの入り口で、フランソワを肩からおろした。

　フランソワは、自分も中に入れると思っていたらしく、「どうしてぼくは入れないの？」という顔で、よっちを見上げている。

「またね。フランソワ。アンドリューによろしくね」

　フランソワによっちの考えていることが通じるかどうかわからなかったけど、「アンドリュー」というとき、力をこめていった。

　フランソワが、じっとよっちを見る。よっちも、しっかりフランソワの眼を見た。

　よっちがサンルームに入ると、ガラスのドアが後ろで閉められた。

　フランソワと家令は入ってこなかった。鍵がかかる音がする。

　このサンルームに鍵をかけるというのが、胡う散さん臭くさいんだよね。

　緊張しながら、奥へ進んでいく。

　冬なのに、サンルームの中はムッとするほど暑い。湿しめり気があって、植物の臭いと土の臭いが混じり合って、鼻をつく。

　この前見た大きな寝台に、ブルックス卿がうつ伏せに横になっていた。

　数日前に見たことを、自分がやることになろうとは。

「ヨシュアです。マッサージに参りました。失礼します」

　教わったとおりに、寝台の足もとから上にあがる。

　ブルックス卿は眠っているのか、返事がない。

　眠っているなら、『オシリスの涙』を探すチャンスかもしれないよ。でも、狸たぬき寝ね入いりかもしれないし、迂う闊かつな行動はとらないほうがいい。

　ベッドサイドに置かれているオレンジの香りのする香油を手にとって、ブルックス卿の背中のマッサージを始める。

　手を動かしながら、眼で、『オシリスの涙』を探す。

　ブルックス卿はなにも身につけていない。そうすると、どこかに置いてあるはずだ。

　置くなら、そんなに遠くないところに置くだろう。マッサージをしながら、視線をあちこちに動かして探す。

　バスローブが掛けてある椅い子すの横にある小さなテーブルの上に、『オシリスの涙』が置いてあるのが見えた。

　あった!!　あそこにある。

　寝台の上からは手が届かないから、終わってから、あるいは逃げだすとき、ペンダントをかっさらっていくしかない。チャンスを逃のがさないようにしないと。

　よっちは機械的にマッサージの手を動かす。

　ブルックス卿に胸毛があることは見て知っていたけど、背中にも黒くて厚い毛が生えているのには驚いた。

　熊くまみたいな人だな。きっと、暖かいんだろうな。

　背中が終わると、脚もマッサージする。脚の指先もひとつひとつ、丁てい寧ねいにマッサージするように、と家令にいわれていた。

　よっちがせっせと作業していると、ブルックス卿が身体を起こした。

　グイと両肩をつかまえられる。

「ほう、ヨシュアはセーラースーツを選んだのか。よく似合っておるぞ」

　肩をそのまま引っ張り上げられて、よっちの顔の前に、ブルックス卿の顔があった。

「マッサージは、もうよい。今度は、私がヨシュアをマッサージしてやろう。服を脱ぬぎなさい」

「え？　い、いいです。結構です」

「なにをいっておるのだ。小姓に応募してきたということは、私に可か愛わいがってもらいたい、ということなのだろ？」

　え？　そうなの？

「そ、それは、存じませんでした」

「存じませんですむと思っておるのか？　私は、すっかりその気になってしまっている」

　そんなの知らないよ。それより、大事なのは『オシリスの涙』だ。

　ブルックス卿の手から逃れようとするのに、よっちの肩をつかまえている力は、ものすごいのだ。肩が痛い。

「あの、チャールズさまは、わたくしになにをお望みでしょうか」

「もちろん、あんなことやこんなことを、ヨシュアと楽しみたいのじゃよ」

　なにか楽しいことでも想像しているのか、ブルックス卿はくくくっ、と笑う。

「なにをじらしておるのだ。抵抗しても無駄だ。さあ、おいで」

　よっちは寝台の上に押し倒されてしまう。

　アンドリューがいっていた言葉が、脳のう裏りをよぎった。男がその気になったら、女子供には逃げ出すことなど不可能だ、と。

　今のブルックス卿がそうだ。まるで熊みたいに大きな身体で押さえつけられてしまう。

　ピンチには股間を蹴るか、嚙みつくかだった。

　上から身体で押さえつけられた形では、股間は蹴ることができない。残る方法はひとつ。思い切り腕に嚙みついてやることだ。でも、腕が太すぎて、歯が立たないのだ。

　ブルックス卿の手が、よっちのショートパンツを脱がそうと動いているのがわかった。

　このままでは、服を脱がされてしまう。

「おかしな小姓だな。みんな喜んで私の前に身体を投げだすのに」

「お待ちください！　なんでも、お望みのことをいたしますから、その前に、わたくしのお願いを聞いてください。欲しいものがあります」

　ブルックス卿の手が止まった。

「なにが欲しいのだ」

「いつもつけておいでになる、黒い石のペンダントです」

「なに？　黒い石？　オニキスのことか？」

　ブルックス卿は、不審そうによっちを見る。

「そうです」

「どうしてあのペンダントが欲しいのだ」

「わたくしはフランソワの飼育係をやっております。フランソワが、落ち着かないで荒れているのです。あの石をフランソワに返せば」

「なにをいっておるのだ。あの石は、私のものだ。フランソワごときサルが持っていても、なんの役にも立たぬわ」

　ブルックス卿の顔が厳しい表情になった。

「なるほど、そういうことか。兄と一緒に雇ってくれといったり、サルの部屋に一緒に住みたいといったり、妙みような小姓だとは思っていた。目的は『オシリスの涙』だったのか」

　くそ、いいと思っていったことが、裏目にでてしまった。『オシリスの涙』を狙ねらっていることが、バレちゃったよ。

「だれに頼まれた。あの園丁か？　あの男が兄だというのも、噓うそであろう。『オシリスの涙』を狙っているものが多いことは聞いている。おまえの主人も、『オシリスの涙』を欲しいのか」

　よっちは返事をしない。

「白状しないつもりなら……」

　ブルックス卿は、よっちのセーラー服の前ボタンを引きちぎった。よっちの肩が現れる。

　白い肩を眼にした瞬間、ブルックス卿が、よっちを押し倒した。

「イヤーー！　やめて！」

　やめて、といったくらいで、ブルックス卿がやめるわけがない。

　ブルックス卿の唇が、よっちの肩から前におりてくるのがわかったとき、よっちは思い切り叫さけんだ。

「フランソワ！　助けて！　アンドリューを呼んできて！」

　そのときだった。恐ろしく大きな音が、サンルームじゅうに響ひびいた。

　ガッシャーンと、なにかが割れる音だ。

　ブルックス卿も、驚いてよっちを押さえつけている手を離した。音がしたほうを見ている。

　よっちは寝台から飛びおりると、テーブルの上に置いてあった『オシリスの涙』をしっかり摑んだ。その代わりに、偽物を置いておく。『オシリスの涙』は、なくさないように首にかけた。

　よっちに向かって、サンルームの中をフランソワが走ってくる。よっちも、フランソワに向かって走る。

　見ると、噴水の向こう側のガラスが、壊こわれてなくなっている。外の庭と空が見えているではないか。無人の荷車が外の庭からサンルームに突っこんできたのだ。

　ブルックス卿は口をぽかんとあけて、サンルームのガラスの壁にあいた巨大な穴を見ている。

　フランソワがよっちの肩に乗ると同時に、だれかに抱きしめられた。

　え？　ブルックス卿？　逃げなくちゃ、と思ったときだった。

「ヨシュア、俺だ。大丈夫か!?」

　アンドリューの声だ！

　サンルームに荷車をぶつけたのは、アンドリューだったのだ。フランソワのベストに縫いつけたメッセージを見てくれたんだ。

　よっちも、ぎゅうーとアンドリューを抱きしめた。
















「アンドリューさま、『オシリスの涙』は取り返しました。逃げましょう」

「よし、逃げよう」

　アンドリューは園丁の道具のひとつ、はしごを使って、屋敷を取り巻いている塀へいをよじ登り、外におりた。

　よっちもアンドリューの後に続く。フランソワも器用にはしごを伝ってついてきている。

「フランソワをどうします？」

　アンドリューは首を傾かしげて、よっちの肩の上に乗っているフランソワを見る。フランソワも同じ格好で、首を傾げてアンドリューを見る。

「一緒に連れていったらダメでしょうか」

「いいよ。フランソワのベストに縫いつけてあったメッセージを見て、俺はサンルームへ駆かけつけることができたのだから」

　すごいよ。フランソワはアンドリューのところへ、助けを呼びにいってくれたのだ。

　アンドリューを見上げていたフランソワが、状況がわかったのだろうか、アンドリューの脚に抱きついた。「ありがとう、アンドリュー」といっているように見える。

「早くロンドンから脱だつ出しゆうしよう」

　アンドリューは、馬車を借りると、よっちとフランソワを乗せた。

　御ぎよ者しやを雇やとうことなく、自分で走らせるつもりらしい。

　どこへ向かうのかわからなかったけど、よっちには不安はなかった。アンドリューに任せておいて大丈夫だ。

　よっちはフランソワを膝ひざの上にのせると、セーラー服の下にぶら下がっているペンダントを確かめた。

　大丈夫、『オシリスの涙』は、ここにある。よかった。ファントムさまに届けるまでは、なくさないようにしないと。ね、フランソワ。

　フランソワは安心したのか、よっちの膝の上で丸くなって眠ってしまった。気持ちよさそうな寝顔だった。
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「着いたぞ。起きろ」

　アンドリューの声で眼があく。馬車の中で眠ってしまったのだ。身体からだがあちこち痛い。

　外を見ると、薄暗くなっていた。あたりの様子はよくわからない。

「ここは？」

「グランチェスターの牧ぼく師し館かんだ」

　グランチェスターというのは、よっちが最初に、救きゆう貧ひん院いんの院長から聞いた村の名前だ。よっちの就しゆう職しよく先さきになるといわれたことを覚えている。

　本来、アンドリューが牧師として暮らしているのが、この村なんだという。

　牧師だというのは自じ称しようであって、どうせ噓うそだと思っていたら、本当に牧師館で生活していたんだ。アンドリューのいうことを信じなかった自分が、ちょっと恥ずかしくなった。

「中に入って」

　アンドリューに続いて、よっちとフランソワが家の中に入る。

　三本のローソクに火が灯ともると、暗い部屋が明るくなった。アンドリューが暖だん炉ろに火を入れる。

「部屋が暖まるまで寒いかもしれないけれど」

「大丈夫です。寒いときは、フランソワを抱いていると温かいんですよ。ほら、こんなふうに」

　よっちはフランソワをぎゅう、と抱きしめた。

　アンドリューが、フランソワにといって、暖炉の近くにクッションを置いて、特製のベッドを作ってくれた。

　フランソワは、クッションの上で身体からだを丸める。疲れたのだろう。すぐに眠ってしまった。

　よっちは、首にかけていた『オシリスの涙』を、アンドリューに手渡した。

　アンドリューは、感かん慨がい深げに黒い宝石を見ている。

「これを依頼人に届けないと」

「え？　今からですか？」

　アンドリューが窓辺に寄って、外を見ている。空を見上げていった。

「月がでているな」

　どういうことだろうと思ったら、アンドリューの依頼人は、月がでているときにしか会えないのだという。

「変だよな。昼間はどうして会えないのかわからないけどさ」

　アンドリューが連絡を取ることができるジェームズという人物は、牧師館から少し南にいったところにある館に暮らしているという。

「これからいってくる」

「夜道は暗いですよ。明日にすれば」

「待っていると思うからね。それに、お礼の金が入るし」

　そうか、『オシリスの涙』を手に入れることは、アンドリューの「仕事」だったんだ。

「近くだし、一本道だから迷うことなく歩いていけるさ」

「それならば、わたくしも一緒に参ります」

　アンドリューはついてくるなとはいわなかったから、一緒にいくことにした。

　今まで、ファントムとジェームズは、いつも一緒だった。今夜だって、ジェームズがいるなら、ファントムが一緒にいる可か能のう性せいは大いにある。

　もしかしたら、ファントムの姿を見かけることができるかもしれない、とよっちは密ひそかに願っているのだ。

　眠っているフランソワを残して、よっちとアンドリューは、外出する仕し度たくを始める。

　アンドリューは、自分のコートをよっちに着せた。大きいし、裾すそは引きずるし、無理だと思うのに、着たくないというよっちの言葉を、アンドリューは聞こうとしない。

「ダメだ。コートなしでは風か邪ぜをひく」

　長すぎて引きずる裾は、たくし上げて紐ひもで縛しばるという方法で、アンドリューが解決した。

「アンドリューさまは？　コートは？」

「俺は……」

　しばらく考えてアンドリューがだした答えは、「毛もう布ふをかぶる」だった。

　笑いだしそうになるのを、よっちはこらえる。

　美形が毛布をかぶっている図は、やっぱりおかしい。

「夜道で出会う人なんていないから、いいんだよ。牧師が毛布をかぶっていても」

　アンドリューもよっちも、コートなどはロンドンに置いてきてしまった。

「なるべく早く、ロンドンから送ってもらおう。届くまでは……そうだな、明日、ケンブリッジへ買い物にいこうか」

　グランチェスターには、衣い類るいを扱っている店はないというのだ。

「ここから一番近い町がケンブリッジだよ。歩いていける」

　買い物などといわれると、よっちはウキウキしてくる。なんて楽しい響ひびきなんだろう。

　だれかと一緒に買い物にいくというのは、よっちにとっては初めてのことだ。

　玄関のドアの前で、アンドリューは手にしていた『オシリスの涙』を、よっちの手に押しつけた。

「これは、ヨシュアが身体を張って取り返してくれたものだ。俺が渡すより、ヨシュアが渡すほうがいい」

「え？　それはご主人さまが持っていくほうが」

「いいんだよ。それより、なくすなよ」

「は、はい」

　思わず緊張する。

　首にかけられたペンダントを、よっちはブラウスの下にしまい込んだ。

　よっちとアンドリューは、牧師館から外へでた。

　明るい月が、あたりを照らしている。

　月夜の道を歩く二人の影が、冷たい道に長く伸びていた。

「今夜は雪ではありませんね」

「ホワイト・クリスマスになるのかな、と思ったのにね」

「そうでした！　今夜はクリスマス・イヴでした。いろんなことがありましたから、すっかり忘れていました」

　救きゆう貧ひん院いんをでてから、目まぐるしくいろんなことが起こって、息をつく暇ひまもなかった。

「救貧院では、どんなふうにクリスマスを祝ってたんだ？」

「仕事」を達成した後だからだろうか、アンドリューの声が落ち着いている。

　アンドリューの問いに、よっちは去年のクリスマスを思い出した。

「マクレーン救貧院の近くには、もみの木なんて生えていないから、ツリーを古新聞で作るんです。紙でできていますが、わたくしの背せ丈たけよりも高いくらい大きなものです。緑に色を塗ぬって、モミの木に似せるんですけど、本物にはかないません」

「へぇ、新聞紙のモミの木なんだ。飾りはどうするのさ？」

「ぶら下げる飾りも紙で作ります。夕食後の自由時間に、みんなでわーわーいって作るんです。できあがるまで十日くらいかかりますけど、みんな一生懸けん命めいなんです」

「みんなの様子が眼めに浮かぶよ。楽しそうだなぁ。いいなぁ」

　アンドリューは、羨うらやましそうにいう。

「今年は、ツリーなしのクリスマスになりそうだけど。悪いな」

「ブルックス卿きようのお屋や敷しきで見ましたから、なくても大丈夫です」

　クリスマス・ツリー以上に刺し激げき的な、いろいろなものをロンドンでは見たし、経験した。

「救貧院では、プレゼントは？　もらえたのか？」

「もらえました。寮りよう母ぼ先生の手作りの手袋だったり、靴くつ下しただったり。焼きたてのクッキーだったときもありました」

　話しながら、よっちは、覚えている限りのクリスマスをひとつひとつ思い出して、アンドリューに話した。

「そうか。ヨシュアのいた救貧院は、いいところだったみたいだな」

「はい。そうだと思います」

　ほかの救貧院がどんなふうなのか知らないから、比ひ較かくはできないけれど。

「アンドリューさまのクリスマスは？　牧師さまは、クリスマスは、やはりお忙しいのでしょう？」

　返事がない。

　なんで？

　え？

　隣を歩いていたはずのアンドリューの姿が見えない。

　どこへいったの？　こんなところで、ひとりにしないでよ。

　よっちは急に心細くなる。あたりを見まわすと、月明かりでまわりに畑が見える。人家はない。

　振り返ってみると、今歩いてきた道が、細く光る筋になって見える。アンドリューらしき人影は、どこにも見えない。

　怖いよ。どうしたらいいんだよ。

　急に心配になってブラウスの下を探ると、よかった、ちゃんとあった。『オシリスの涙』とファントムのボタンの、両方とも。

　アンドリューがいっていた。一本道だから迷うことはないって。道を戻れば、牧師館に帰ることができるだろう。先へ進めば、ファントムがいるかもしれない館に着くのだ。

　どうするべきか。

『オシリスの涙』を待っているから、とアンドリューはいっていた。それなら、届けなくちゃ。前へ進もう。

　不安だったけれど、よっちは、月明かりの中を、ひとりで歩いていった。

　空には星がいっぱいで、ときどき立ち止まって見上げると、不思議なことに、少しずつ怖くはなくなっていくのだ。

　しばらく歩くと、道の先に、灯あかりが見えた。

「あれかもしれない」

　進んでいくと、暗い固まりのような建物が近づいてくる。尖せん塔とうがあって、建物自体は崩くずれかけている。

　これは……見たことがある。

　グランチェスターにも、同じ建物がある、ということなんだろうか？

　マクレーン救貧院の隣にあった崩れかけた修しゆう道どう院いんとそっくりだ。

　あたりには、ほかに建物は見えない。ジェームズがいるのは、ここなんだろうか。救貧院では、「魔ま物もの」が棲すんでいるといわれていた建物だ。よっちが尖塔に登ったとき、見たのは「魔物」ではなくて仮面の男だったけれど。

　ドキドキする胸を押さえて、よっちは建物に近づいた。

　崩れそうになっている入り口から、首を突っ込んでみる。昔は礼れい拝はい堂どうだったらしいホールは、天てん井じようが半分くらいなくなって月明かりが差し込んでいる。

「だれかいませんか？」

　あたりは静まりかえっていて、よっちの声が、不ぶ気き味みに響ひびくだけだ。

　ギギギと鈍にぶい音がして、灯りが見えた。突きあたりにドアがあったらしい。灯りが、こちらへ近づいてくる。燭しよく台だいを持っただれかが、やってくるのだ。

　よっちの前に現れたのは、眼鏡めがねをかけた銀色の髪の青年だった。髪を後ろでひとつに束たばねている。

　緊張のあまり、よっちの握にぎった手が汗ばんでいる。

「なにか？」

　感情のこもっていない冷たい声に、よっちは脚あしが震えかかっていた。聞いたことのある声だ。

「あ、あの、こちらは、ジェームズさまのお屋や敷しきでしょうか」

「そうです。私がジェームズです」

　これが……今まで声だけ聞いていたファントムの従じゆう者しやだ。眼鏡の奥の瞳ひとみは、冷たい印象を与えるけれど、きれいな人だ。

「わたくしは、アンドリューさまの小こ姓しようです。『オシリスの涙』を持って参りました」

「見つかったのですか？」

　ジェームズが、感情を込めて驚いている。

「ここにあります」

　よっちは、首にかけている鎖くさりを引っ張りあげた。

「本物ならば、謝礼を持っていっていただかなくてはなりません。少しお待ちください」

　ジェームズは、でてきたドアの中に消えた。

　礼拝堂の中は再び暗くなる。

　ひとり残されたよっちは、礼拝堂の真ん中に立って、あたりを見まわした。それほど大きなホールではない。かつては祭さい壇だんがあったであろうところは、えぐられた壁が残っている。

　この建物の中に、ファントムさまはいないのだろうか。ジェームズがいるのだから、ファントムさまも、近くにいてもいいと思うのに。

　上のほうで、なにか物音がする。耳を澄すますと、石の階段をおりてくる靴くつ音おとが響いていた。

　よっちの正面に、尖塔へ登る螺ら旋せん階かい段だんがある。

　だれがおりてくるの？　ジェームズ？

　もしかしたら……。

　そう思ったとたん、よっちの心臓は激しく打ち始めた。

　広い階段を黒い影がおりてくるのが見える。

　長いマントを後ろになびかせておりてきた男は、最後の一段をおり終わると、そこで立ち止まった。じっとよっちを見ている。

　よっちが立っているところから、二メートルと離れていない。

　月明かりの中に見えるのは、長い黒髪が美しい青年だった。背が高い。
















　ドキン。よっちの心臓が、ぎゅーっと縮んでいる。

　仮面をつけている……。

　救貧院の隣にある、塔の上で見た男に……よく似ている。よっちが魔物だと思って、お願い事を伝えた男だ。

　よっちの頭の中は混乱していた。「ファントムさま」と、「仮面の青年」と「魔物」の区別がつかない。ファントムは、救貧院の子供たちの間で語り継がれている「魔物」なんだろうか？　口は耳まで裂さけていないし、金色の瞳でもないけれど。

　それとも、「魔物」なんて最初からいなかったの？

　あなたは、「魔物」ですか、と聞けばいいのかもしれない。でも、面と向かって聞くなんて、恐ろしくてできない。違ったらものすごく失礼だし、そうだったら、一瞬で食べられてしまうだろうから。

　男が口を開かないから、よっちがたずねた。

「あ、あの、あなたは『オシリスの涙』を探しておいでになる方でしょうか」

「いかにも」

　声を聞いたとたん、よっちは目め眩まいがしそうだった。

　これは、吹ふ雪ぶきの中でよっちを抱き上げてくれた男の声に間違いない。

　ファントムさまが、今、よっちの眼の前に立っている！

　仮面の青年が、よっちの命の恩人・ファントムさまだったとは……。

　よっちは、漆が小刻みに震えていることがわかった。

「あ、ファントムさま。わたくしはヨシュア・マクレーン、お目にかかれてうれしいです。二度に渡ってわたくしの命をお助けくださり、なんとお礼申し上げていいのかわかりません」

　いいながら、よっちは胸が詰まりそうになって困った。短い言葉なのに、何度もつっかかった。

「私の名前を知っているのか」

「はい。聞いております。今までは、お声だけ耳にしておりましたから、こうしてお姿を拝見できて、胸が一杯です」

　よっちは膝ひざを曲げてお辞じ儀ぎをした。

「わたくしの主人、アンドリューと一緒に探しました『オシリスの涙』を、ここにお届けに参りました。どうぞ、お受け取りください」

　よっちは震えそうになる手で、黒い宝石がついたペンダントを差しだした。

　ファントムは、黒い革手袋をした手を伸ばして、宝石を手のひらの上に載のせる。

　手にした宝石を、月明かりにかざして見てから、なにか手を動かしたと思ったら、ゆっくりうなずいた。

「たしかに、これは『オシリスの涙』に間違いない」

　低い澄んだバリトン。きれいな発音の英語。

　あーー、この声は、まさに、よっちの耳から離れなかったファントムさまの声だ。

　初めて姿を見ることができたファントムさま。声から思い描いていた姿より何倍もステキな青年だ。長い黒髪、鼻筋の通った品のある顔立ち、仮面のせいで半分しか見えないのに、うっとりするほどきれいな人だ……。

「ジェームズ」

　ファントムが奥に声をかけると、ドアの中からジェームズが現れた。手になにか持っている。

「これが、お約束のお礼の品でございます。アンドリューさまにお渡しください」

「は、はい」

　ジェームズから渡されたのは革の袋で、なにが入っているのか、ずっしりと重かった。こんなに重いものは、肩にかついでいくしかないな、とよっちが思ったときだ。

　スッとファントムの手が伸びて、革袋を取り上げた。

「ミス・マクレーン、牧師館まで送ろう」

　な、なんだって？　ファントムさまが送ってくれるって？

　信じられない。

　ワン、っていっちゃいそうだ。

「ファントムさま！」

　ジェームズは、なにかいいたげに、ファントムに向かって叫ぶようにいう。ほんとはもっといいたいのに堪こらえているようだ。

「すぐ戻る」

　よっちは今、うれしさのあまり、心に羽が生えたようになっている。ファントムのまわりをふわふわ飛んで、まとわりつきたい気分だ。

　そんな気持ちは隠して、よっちはファントムと一緒に、月明かりの中に歩みだした。

　くるときは途中までアンドリューと一緒だった。それからひとりになって、帰りはファントムさまと一緒だなんて、噓うそみたいな話だ。

　あ、今日はクリスマス・イヴだ。サンタクロースが、ファントムさまとの道行きをよっちにプレゼントしてくれたのかもしれない。

　アンドリューと歩いてきたときには、いろいろおしゃべりしたのに、ファントムは、なにもいわないから、よっちも黙っている。黙っているけれど、胸は壊れそうにドキドキしっぱなしだ。

　そういえば、アンドリューはどこへいったんだろう。まるで消えたように姿が見えなくなってしまった。ひとりで、牧師館へ戻ったのだろうか。

「あっ！」

「どうした？」

　つまずきそうになったよっちを、ファントムが支えてくれる。

「すみません」

　ファントムの腕につかまって、よっちは転ばずにすんだ。

　硬い腕の感触に、ドキッとする。

　そう、よっちはファントムさまの腕に弱いのだ。

　胸がドキドキ高鳴り始める。隣にいるファントムに聞こえるんじゃないかと思うくらいの音で打っている。

「月明かりがあるといっても、野道では足もとがおぼつかない」

　よっちの背中にまわった腕は、歩き始めてもそのまま留とどまっていた。ちょうど、ファントムのマントに包まれているような格かつ好こうでよっちは歩いている。

　ファントムの身体からだがすぐ隣にあって、ファントムさまの身体の温もりが、直接伝わってくるのだ。よっちはファントムに寄りかかりながら歩いた。そのほうが、温かかったから。

「ファントムさまは、英国イギリスの方ですか？」

「いや」

　ファントムさまは人間なの？　それとも魔物なの？

　よっちの願い事を聞いて、叶えてくれたのはファントムさまなの？

　ファントムさまのお父さんは亡なくなったの？　お母さんは、元気？

　さっき訪ねた建物が、救貧院の隣の修道院に似ていたけど、ただの偶然の一いつ致ちなの？

　聞きたいことはたくさんあるのに、言葉にならない。

　よっちがした質問は、最初のひとつだけだった。

　ファントムのマントにくるまれて歩いているだけで胸がいっぱいで、なにか口にしたら、泣いてしまいそうだった。

　好きな人と一緒にいる。それが、こんなにうれしいことだったとは……クリスマス・イヴの奇き跡せきだね。

　自分の背中にまわっている硬い腕を全身で感じながら、よっちはファントムと並んでゆっくり歩いた。




　どこをどう歩いたのか、まったく覚えていない。

　気がついたら、牧師館の前にきていた。灯りはついていないから、アンドリューが帰っている気配はない。

　玄げん関かんの前で、ファントムは、よっちに革袋を渡した。

「私はこれで」

　少しでも長くファントムと一緒にいたいから、中に入ってお茶でも、といえばいいのかもしれないけれど、この牧師館には昨夜きたばかりで、お茶があるのかどうかも知らないのだ。

　歩き始めていたファントムに向かって、よっちは駆かけ寄る。

「待って、ファントムさま！」

　よっちはファントムと向き合って立った。

　大きな月が、ふたりを見おろしている。

　見上げるよっちを、ファントムは「どうした？」と眼でたずねた。

　よっちは頭を下げた。

「送っていただいて、ありがとうございました」

「こちらこそ。『オシリスの涙』をありがとう」

　頭を上げると、ファントムの口もとはほほ笑んでいるように見えた。

　立ち去りかけたファントムの背中に向かって、よっちは叫ぶようにいった。

「メリー・クリスマス、ファントムさま！」

　ファントムが立ち止まって、ゆっくり振り向いた。

「メリー・クリスマス、ミス・マクレーン」

　牧師館の庭の真ん中で、ファントムはよっちに向かって手をあげた。

　よっちは、手をあげる代わりに、もう一度お辞じ儀ぎをした。

　顔をあげたときには、ファントムの姿は見えなくなっていた。




　牧師館の中に入ると、暖炉に火が入っていて、さっきまでだれかがいたような気け配はいだ。

　アンドリューがいたのだろうか。

　暖炉の上に、ファントムから渡された重たい革袋を置いた。

　すぐ横に、紙が置いてある。見ると、アンドリューの筆ひつ跡せきで、メッセージが書かれている。





　ヨシュア、突然いなくなってすまない。イヴのミサにいかなくちゃならないことを、すっかり忘れていた。明日もクリスマスのミサで戻れない。悪いな。アンドリュー。






　いいよ。アンドリューは牧師さまだもの、一年に一度のクリスマスに仕事をしなかったら、破は門もんされるよ。

　あたしは、ひとりでも大丈夫だよ。




　明るくなってから、よっちは、牧師館をでた。

　昨夜、ファントムと会った建物が、救貧院の隣にあった修道院とあまりにも似ていたから、明るい中で確かめてみようと思ったのだ。

　迷うはずのない一本道だと聞いていたのに、いくら歩いても、尖塔のあるような建物は見えてこない。

　なにも植えてない平たいらな畑が、土つち肌はだを見せて広がっているだけで、その上に、畑と同じだけ広い空が、今日は青空を見せている。こんなに平らな土地が広がっているところは、救貧院のまわりにはなかった。

　このあたりにファントムの館があったはずだ、と思ったところには、一面に、金色に輝く花が咲いていた。数千本のラッパ水ずい仙せんが咲いているのだ。ときどき、風に揺れて、金色の波がうねる。

　ファントムやジェームズは、どこへいってしまったのだろう。

　胸元に手をやると、指先にファントムのボタンが触れる。

　ファントムさまは、ここにいる。きっと、また会えるよ。

　よっちは、揺れる水仙を見ながら、しばらく佇たたずんでいた。










[image: ]




　空が明るみ始める前から、ファントムは尖せん塔とうに登っている。

　ファントムが塔に登るのが好きなのは、塔の上に広がる空のどこかに、ファントムの故国があるような気がするからだ。

　ファントムは、首に下がってる『オシリスの涙』を手に取った。これは、母王おう妃ひが身につけていたイヤリングの片方だ。

　この中に、父王の遺ゆい言ごん書しよが入っているという。

『オシリスの涙』を受け取ったときから、ファントムの中では、早く読みたいと思う気持ちと、読みたくないという気持ちが闘たたかっていた。

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、身に覚えのない罪つみによって王子という身分を剝はく奪だつされ、故こ国こくを追放されて、ここに住まうようになって二百年の年月が流れた。なにより悲しかったのは、父王は、無実を叫ぶファントムの言葉には耳を貸そうともせず、陪ばい審しん員いんの判決を支し持じしたことだった。

　なんとかして故国に戻り、濡れ衣を晴らしたいと願っていたのに、父王が亡くなってしまうとは。

　父の最後の言葉だ。耳を傾かたむけるべきなのだろう……。

　ファントムは、『オシリスの涙』の中に入っていた紙を取りだした。小さく折り畳たたまれているものを開く。たしかに、父王の筆ひつ跡せきで書かれている。





　ファントム、おまえがこれを読んでいるときには、私はこの世にいないであろう。

　おまえを国から追放したのは、私だ。おまえは無実で、濡れ衣を着せられていたことも承しよう知ちしている。なんという父親だ、と私を恨うらんでいるであろう。

　私の命を狙っている者がいるように、おまえの命を狙っている者がいることに、おまえは気がついていただろうか。おまえの命を救うには、国外追放の道しかなかったのだ。許せ。我らが祖そ国こくをお前に託たくす。そして、母王妃を頼む。父より






　なんということだ。

　父王の死が暗あん殺さつだったかもしれないとは……。

　初めて聞かされた真実に、ファントムは眼の前が真っ暗になった。

　国外追放が、自分のために父が仕組んだことだったとは、まったく知らなかった。

　自分の命が狙われていたことも、父王の命が狙われていたことも、ファントムは気づかなかった。

　なにも知らなかった自分は、この二百年、父を恨んで生きてきたのだ。

　鐘しよう楼ろうの床にひざまずくと、ファントムは『オシリスの涙』を握りしめた。

　これは、ヨシュア・マクレーンという少女が、月夜の中を届けてくれたのだ。

　あの少女との出会いは、ファントムには衝撃的だった。忘れるわけがない。

　この二百年で、ファントムと言葉を交わすことができる人間に初めて出会ったのだ。

　また会うこともあるだろう、ミス・マクレーン。

「ファントムさま。剣の稽けい古この時間です」

　ジェームズが下から呼んでいるのが聞こえる。

　こんな日にも、剣の稽古をするというジェームズ。いかにもジェームズらしい。

　ファントムは空を仰あおぐと、ゆっくりと立ち上がった。





おわり













あとがき






　こんにちは。ビーズログ文庫では、初めましての奈な波なみはるかです。

　楽しんでいただけましたでしょうか。

　この本には、奈波の初めて、がたくさんあります。初めて書いた外国が舞台の物語、初めて書いた少女が主人公の物語など。そのほかにも初めてがたくさんありましたが、楽しく書かせていただきました。

　ロンドンもグランチェスターも、ヒースの丘も、大好きなところです。好きなところを舞台に、よっちやアンドリュー、ファントムに登場してもらいました。

　この物語を書いている途と中ちゆうで、皆かい既き月げつ食しよくがありました。ときどき庭にでて月が欠けていくところを見ました。月食は初めて見たわけではありませんでしたが、月に地球の影が映る、というのは、すごいです。皆既月食になったとたんに、それまで見えなかった星たちが一いつ斉せいに輝き始め、満月と新月がひと晩で両方きたような気がしました。

　今回は、スケジュールの都合で、朝の五時に寝るということがよくありました。今日も、もうじき朝の六時です。これを書き終わったら、急いで布ふ団とんにもぐります。

　スケジュールの押し迫せまる中を、編集部のみなさまには、ほんとにお世話になりました。

　おまめさま、ステキなイラストをつけていただいて、ありがとうございました。

　この本がでるのは、新年に入ってからです。昨年は、いろいろ大変なことがありましたが、今年は、どんな年になるのか。よい年になりますように。

　みなさま、これからも、よろしくお願いします。




　　　八階の窓より見ゆる青空と混じりあひたり駿河の海は




　　　向かい風足踏みしめて下る坂夕日に映ゆる富士の見えたり







　二〇一一年　師走


奈波はるか















注　この物語はフィクションです。実在の人物、団体、事件などには一切関係ありません。
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奈波はるか

Haruka Nanami




下呂温泉へいきました。気持ちのいいお湯で、お肌すべすべになりました。すっかりファンになり、また行きたいと思います。

やっぱり温泉は気持ちがいい。

おうちお風呂とは、ひと味もふた味も違いますね。日本中のあちこちの温泉に入ってみたいなー、と思う今日このごろです。
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つきのおまめ

Omame Tsukino




１月14日生まれのＡ型。長崎在住。

ただの犬好きです。最近寒くなってきたので寝ている愛犬（虎太朗♂）のお腹の下に手を入れて身も心も温める日々です。

夢だった挿絵のお仕事ができて嬉しいです！










電子版　ビーズログ文庫



ファントムのキス




～男だん装そうメイドとエセ牧ぼく師し～













著者／奈な波なみはるか

イラスト／つきのおまめ









2014年6月27日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　山田梓湖（Zapp!）









(c)2012 Haruka NANAMI





本電子書籍はビーズログ文庫『ファントムのキス～男装メイドとエセ牧師～』（2012年1月26日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）















item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg
ARSH SRS RE®
125000 12 BERK S8 B 3630 O Vv






item/image/p000-00-15-1.jpg
AN
i

\ V7 ///////f:/






item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-51-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-76-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg
O &ehokge

(FUsiel (FaREFEHET
1 T
¥ REMLBET st

*tﬁ?ﬁ«-\t‘hutm 3k
R s eURo

¢

Bugze CWHNSER

—o7ea tRE RN EX T PUER






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-29-1.jpg





item/image/p000-00-48-1.jpg





item/image/p000-00-44-1.jpg
?L 10 ERSEK






item/image/p000-00-72-1.jpg





item/image/p000-00-67-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg
7 @&. G0 NN K ,;@W*m@






item/image/p000-00-6-1.jpg
|| BB SeVEC:
MNANRFHOLER






item/image/p000-00-39-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg





item/image/p000-00-35-1.jpg
g ﬁ\@& = ~NARTAR < TR |





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		１　マクレーン救貧院



		２　吹雪の夜



		３　十二歳の誕生日



		４　ノッティンガム伯爵家



		５　奇跡の再会



		６　ブルックス卿の小姓



		７　『オシリスの涙』



		８　グランチェスターの牧師館



		エピローグ



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-14-1.jpg
?& AN Ko





item/image/p000-00-24-1.jpg
M m






item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-62-1.jpg
\ @& e [RA=KOE]






